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KB７ 完掘（北から）

同 １号溝 完掘
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KB７ １号溝 前立（木－２５）出土
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序
加須市は埼玉県の北東部に位置し、利根川をはじめ多く
の河川を擁する豊かな田園地帯であります。
市の南部に位置する騎西地域はその中央に延喜式内社玉
敷神社が鎮座する、歴史の古い地域であります。地域には、
旧石器時代から江戸時代までの遺跡が多数所在しており、
近年進行する都市化にともなう開発により事前に発掘調査
を実施しております。
今回の調査報告は、昭和６１～平成３年に実施された根古
屋地区に所在する騎西城武家屋敷跡ＫＢ７・８・１１・１２区、
第１６・２３次調査の記録であります。調査の結果、当時の堀
や井戸の跡、竹束や兜の前立、居住した武士が使用した陶
磁器・漆椀など貴重な遺構・遺物が検出され、城館跡を研
究する上で、騎西城の重要性を再認識することとなりまし
た。
本報告が文化財の保護に対する理解の一助として、また
郷土資料として広く活用されることを望んでおります。
最後になりましたが、調査の実施、本書の刊行に当たり
まして深いご理解と多くのご協力をいただきました開発者
の方々をはじめ関係各位の皆様に対しまして深く感謝申し
上げます。

平成２８年３月
加須市教育委員会

教育長 渡邉 義昭



例 言
１ 本書は埼玉県加須市騎西地域内遺跡の発掘調査
報告書である。

２ 発掘調査は根古屋外川土地区画整理に先立つも
ので、昭和６１～平成３年に実施したものである。
３ 本書の刊行に際して次のように分担して作業に
当たった。

（１）執筆 木製品 嶋村薫
ほか 嶋村英之

※基礎データ 土器類 島村範久（～平成２３年度）
銭貨 坂本征男（～平成２３年度）

板碑は『騎西町史考古資料編２』による。
（２）写真撮影は現場は調査担当者が、その他は嶋
村英之のもと整理協力員が行った。

（３）出土品の整理・図版の作成は下記の指導者の
もと、整理協力員が行った。

指導者
土器類・木・金属・石製品の一部 島村範久

（～平成２３年度）
銭貨 坂本征男

（～平成２３年度）
ほか 嶋村英之
※木製品は嶋村薫氏が実測・修正した。
『騎西町史考古資料編１』掲載のものは本報告を
優先する。
※板碑の拓本は『騎西町史考古資料編２』掲載
のものを加工した。

４ 本書の編集は嶋村英之が行った。
５ 資料は加須市教育委員会が保管している。
６ 整理報告に際して下記の方からご指導・ご協力
をいただいた。記して感謝の意を表します。（敬
称略）
嶋村 薫 竹村雅夫 藤澤良祐

調査組織
１ 発掘調査組織
調査主体者 騎西町教育委員会
担 当 者 各調査に記載
調査協力員

青木のい 秋池角蔵 秋山ノリ子 梓沢ユキ子
網野のぶ 新井富子 荒川晃子 飯塚剛一
五十嵐喜一郎 五十嵐清 五十嵐まさ子
五十嵐米太郎 石井たね 石井のゑ 石渡とみ江
伊藤ツネ 猪股榮子 岡田伊一郎 岡田金之助
岡田光子 小川征子 加藤菊代 木下雅子 来須きく
小暮あい子 小暮光 小久保衛 小坂忠一
小林徳次郎 小林妙子 小森谷アサ 小森谷二三子
斉藤年治 斉藤はる代 坂本セイ 坂本佐一
坂本藤正 坂巻茂 佐藤ヨシ 篠塚ヨネ 鈴木房子
須永春雄 関口しげ 関口千代 関口のぶ
関口信幸 関口守男 染谷喜美江 高橋和子
田口ひろみ 田口ふみ子 田口島蔵 田村源太郎
土屋とよ 内藤ふく 中島かづ江 中根聡

野本友吉 方波見良子 萩原米 福島利男
細野万次郎 松永鶴子 松村一枝 松村金蔵
松村重昭 谷部千代子 山口保雄 吉田美津
吉野武一 若林クニ子 若林美知子 渡辺サヨ
２ 整理組織
（平成２７年度） 加須市教育委員会
教育長 渡邉義昭
生涯学習部 部 長 綱川敬蔵

副部長 中島隆明
生涯学習課 課 長 大原英明
文化財担当 主 幹 嶋村英之

主 任 山田富実樹
主 任 岩淵美恵
再任用主任 古屋 豊

整理協力員
秋山ノリ子 梓沢ユキ子 網野由美子 新井富子
新井博子 五十嵐まさ子 石坂正幸 石渡とみ子
猪股榮子 上野由里子 大塚光枝 小川征子



▲釉際

磁器 かわらけ 擂鉢 瓦

○指ナデ
板ナデ

磨痕

剥落

剥落顕著
○ ナデ
△ みがき
□ ケズリ
　 布目

小川美津子 梶原妙子 加藤菊代 川辺英生
木下雅子 栗原加奈子 小坂恭子 斉藤はる代
佐藤ヨシ 塩崎順子 関口千代 田口ひろみ
塚田好男 中島かづ江 中根聡 野口二三子
萩原街子 萩原米 長谷川恵 馬場タチ子

方波見良子 松永鶴子 松村一枝 松村順子
松本千歳 若林クニ子
（日本大学考古学研究会） 江原英 石井美穂
江口誠一

凡 例
１ 本文および表について
〇（ ）の数値は残存値である。
〇※は不確定な推定復元値
○煩雑な記載を避けるため下記の通り略した。
井戸状遺構→井戸・井。□号溝→□溝。□号土
壙→□壙

〇銭貨の文字は欠損等しているが確定できるもの
は明記した。

２ 挿図について
〇縮尺は以下の通りである。
遺構 土層堆積 １／４０

溝断面・井戸状遺構・土壙 １／６０
遺物出土１／４０・１／２０

遺物 陶磁器類・木製品１／３
金属製品１／１～２（銭貨１／１）
土製品・石製品１／２～４
石器１／３ 石造物１／４

〇遺構断面図の基準標高は各々に記載した。
〇遺物の図ナンバ－は土器類・木製品類などの製
品毎に通しとした。必要に応じて遺物のNoに
種別の略号を冠した。土器類（土）、木製品（木）、
金属製品（金）、石製品（石）。
〇土層説明は土層色調／含有物の順に記載した。
略称凡例
※テフラ＝T、ローム＝L、炭化物＝C、焼土＝S、
酸化鉄＝FE、黒褐色＝BB、黒色＝B、褐色＝Br
※粒子＝R、ブロック＝B
※非常に多い＝☆、多量＝◎、少量＝△、微量＝▲、
万遍なく＝万
※やや明るい＝やや明、やや暗い＝やや暗
※非常に軟らかい＝軟度高、軟らかい＝軟質、
やや軟らかい＝軟度低、硬い＝堅緻
※締まり良し＝締良、締まり悪し＝締悪、粘性強し
＝粘強、粘性有り＝粘有
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第Ⅰ章 遺跡の立地・環境
第１節 遺跡の位置（第１図）
加須市騎西地域は埼玉県北東部に位置し騎西城武

家屋敷跡はそのほぼ中央にある。行政上では加須市
根古屋字道上・中宿・前・道下、牛重上前・中前・
上裏その他に所在する。戦国から江戸時代の城跡で、
昭和５６年度実施の騎西町遺跡詳細分布調査や明治９
年の「地引番号全図根古屋」、江戸時代に描かれた
「武州騎西之絵図」などにより城の形状や武家屋敷
の範囲が明らかである。遺跡の範囲は騎西生涯学習
センタ－から南東へ１．２km、南西へ約０．５kmである。

第２節 遺跡の地理的環境（第２図）
大宮台地の北東から南東方向には肥沃な水田地帯

である加須低地・中川低地が広がっている。加須低

地には、騎西島状台地群をはじめとして笠原支台よ
り断続的に続く埋没ロ－ム台地がいくつか存在し、
造盆地運動によって台地や低地が沈降した。その上
に利根川などの氾濫による河成堆積物が堆積し、自
然堤防・埋没ロ－ム台地・後背湿地・沼沢地が形成
されたものである。
現在騎西地域内で確認されている原始から近世ま
での遺跡は埋没ロ－ム台地と自然堤防上に立地して
いると言われてきた。しかし発掘調査では、旧石器
時代から奈良・平安時代の遺跡は自然堤防とされて
いる見沼代用水両岸に位置しいずれもロ－ム台地上
に展開している。

第１図 遺跡の位置（騎西地域）

遺跡の立地・環境
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第３節 遺跡の歴史的環境（第２・３図）

※（遺跡名）は『騎西町史考古資料編１』に準じた
ものである。城館跡名では不適切となるため小字に
よる遺跡名を付け直したものである。
１ 旧石器時代
約２万年前以降、ナイフ形石器や尖頭器が盛行し

た頃、萩原遺跡をはじめ（前）・（中宿）遺跡で該
期の遺物が出土している。（前）遺跡では尖頭器及
び剥片の集中箇所が２カ所確認されている。
細石刃石器群が出現した約１万５千年前以降では

下崎中郷遺跡で北方系の削片、（道上）遺跡では同
系の荒屋型彫刻器が出土している。
２ 縄文時代
草創期に（中宿）遺跡で有舌尖頭器が見られるの

みで土器は発見されていない。早期は修理山・小沼
耕地・（前）・（道上）遺跡で撚糸文系土器、（前）
遺跡では集石遺構が、（道上）遺跡で沈線文系土器、
条痕文系は修理山・（前）・（中宿）・（道上）遺
跡で土器が出土しており、特に修理山・（中宿）遺
跡では炉穴が確認された。
前期では前半花積下層・関山・黒浜式土器が小沼

耕地・（前）・（道上）で出土している。後半諸磯
から十三菩提式期までは前半に加え萩原遺跡で諸磯
式土器が、小沼耕地遺跡では県内では希少な花積下
層式期の住居跡状落ち込みが検出されている。
中期前半に（道上）・萩原遺跡で五領ヶ台式・勝

坂式が確認されている。後半は加曽利E式期その
後半に（中宿）遺跡で柄鏡形住居・（道上）遺跡で
竪穴住居が、萩原・修理山遺跡では集落が展開した。
修理山遺跡では１０軒の竪穴住居、萩原遺跡では数軒
の住居跡と墓壙などが見つかっている。
両遺跡は後期前半堀の内期までは集落を継続し少

数ながら住居跡や貯蔵穴が検出された。後半になる
と再び遺物のみの出土となるが萩原・中郷・（前）
・（中宿）・（道上）遺跡で加曽利B～後期安行式
が出土している。晩期では安行３a～３d式が修理
山・町並・（道上）・（前）・（中宿）遺跡で出土
している。

３ 弥生時代
騎西地域内ではこのころの遺跡は少なく、中期で
は小沼耕地（※町史では上種足三番）遺跡で磨製石
鏃が、（道上）遺跡では後期の壺や器台の破片が出
土しており、中種足五番遺跡の絵画土器や小沼耕地
遺跡の土器片は弥生時代終末期から古墳時代初頭の
ものである。
４ 古墳時代
古墳跡は小沼耕地遺跡※で６～７世紀の前方後円
墳１基・円墳５基が確認されている。また、（内田
ケ谷中郷）遺跡で勾玉や埴輪片、（前）遺跡の埴輪
片や隣接する（中宿）遺跡の切子玉・さらにその周
辺で出土したと伝えられる石棺部材（市内の玉敷神
社所在）等からこれらの地域にも古墳が所在してい
たものと考えられる。また、集落は前期の住居跡が
小沼耕地遺跡・（中宿）遺跡、中期の住居跡が萩原
遺跡、後期の住居跡は萩原遺跡・（道上）遺跡・（中
宿）遺跡で確認されており、なかでも萩原遺跡は地
域内屈指の集落遺跡である。そのほかにも古墳時代
の土師器が中種足五番遺跡・観音堂遺跡から出土し
集落の所在を予想させる。他に古墳時代前期の方形
周溝墓が修理山遺跡・小沼耕地遺跡で確認されてい
る。
以上のように現在遺跡が確認されている台地には
古墳及び集落がそれぞれ所在するものと考えられる。

※町史の上種足三番遺跡を含む
５ 奈良・平安時代
住居跡が確認されているのは（道上）遺跡・小沼
耕地（※町史では上種足三番遺跡）で８世紀代のも
のである。下崎中郷遺跡では湖西産とみられる須恵
器が、観音堂・中種足五番遺跡で須恵器や土師器が、
（中宿）遺跡では小金銅仏が出土している。元屋敷
遺跡では墨書土器や瓦が出土している。
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遺跡の立地・環境
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６ 中近世
騎西地域内には平安末から鎌倉時代にかけて武蔵

武士野与党の道智氏・多賀谷氏が館を構えたといわ
れる。
多賀谷氏館は、内田ケ谷の大福寺を中心にあった
ものと思われ、建久元年（１１９０）多加谷小三郎が源
頼朝の上洛の随兵を、建長３年（１２５１）多賀谷弥五
郎重茂が鎌倉由比ヶ浜での御弓始の射手を務めてい
る『吾妻鏡』。永享年間（１４２９－４１）初め頃に結城
に移ったといわれる多賀谷光義は敬神の念厚く郭内
に稲荷明神を勧請した『多賀谷旧記』。発掘調査で
は館跡の東端（１次調査）で、溝から１２～１４世紀の
同安・龍泉窯系青磁碗・常滑広口壺が出土しており、
ほぼ中央大福寺の北（４次調査）で、土壙から１２～
１３世紀の同安・龍泉窯系青磁とともに刀身先端や鉄
鏃が出土している。
道智氏館は、道地の成就院周辺で建久元年（１１９０）
道智次郎が源頼朝の上洛の随兵を務め、承久３年
（１２２１）の宇治橋の合戦では道智三郎太郎が討ち死
にしている『吾妻鏡』。発掘調査では館跡のほぼ中
央で１３～１４世紀の龍泉窯系青磁が、西端で１２～１３世
紀の龍泉窯系青磁などが出土している。
種垂城跡は、上種足種垂城址公園から東へ広がり

百石・シロンチ（城の内？）等の地名が残る。雲祥
寺縁起には騎西城主小田顕家が養子の助三郎（忍城
主成田親泰の子）に家督を譲り種垂村に隠居したと
いう。発掘調査では、溝・井戸・土壙・火葬跡を検
出し、漆椀・小柄や１３～１７世紀の陶磁器類が出土し
ている。
隣接する旧上種足三番遺跡（現小沼耕地遺跡）で
は、溝・土壙・井戸・集石墓が検出されており、１２
世紀の白磁水注・１３世紀の龍泉窯系青磁・常滑甕・
在地の蔵骨器・篭状木製品が出土している。
小沼耕地遺跡では、県埋蔵文化財調査事業団の調

査で、掘立柱建物跡・基壇状遺構・溝・井戸などが
検出され、１２～１３世紀を主体とする陶磁器類が出土
している。種足は、中世前半の弘安１０年頃（１２８７）
伊賀光清が所領としており、また応永２４年（１４１７）
に日英上人が種垂の講演御堂（布教道場）等の講演
職を弟子に任せている。三番・小沼耕地遺跡の成果

はそれらに関わるものとも思われる。
南方の中種足五番遺跡では１２～１３世紀の龍泉窯系

の青磁や１５～１６世紀の染付、１３～１７世紀の古瀬戸・
常滑・在地の陶磁器類が出土している。
戸崎城跡は、『新編武蔵風土記稿』に戸崎右馬允
居跡なりとある。また、『吾妻鏡』に戸崎右馬允国
延が寿永３年（１１８４）源頼朝の御前の射手となると
ある。発掘調査では土塁跡や１３世紀の鉢や１７・１８世
紀の陶磁器類が出土している。
騎西城（騎西城周辺年表参照）は、文献や江戸初
期の『武州騎西之絵図』など城の絵図が遺る。遺構
は現在土塁跡が僅かに残るだけであるが、昭和５５年
から８０次を超えて発掘調査されており、主に土地区
画整理に伴い城郭部や武家屋敷跡西部の成果が顕著
である。これまでに溝４００条・土壙１６００基・井戸状
遺構２００基・障子堀５ヶ所・橋跡４ヶ所が確認され
ている。遺物は戦場及び生活の場として武器武具・
生活・生業・信仰・流通に関する多様なものが出土
している。特に水位が高いことから木製品の遺存が
よい。武器武具では、兜・前立・刀装品・鉄鏃・火
縄挟み・弾丸・馬甲・轡・四方手・野沓・腰刀・薙
鎌など、生活品では、下駄・鏡・竪杵・鉄鍋・桶・
漆椀・杓子・折敷・火打金・天目茶碗・湯釜・将棋
の駒など、生業では、砥石・紡錘車・鋏・溶解炉・
鋳型・坩堝・金銀粒子付着土器など、信仰では護符
・呪符・舟形・位牌・銅鋺・数珠など、流通では金
・袋入り銭貨・荷札などがある。年代を比定できる
陶磁器は１２世紀から１９世紀にかけてのもので、主体
は１６～１７世紀前半である。瀬戸美濃をはじめ中国染
付・唐津・志戸呂・初山・在地産かわらけ・ほうろ
く・擂鉢などがある。
このほかに、日出安の保寧寺中世墓址では、大量
の川原石や板碑、１２～１４世紀の常滑の甕・壺、１３世
紀の布目瓦が出土している。墓域の成立は中世前半
に遡るものか。また、下崎の道南遺跡で工事の際１９７８
枚の北宋銭が出土している。
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騎西城周辺年表

康正元年（１４５５） 足利成氏、崎西郡（騎西城）に集結する上杉勢（上杉・庁鼻和氏など）を攻略する
文正元年（１４６６） 足利成氏、南多賀谷（田ケ谷）と北根原（鴻巣市）で上杉勢と合戦に及ぶ
応仁元年（１４６７） ★応仁の乱
文明３年（１４７１） 上杉方に対峙する足利成氏の戦略配置に私市（騎西）の佐々木氏あり
文亀２年（１５０２） 騎西城主小田顕家、上会下（鴻巣市）の雲祥寺を再興。忍城（行田市）主成田親泰の子助

三郎家時を娘婿とし騎西城を譲り、自らは種足村に隠居する
天文８年（１５３９） 騎西城主小田顕家没、雲祥寺に葬られる
天文１２年（１５４３） ★鉄砲伝来
永禄３年（１５６０） 長尾景虎（上杉謙信）関東の北条方諸城を攻略
永禄４年（１５６１） 騎西城主小田助三郎、兄の忍城主成田長泰と共に景虎の小田原攻めに参加する。

長泰、鶴岡八幡宮で上杉政虎（謙信）に辱めを受け、北条方となる。助三郎も従う
永禄６年（１５６３） 北条氏康・武田信玄連合軍が松山城（吉見町）を攻略。報復に上杉輝虎（謙信）、騎西城

を攻略
永禄１２年（１５６９） 上杉と北条の講和成立（越相同盟）。上杉方は武蔵北部を支配
天正２年（１５７４） 上杉謙信、羽生・関宿城を救援。騎西・古河・栗橋・館林・菖蒲・岩付城を焼き払う
天正４年（１５７６） 成田泰喬（成田氏長カ）、家臣に知行を宛がう
天正５年（１５７７） 小田大炊頭、古河公方への年頭の挨拶を行う
天正６年（１５７８） 小田大炊頭、足利義氏に年頭の挨拶。謙信没
天正１８年（１５９０） ★徳川家康、関東へ入国。松平康重に騎西領二万石を与える
天正１９年（１５９１） 松平康重大英寺を開基、日出安・保寧寺に田畑１町歩を寄進する
文禄２年（１５９３） 康重、朝鮮出兵のため騎西領民を召し連れる
慶長元年（１５９６） 根古屋の金剛院、日出安から移転する
慶長４年（１５９９） 松平康重の奥方、城内にて死去、大英寺に葬る
慶長５年（１６００） ★関ヶ原の戦い
慶長７年（１６０２） この頃大久保忠常、騎西領二万石を拝領する
慶長８年（１６０３） ★徳川家康、江戸に幕府を開く
慶長１１年（１６０６） 騎西藩の家臣、領内（正能村）を検地する
慶長１６年（１６１１） 忠常病死。子の忠職、父の遺領騎西領二万石を拝領する
慶長１９年（１６１４） 大久保忠隣改易となり小田原・羽生城を没収、孫の騎西城主忠職は閉門に処せられる
寛永２年（１６２５） 忠職、赦免される
寛永４年（１６２７） 大久保忠職、久伊豆大明神（玉敷神社）に社領を寄進する
寛永９年（１６３２） 忠職、三万石加増され、美濃加納へ転封し五万石を拝領する。騎西城廃され、代官所置か

れる

遺跡の立地・環境
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享徳の乱初期の関東
（1454 ～）

氏康×謙信の頃の関東
（永禄・天正年間）

『古河公方展』古河歴史博物館
『中世・下町再発見』葛飾郷土と天文の博物館
　　　　　　掲載の図を改変

第４図 騎西城を取り巻く勢力図
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騎西城周辺の歴史的経過（年表・第４図）
当遺跡では濃密ではないが中世を通して遺物が出

土している。１２世紀代の常滑甕、舶載白磁、渥美製
品、また古瀬戸陶器等が見られる。騎西城以前にも
集落・館等が存在していたようである。

【享徳の乱】
文献では騎西城は、康正元年（１４５５）に初出し寛
永９年（１６３２）年廃城となり姿を消す。享徳の乱で
は、関東公方足利成氏が古河に移り、関東管領上杉
氏と対峙する。その争いの中に崎西郡を舞台として
争う場面がある。これが騎西城とされる。残念なが
ら現在のところ当該期に相当する遺構は確認されて
いない。だがこの時期に騎西城の前線基地としての
重要性は格段に高まり、戦闘の拠点としての城の整
備がされたものと思われる。関東管領家臣の太田道
灌が岩付城・河越城・江戸城の防衛ラインを張った
とき騎西城はすでに古河方の足場として機能してい
たのではないだろうか。

【永禄・天正期の軍事的緊張】
また、永禄から天正年間にかけての後北条氏対上

杉謙信の覇権争いにおいても境の城であった。騎西
城は何度となく厳しい立場に追い込まれている。特
に謙信が関東の足掛かりとした羽生城を間近にして
おり、２度の戦火を被っている。
文献では、永禄６年、北条氏康・武田信玄が松山

城を包囲したが、その救援に間に合わなかった謙信
は攻める方向を転じ騎西城を攻略したとされる。そ
の後、謙信は武田信玄との敵対関係から北条氏康と
の和睦（越相同盟）を成し、しばし平安であった。
しかし北条氏康没後、甲相同盟の復活によりまた北
条・上杉の合戦が再開された。天正２年には謙信が
羽生・関宿城援護のため出陣し、古河・栗橋・館
林・菖蒲・岩付城とともに騎西城を焼き討ちにして
いる。
当該期の遺物・遺構は豊富で、城郭部周辺の障子

堀（KB１５区・騎１３次）から炭化物・遺物が多量に
出土している。これらはこの頃の戦火に伴う戦後処

理のものと思われる。

【秀吉の小田原攻めと家康の関東入封】
豊臣秀吉が小田原城を攻めたとき、忍城も石田三
成に水攻めを受けている。騎西城も備えとして城の
拡張・改良を行っているものと思われる。特に城郭
部を巡る障子堀を二重にしたり、堀幅を広くしたの
はこの時期の可能性がある。
その後家康が関東に入り、騎西城には松平康重、
大久保忠常・忠職が藩主となっている。その際に城
郭部の縮小や城下の再編成を行っているものと思わ
れる。実際『武州騎西之絵図』に載る御蔵屋舗には
外側に障子堀を備えており、戦乱時は城郭部であっ
たことを物語っている。

遺跡の立地・環境
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第５図 各調査区の位置
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調査に至る経過
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第Ⅱ章 調査に至る経過
旧騎西町は首都圏５０km圏内に位置し、急激な人
口の増加に伴う開発が見込まれていた。それに対し
計画的な都市整備の一環として大字根古屋及び外川
において土地区画整理事業が計画されていた。
町教育委員会では昭和５６年度に実施した町内遺跡

群分布調査によって町内に１５ヶ所の遺跡が所在する
ことを確認しており、とくに区画整理対象区域に所
在する騎西城については小田原市に所蔵されていた
『武州騎西之絵図』と対照すると南側に江戸初期に
武家屋敷が広がっていたことが明らかとなっている。
さらに昭和５４年に実施した騎西城跡の城郭部の発掘
調査では、和鏡や武具などの出土により城の存在を
実証し、その内容を具体的に明らかにしたものであ
った。僅かに残る土塁や水田と畑地に見られる郭の
形など遺存状態は良く、地下に埋蔵される遺構は特

に期待されるものであった。
しかしながら、長年の懸案であった根古屋・外川
地区土地区画整理事業は町の重要施策であり、計画
の中止及び変更は困難な状況であった。
そこで町教育委員会では町部局と協議を重ねた結
果、区画整理施工に先立ち破壊される道路分につい
て順次発掘調査を実施することとした。また、区画
整理により発生する保留地についても町が原因者と
して発掘調査をすることとした。
文化財保護法に基づき騎西町から埋蔵文化財発掘
通知、騎西町教育委員会から埋蔵文化財発掘調査通
知を文化庁長官に提出した。
調査は昭和５８年２月９日（騎２次）から開始し、

平成７年（第４８次）までの１３年に亘るものであった。
今回の報告は、調査実施区域の南側を主とするもの
で調査名ではKB７・８・１１・１２区、第１６・２３次で
ある。

調査名 所在地（大字根古屋） 文化庁通知番号
KB７区 字前１２９－１他 S６０．５．２４ ６０委保記第２－７６１号 道路
KB８区 字前１２３－１他 S６０．５．２４ ６０委保記第２－７６１号 道路
KB１１区 字中宿１９０他 道路
KB１２区 字中宿１８７他 道路
第１６次 仮換地５１街区６画地 H２．１０．２２ ２委保記第５－２１７３号 保留地（住宅）
第２３次 仮換地３６街区１，７画地 H３．１０．１１ ３委保記第５－３０８１号 保留地（住宅）
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第Ⅲ章 調査概要と検出された遺構
第１節 KB７区
（１）調査概要
調査担当 指導課 島村範久 主事嶋村英之
調査期間 昭和６１年２月１０日～１１月２８日
調査面積 ４７０㎡
調査の経過
KB３区の北に位置する幅６m長さ７２mの調査区

をKB７区とした。掘り下げは、確認面まで浅く表
土から人力により行った。遺構確認面はロ－ム層と
した。調査はKB８区と並行して行なった。
排土置場が確保できたため、ほぼ全面を同時に調

査した。降雨による滞水・湧水などが調査の支障と
なるため、西側に側溝を掘り下げ水中ポンプにより
排水した。包含層中の遺物は測量・写真撮影し取り
上げた。
遺構調査は１号溝が大規模で遺物量も多いため調

査の主体となり並行して他の遺構の調査を行った。
溝に関する重複が多くその前後関係を確認しながら
慎重に調査した。最後に調査区南部の東側部分は予
定になかったが１号溝の行方を確認するために拡張
調査をした。
遺物の取り上げ等は方位北に合わせ１０m方眼にグ
リッド設定し、その杭を基準とした。遺構の図化に
ついては調査区全体を平板測量により、各遺構を任
意に設定した水糸を基準としてメジャ－により実測
した。
遺物の検出を想定し、各井戸の覆土を洗浄した。

最後に縄文時代遺構検出のため精査を行った。その
際土器片が確認された。グリッド杭設置及び基準杭
の標高は測量業者に委託した。

周辺の調査（第６図）
北に４８・１７・８・９次、東方に１６次、西方にKB
４区・２６次、南接して３区がある。
４８次では並行する２条の溝、多数のピット・井戸
・土壙、１７・８・９次では斜行する溝が、１６次では
大規模な楕円形土壙が、確認されている。４区では
南と中程に７区と対応しそうな溝や大規模な土壙が

検出された。３区では南北方向に浅い溝が走行して
いる。

（２）遺構と遺物
【溝状遺構】
溝は総数１５条を数える。調査区の南に屈曲する大

規模な１号溝が、南北方向に４・５号溝が並行する。
調査区中央部には６・７・１０号溝が東西方向に並行
する。１号溝は木製品などの遺物の出土が多い。
１号溝 断面形は緩やかに立ち上がる。幅４１４㎝深
さ１１８㎝を計る。南西隅の底面に障子堀の桟（高さ
５cm？程度）のような堀り残しが確認された。ま
た、北の屈曲部にも掘り残しが認められた。４区の
２号溝と規模・深さが同様で、つながる可能性があ
るが断面形態・覆土は同一ではない。出土遺物は土
器類では、龍泉窯系青磁碗（土－１・２）・常滑片
口鉢（土－３～６）・瀬戸美濃折縁皿（土－７）・
同擂鉢（土－８・９）・良好な遺存の同端反坏（土
－１０）・志戸呂擂鉢（土－１１）・かわらけ（土－１２
・１３）１３は完形・焙烙（土－１４・１５）・土鍋（土－
１６）・在地片口鉢（土－１７）・同擂鉢（土－１８）が
ある。木製品では桶側板（木－１）・曲物側板（木
－５・６）・三宝の縁（木－７）・漆椀（木－９～
１２）・杓子（木－１７）・編具－錘（木－１８～２２）・
竪杵（木－２３）・部材（木－２６）など１５個体、良好
なものが多かったが長期保存のため腐食により図化
不能が多数ある。前立（木－２５）は下層で水平に出
土し、土圧のためか波打つ。下層で溝の長軸方向に
竹束（木－２８）が水平に出土している。木製品は出
土分布図を第８図に掲載した。金属製品では、小柄
（金－８）・煙管（金－１８）・柄頭（金－３３）・銭
貨（金－４７）がある。石製品では、石臼片（石－１
～４）・砥石（石－５４）・磨石（石－８０）・板碑（石
－１１２～１１４）・板碑台石（石－１３８）がある。ほか
に板材・樺・炭化米？・炭化物・桃の種１１５点・不
明種子９点・栗の皮１点が出土した。
溝の年代は下層から騎西城Ⅰ期（１５c後半～１６世
紀前半）の完形かわらけ（土－１３）、中位層から登
窯１～２期（１７c前半）の端反坏（土－１０）が出土
しており、時間幅が長いものと思われる。
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３号溝 幅２４６㎝深さ４０㎝を計るが、深さ１４cm程度
の浅い溝の中央に幅６０cm深さ４０cmの溝がある。
４号溝 幅９０㎝深さ１２㎝を計る。５号溝と並行する。
５号溝 幅４００㎝深さ４６㎝を計る。３号溝同様、浅
い溝の中央に深い溝がある。龍泉窯系青磁碗（土－
１９）・銭貨（金－４８～５３）が出土した。
６号溝 断面形は傾斜の緩い箱薬研である。幅３１０
㎝深さ１００㎝を計る。上層にロ－ムブロックを多量
に含む。常滑片口鉢（土－２０）・かわらけ（土－２１）
・焙烙（土－２２）・磨石（石－８１）が出土した。
７号溝 ６号溝と併行する。断面形は箱堀である。
幅１６０㎝深さ３７㎝を計る。
１１号溝 調査区北に位置し、幅８５㎝深さ２６㎝を計る。
かわらけ（土－２３）・茶臼（石－５）・砥石（石－
５５・５６）が出土した。
１２号溝 調査区北に位置し１１号溝と隣接する。幅４８
㎝深さ２５㎝を計る。かわらけ（土－２３）が出土した。
１５号溝 調査区南調査拡張部に位置し、南北方向に
走る。幅９０㎝深さ７０㎝を計る。在地片口鉢（土－２４）
・土鍋（土－２５・２６）・粉挽臼（石－６）・砥石（石
－５７）が出土した。

【井戸状遺構】
総数１０基を数える。調査区中央寄りで南に２基、

北に８基まとまる。いずれも素堀で平面形は円形か
楕円形である。規模はほとんどが直径１００cm前後で、
３・６・７号井戸は断面上部が広がり直径１２０cmを
超える大きなものである。深さでは１・５・６号井
戸は１６０cmを超える深いものである。５・６・９号
井戸では完形に近いかわらけが出土した。
１号井戸 直径８４cm深さ１６０cmを計り深い。木片
・桃の種３点・不明種子１点が出土した。
２号井戸 直径９６cm深さ９０cmを計り浅い。断面に
足掛けの凹みか。桃の種２点・不明種子１点が出土
した。
３号井戸 直径１２０cm深さ９２cmを計る。在地片口
鉢（土－２７）・磨石（石－８２）・板材片・炭化材が
出土した。
４号井戸 直径１００cm深さ９０cmを計る。竹片・桃
の種４点・不明種子１点が出土した。

５号井戸 直径１１８cm深さ１６５cmを計る。出土土器
類は多く、瀬戸美濃天目茶碗（土－２８・２９）・破砕
の略完形のかわらけ（土－３３）・焙烙（土－３４）が
流れ込みのように、桶底板（木－２）が水平に出土
した。ほかに、瀬戸美濃稜皿（土－３０）・同丸皿（土
－３１・３２）・銭貨（金－５４）・板材片・漆椀・炭化
材・桃の種１０点・不明種子１点が出土した。
６号井戸 直径１６０cm深さ１６４cmを計る大規模なも
のである。断面に足掛けの凹みか。瀬戸美濃端反皿
（土－３５）・完形のかわらけ（土－３６）・焙烙（土
－３７）・銭貨（金－５５）・炭化材・桃の種９点・不
明種子１点が出土した。
７号井戸 半分以上調査区外で、直径１２０cm深さ５５
cmを計る。かわらけ（土－３８）が出土した。
８号井戸 直径９２cm深さ９０cmを計る。在地片口鉢
（土－３９）が出土した。
９号井戸 直径８５cm深さ１００cmを計る。かわらけ
（土－４０）・粉挽臼（石－７）が出土した。
１０号井戸 半分が調査区外で、直径１００cm深さ６０cm
（残存）を計る。

【土壙】
総数１７基を数え、調査区北に比較的多く分布する。
円形あるいは長方形でほとんどが浅い。３号土壙と
１７号土壙は深い。１～３号土壙で遺物がまとまって
出土している。
１号土壙 平面円形で直径１０１cm深さ１２cmを計り
浅い。遺物が多く瀬戸美濃擂鉢（土－８・４１）・在
地擂鉢（土－４２）・粉挽臼（石－８～１１）・板碑な
どが確認面上層で出土した。
２号土壙 範囲１０５cm×４６cm。かわらけ（土－４３～
４５）４５は完形・銭貨（金－５６・５７）が確認面上層で
出土した。墓壙か。
３号土壙 平面円形で直径７８cm深さ４６cmを計る。
在地片口鉢（土－４６）・石臼片（石－１１～１５）・磨
石（石－８３）・馬？の歯列が出土した。石臼は破砕
されていた。馬を埋葬したものか。
７号土壙 平面長方形で３９６cm×１４０cm深さ２２cm
を計る大型のもの。
８号土壙 １２号溝とつながり平面不整な円形で直径
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１号溝 調査風景

１６４cm深さ２６cmを計る。かわらけ（土－４７・４８）
が出土した。
１０号土壙 平面長方形で２３４cm（残存）×１９６cm深
さ２７cmを計る。焙烙（土－４９・５０）・炭化種子塊
が出土した。
１７号土壙 平面長方形で２１０cm（残存）×１１０cm（残
存）深さ７０cmを計るしっかりしたものである。瀬
戸美濃天目茶碗（土－５１）・同擂鉢（土－５２）が出
土した。

【ピット】
調査区中程やや北寄りに分布している。

遺構外出土遺物
舶載磁器は一括取り上げで出土地点は不明である。

また、おおよその傾向として調査区全体に１６世紀代
が、南に１７世紀初めの土器類が確認されている。
陶磁器では、龍泉窯系青磁碗（土－５４・５５）・同
青磁香炉（土－５６）・同安窯系青磁碗（土－５７）・
中国白磁碗（土－５８）・同白磁皿（土－５９・６０）・
同染付碗（土－６１・６２）・同染付皿（土－６３～６５）
・常滑片口鉢（土－６６）・瀬戸美濃天目茶碗（土－
６７～７２）・同丸碗（土－７３）・同端反皿（土－７４・
７５）・同丸皿（土－７６）・同稜皿（土－７７）・同灯
明皿（土－７８～８０）・同大皿（土－８１）・同黄瀬戸
鉢（土－８２）・同擂鉢（土－８３～８９）・同徳利（土
－９０・９１）・同祖母懐壺（土－９２）・同瓶子（土－
９３）・唐津碗（土－９４）・同向付（土－９５）・志戸
呂擂鉢（土－９６）・同徳利（土－９７）・同壺（土－
９８）・信楽灯明皿（土－９９）・肥前染付碗（土－１００
～１０２）・同染付皿（土－１０３）・同香炉（土－１０４）
・同猪口（土－１０５・１０６）・同小坏（土－１０７）が

出土した。
在地土器では、かわらけ（土－１０８～１１６）・焙烙
（土－１１７～１２０）・土鍋（土－１２１）・片口鉢（土
－１２２～１２４）が出土した。
金属製品では、火打金状製品（金－５）・鎺（金
－３５）・銭貨（金－５８～７１）が出土した。
石製品では、粉挽臼（石－１６～２３）・砥石（石－

５８～６２）・磨石（石－８４～８７）・板碑（石－１１５～
１２１）が出土した。
他にスラグ２０３gが出土した。

遺構名 位置 重複 平面形 断面形 規模（cm） 深さ
（cm） 覆土 出土遺物 年代 備考

１号溝 B―１・２G
C―２G

２・３・５溝→○ 屈曲 箱薬研 幅☆４１４ ☆１１８ 暗灰褐色 龍泉窯系青磁碗／常滑片口鉢／瀬美
（折縁皿・擂鉢・端反坏）／志戸呂擂鉢／
かわらけ／焙烙／土鍋／在地（片口鉢・
擂鉢）／小柄／柄頭／煙管／銭貨／粉挽臼
／茶臼／砥石／磨石／板碑／板碑台石／杓
子／桶側板／曲物側板／漆椀／三宝の縁
／前立／編具―錘／板材／部材／樺／竹束／
竪杵／柄頭／炭化米？／炭化物／種子
（桃・不明）／栗の皮

１５c中～
１７c前

KB４区
２溝 と
つなが
るか。

（ ）は残存値、☆はセクション図計測値 ○は当該遺構 覆土（T＝テフラ、L＝ローム、S＝焼土、C＝炭化物、Fe＝酸化物／B＝ブロック、R＝粒子）

第１表 KB７区遺構一覧表１
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遺構名 位置 重複 平面形 断面形 規模（cm） 深さ
（cm） 覆土 出土遺物 年代 備考

２号溝 B―２G ○→１・３溝 湾曲 ほぼ直上 幅☆３３ ☆６ 不明
３号溝 B―２G ２・４溝→○→５溝／１

溝
直線 薬研 幅☆２４６ ☆４０ 暗灰褐色／含 T△ ～１８c末

４号溝 B―２G ○→３溝 直線 ゆるやか 幅９０ １２ 暗灰褐色／含灰
白色粘土B·LB
△ 締良

５号溝 C―３G ３溝→○→１・９溝、４
壙／１井

直線 ゆるやか 幅４００ ☆４６ 暗灰褐色／含 T▲ 龍泉窯系青磁碗／銭貨 １２c中～
１８c末

６号溝 C·D―４G １０溝 直線 箱薬研 幅☆３１０ ☆１００ 暗灰褐色／含 T△
上層LB◎

常滑片口鉢／かわらけ／焙烙／磨石 １７c前～
１８c末

７号溝 C·D―４G ８溝→○ 直線 箱堀 幅☆１６０ ☆３７ 暗灰褐色 かわらけ
８号溝 D―４・５G ○→７溝、３井／１６壙 屈曲 ほぼ直上 幅６０ ☆２０ 暗灰褐色／含 T◎ ～１８c末
９号溝 C―３G ５溝→○→１井 湾曲 ほぼ直上 幅☆４５ ☆１２ 不明
１０号溝 F―７G ６溝 直線 ほぼ直上 幅６２ １０ 暗灰褐色／含 T ～１８c末
１１号溝 E·F―６G ○→９・１０井 直線 ほぼ直上 幅８５ ２６ 暗灰褐色／含 LR

◎・T·FE△ 締良
かわらけ／茶臼／砥石 ～１８c末 土壙か

１２号溝 E―６G ○→９井／８壙 直線 ほぼ直上 幅☆４８ ☆２５ 暗灰褐色／含 T▲ かわらけ ～１８c末
１３号溝 E·F―７G １３壙→○ 直線 ほぼ直上 幅☆（６０） ☆２２ 暗灰褐色
１４号溝 F―７G ９壙→○→１１壙 直線 ほぼ直上 幅３５ ☆１２ 暗灰褐色／含 T▲ ～１８c末
１５号溝 C―２G １７壙 直線 ほぼ直上 幅９０ ７０ 不明 在地片口鉢／土鍋／粉挽臼／砥石 １４c前～
１号井戸 B―２G ９溝→○ 円形 直上 ８４ １６０ 暗灰褐色 木片／種子（桃・不明）
２号井戸 C―３G なし 円形 ほぼ直上 ９６ ９０ 暗灰褐 色／含 T

◎・FER◎・LR◎
締良

種子（桃・不明） ～１８c末

３号井戸 D―５G ８溝、４井→○ 円形 ほぼ直上 １２０ ９２ 暗灰褐 色／含 C
◎・FER·T·SR△

在地片口鉢／磨石／板材片／炭化材 ～１８c末

４号井戸 D―５G ○→３井 円形 直上 １００ ９０ 暗灰褐色／含 C·
LR·T△

竹片／種子（桃・不明） ～１８c末

５号井戸 D―５G ６井→○ 円形 ほぼ直上 １１８ １６５ 暗灰褐色／含 LR
·C·SR△

瀬美（天目・稜皿・丸皿）／かわらけ／焙
烙／銭貨／桶底板／板材片／漆椀／炭化
材／種子（桃・不明）

１７c後～

６号井戸 E―５G ○→５井 円形 ロート形 １６０ １６４ 暗灰褐色 瀬美端反皿／かわらけ／焙烙／銭貨／炭
化材／種子（桃・不明）

１７c前～

７号井戸 D―４G なし 円形 ほぼ直上 １２０ ☆５５ 暗灰褐色 かわらけ
８号井戸 E―５G なし 円形 直上 ９２ ９０ 暗灰褐色／含 LR

◎・C△ 締良
在地片口鉢

９号井戸 E―６G １１・１２溝→○ 円形 ほぼ直上 ８５ １００ 暗灰褐色 かわらけ／粉挽臼
１０号井戸 E―６G １１溝→○ 円形 ほぼ直上 ☆１００ ☆（６０） 暗灰褐色
１号土壙 B―２G なし 円形 ほぼ直上 １０１ ☆１２ 暗灰褐色／含 LR

△ 締良
瀬美擂鉢／在地擂鉢／粉挽臼／板碑 １６c～

２号土壙 C―３G ５溝 不明 不明 範囲１０５×４６ ― 不明 かわらけ／銭貨 １５c中～ 墓壙？
３号土壙 C―３G なし 円形 ほぼ直上 ７８ ４６ 暗灰褐色／含 LR

◎・C△ 締良
在地片口鉢／粉挽臼／茶臼／磨石／歯
（馬？）

墓壙？

４号土壙 D―３G ５溝→○ 長方形 ほぼ直上 １８８×６４ １０ 不明
５号土壙 D―５G なし 隅丸長方形 ほぼ直上 （３４４）×１００ １８ 暗灰褐色／含 FER

◎・T△ 締良
～１８c末

６号土壙 D―５G なし 円形 ゆるやか １２４ ９ 暗灰褐色／含 LR△
７号土壙 E―６G なし 長方形 ゆるやか ３９６×１４０ ２２ 不明
８号土壙 E―７G １２溝、１１壙 円形？ ほぼ直上 １６４ ２６ 暗灰褐色／含 T▲ かわらけ １６c中～

１８c末
９号土壙 E―７G ○→１４溝／１２壙 円形 ほぼ直上 １０６ ☆１２ 暗灰褐色／含 C△
１０号土壙 F―７G なし 長方形 ゆるやか （２３４）×１９６ ☆２７ 暗灰褐色／含 LB

◎ 締良
焙烙／炭化種子塊 １６c～

１１号土壙 E―７G １４溝、１２壙→○／８壙 隅丸長方形 ほぼ直上 （２６５）×９２ ☆２３ 暗灰褐色／含 LR
·LB△ 締良

１２号土壙 E―７G ○→１１壙／９壙 長方形？ ゆるやか？ １２７×（７８） ☆１１ 暗灰褐色／含 LR△
軟質

１３号土壙 F―７G ○→１３溝 円形？ ほぼ直上 １５０×（６６） ☆１６ 暗灰褐色／含 LR△
締良

１４号土壙 E―５G １５壙 長方形 ほぼ直上 （１１６）×６３ １０ 不明
１５号土壙 E―５G １４壙 長方形？ 不明 （２６８）×（４２） ６ 不明
１６号土壙 E―７G ８溝 円形？ ゆるやか １０５×（６６） １０ 不明
１７号土壙 D―５G １５溝 長方形 ほぼ直上 （２１０）×（１１０） ７０ 不明 瀬美（天目・擂鉢） １７c～

（ ）は残存値、☆はセクション図計測値 ○は当該遺構 覆土（T＝テフラ、L＝ローム、S＝焼土、C＝炭化物、Fe＝酸化物／B＝ブロック、R＝粒子）

第２表 KB７区遺構一覧表２
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1号溝　木製品出土状況
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第８図 KB７区遺構１



調査概要と検出された遺構

－１９－

1号溝

L=11.70m

D'DB B'
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2号溝
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L=11.50m

C C'
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1
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○ ６・７溝セクション
１ 耕作土
２ 暗灰褐色／T◎ FER△ 締良
３ 暗灰褐色／T FER◎ 灰色粘土B△ 締良
４ 黒褐色／LB△ 軟質
５ 暗灰褐色／FER LR△ 締良
６ 暗灰褐色／FER◎ T△ C▲ 締良
７ 暗灰褐色／LB◎ 締良
８ 暗灰褐色（上層より灰色味強）／FER、LR▲ 軟度低

９ 暗灰褐色（灰色味強）／FER LB△ 軟質
１０ 暗灰褐色（灰色味強）／FER LB△ 軟質
１１ 暗灰褐色／FER LR△ 締良
１２ 黄褐色／暗灰褐色B△ 軟質
１３ 暗灰褐色／FER、SR C△ 締良
１４ 暗灰褐色／FER◎ LB△ 締良
１５ 黒褐色／LB△ 締良

○ １溝セクション
１ 耕作土
２ 暗灰褐色／T◎ FER C△ 締良
３ 暗灰褐色／LR△ 締良
４ 暗灰褐色（３層より灰色味強）／LR△ 締良
５ 暗灰褐色／FER LR◎ 軟質
６ 暗灰褐色（上層より褐色味強）／FER LR◎ 軟質
７ 黒紫褐色／締良 やや粘
８ 灰黒褐色／FER◎ LR△ 軟質 粘有

９ 灰黒褐色（上層より灰色味強）／FER·LR◎ 軟質 粘有
１０ 暗灰褐色／LR△ 締良
１１ 暗灰褐色／LR、FER◎ 軟質
１２ 暗灰褐色／LR、FER◎ 軟質
１３ 暗灰褐色／LR、FER▲ 軟質
１４ 黒褐色／LB△ 軟質
１５ 灰褐色／FER◎ LR△ 軟質
１６ 灰褐色／LB◎ 軟質

○ ３溝セクション
２ 暗灰褐色／T△ LR△ FER◎ 締良
４ 暗灰褐色（上層より灰色味強）／LB△ FER◎ 軟度低

土層説明凡例
色調／含有物

テフラ＝T 非常に多い＝☆
ローム＝L 多量＝◎
炭化物＝C 少量＝△
焼土＝S 微量＝▲
酸化鉄＝FE 万遍なく＝万
黒褐色＝BB やや明るい＝やや明
黒色＝B やや暗い＝やや暗
褐色＝Br 非常にやわらかい＝軟度高

やわらかい＝軟質
やややわらかい＝軟度低

粒子＝R かたい＝堅緻
ブロック＝B 締まり良し＝締良

締まり悪し＝締悪
粘性強し＝粘強
粘性有り＝粘有

○ ５溝セクション
１ 暗灰褐色（２層より暗）／LR、FER△ 軟度低
２ 暗灰褐色／LB◎ FER◎ T▲ 締良
３ 暗灰褐色／FER◎、LR、T▲ 締良
４ 暗灰褐色／LB FER△ 締良
５ 暗灰褐色／LB FER、BB△ T▲ 締良
６ 暗灰褐色／FER△ LR▲ 軟質
７ 暗灰褐色／FER◎ LB△ 軟質
８ 暗灰褐色（灰色味強）／LB◎ 軟質

第９図 KB７区遺構２
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8号溝
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0 1/60 2m

0
1/40

2m

1
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1
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○ ８溝セクション
１ 暗灰褐色／FER△ T◎ 締良
２ 暗灰褐色／BB△ 灰白色B△ 締良

○ １２溝セクション
１ 暗灰褐色／C◎ FER△ 締良
２ 暗灰褐色／FER、LR△ 締良

○ １３溝・１３壙セクション
１ 暗灰褐色／FER◎ LB▲ 締良
２ 暗灰褐色／LR△ 締良

第１０図 KB７区遺構３

８・９・１１・１２号土壙完掘（北から）

調査風景



調査概要と検出された遺構
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９ ９

８

36

34

37

1/60
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33

○ ７井セクション
１ 耕作土
２ 暗灰褐色／T◎ SR△ 締良
３ 暗灰褐色／T SR C△ 締良
４ 暗灰褐色／SR△ 締良
５ 暗灰褐色／FER LB△ 締良
６ 暗灰褐色（上層より暗）／FER◎ 締良
７ 暗灰褐色／FER◎ 軟質
８ 暗灰褐色（灰色味強）／FER LR△ 軟質
９ 暗灰褐色／黒褐色B△ 締良

○ １０井セクション
１ 耕作土
２ 暗灰褐色／T◎ 締良
３ 暗灰褐色／T SR C△ 締良
４ 暗灰褐色／LR△ C▲ 締良
５ 暗灰褐色／LR▲ SR▲締良
６ 暗灰褐色／LB◎ 軟度低
７ 暗灰褐色／LB FER△ 軟質

第１１図 KB７区遺構４
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3壙

O O'

12.10m

11.50m

11.70m

上層

下層

1壙

8壙

11
.8
0m

3壙　遺物出土状況

2壙　遺物出土状況

基本土層
1
２

３

４

５

６

７

1２
３
４

0
1/40

2m

0
1/60

2m

0 1/20 50cm

43 44

1/40

1/60

金-56 金-57
45

1/20

○ ３壙セクション
１ 暗灰褐色／LR◎ C△ 締良
２ 暗灰褐色（上層より灰色味強）／LR△ FER△ 軟度低
３ 暗灰褐色／LR△ FER△ 軟質
４ 暗灰褐色／LR LB△ FER△ 軟質

○ 土層セクション
１ 水田床 灰褐色／T C 酸化根痕 堅緻
２ 表土 暗灰褐色／T◎ C LR ややボソボソ
３ 暗灰褐色／LR 黒褐色R 茶褐色R 締良
４ 黒褐色／茶褐色R LR 締良
５ 茶褐色（黄色味強）／茶褐色R LR 酸化根痕 締良
６ 黄褐色／黒褐色R 酸化根痕 粘強 堅緻
７ 暗褐色／堅緻強 ２号土壙 遺物出土

第１２図 KB７区遺構５



調査概要と検出された遺構

－２３－

第２節 KB８区
（１）調査概要
調査担当 指導課 主事嶋村英之 島村範久
調査期間 昭和６１年２月１０日～１２月１日
調査面積 ４４０㎡
調査の経過
KB２区の北に位置する幅６m長さ５７mの調査区

をKB８区とした。掘り下げは、確認面まで浅く表
土から人力により行った。遺構確認面はロ－ム層と
した。調査はKB７区と並行して行なった。降雨に
よる滞水・湧水などが調査の支障となるため、側溝
を掘り下げ水中ポンプにより排水した。包含層中の
遺物は測量・写真撮影し取り上げた。
調査区は、調査の進行に伴い３つの区域に分割し

た。調査時の名称は南側調査区及び北側調査区とし
調査を行い、埋め戻した後KB９区の調査に移った。
KB９区調査終了後、北側調査区の北調査区へ移っ
た。
本報告では３つの区域について南から順に南・中

・北区とする。中区については遺構の重複により広
範囲に暗灰褐色土が広がるためベルトを残し覆土の
状況及び前後関係を確認しながら掘り下げた。溝は
横断するものが多くその性格を把握しにくかった。
また、分割調査及び担当者の交替により遺構名命名
の混乱があり振り替えをして報告している。
遺物の取り上げ等は方位北に合わせ１０m方眼にグ
リッド設定し、その杭を基準とした。遺構の図化に
ついては調査区全体を平板測量により、各遺構を任
意に設定した水糸を基準としてメジャ－により実測
した。
最後に縄文時代遺構検出のため精査を行いその際

縄文土器が出土した。グリッド杭設置及び基準杭の
標高は測量業者に委託した。

周辺の調査（第６図）
東方にKB４区、西方に５３～５５・２３次、南接して
２区がある。
４区では南と中程に８区と対応しそうな溝や大規

模な土壙が検出された。５３次では中区から北区の溝

や鋳物関連のスラグや煤が付着している土器が出土
している。５４次では中区の溝に対応しそうな溝が、
５６次では中央部にテラスを有する溝が、５５次では南
北に幅３mを計る大規模な溝や井戸から１６世紀末以
降と思われる荷札が出土している。２３次では多数の
土壙が検出されている。

（２）遺構と遺物
【溝状遺構】
１４まで命名したが ab 分割・欠番により総数１４条
である。溝は南調査区南に集中し１・２b溝が大規
模である。また北調査区の中央にまとまるが１３・９
溝が大規模である。溝の多くは東西方向に調査区を
横断する。遺物は８号溝で土器類がまとまって出土
している。重複命名（誤記）があり調査に混乱があ
った。
１号溝 幅２５６㎝（残存）深さ１３２㎝を計り幅広で深
い。焙烙（土－１２５）・磨石（石－８８）・炭化材・
桃の種４３点・不明種子１点が出土した。
２号溝 同安窯系青磁碗（土－１３５）・瀬戸美濃志
野丸皿（土－１３６）・同丸皿（土－１３７）・かわらけ
（土－１３８）・桃の種５点・スラグ１２gが出土した。
２a号溝 幅１４０㎝深さ４６㎝を計り、５６次２号溝と
繋がる。瀬戸美濃志野丸皿（土－１２６）・かわらけ
（土－１２７～１２９）・焙烙（土－１３０）が出土した。
２b号溝 幅１６７㎝（残存）深さ７２㎝を計り、断面
形が箱堀である。龍泉窯系青磁碗（土－１３１）・か
わらけ（土－１３２～１３４）が出土した。
２c号溝 ２b号溝と並行するが幅１６５㎝深さ３０㎝
を計り浅い。
３号溝 幅１０６㎝深さ２０㎝を計り、５６次１号溝と繋
がる。瀬戸美濃ヒダ皿（土－１３９）・かわらけ（土
－１４０・１４１）・焙烙（土－１４２）が出土した。
４号溝 南北方向に走行し、２a号溝が屈曲したも
のか。幅１１４㎝深さ３８㎝。かわらけ（土－１４３）・ス
ラグ４７gが出土した。
６号溝 幅１４０㎝深さ７０㎝を計り、幅狭だが箱薬研
のしっかりした溝である。５３次の３号溝と繋がるか。
常滑片口鉢（土－１４４）・瀬戸美濃縁釉小皿（土－
１４５）・同折縁深皿（土－１４６）・同卸目付大皿（土



－２４－

－１４７）・在地片口鉢（土－１４８・１５０）・土鍋（土
－１４９）が出土した。
７号溝 屈曲する溝で、幅４８㎝深さ４２㎝を計る。常
滑片口鉢（土－１５１・１５２）が出土した。
８号溝 南北に走行する。幅６０㎝深さ３２㎝。覆土上
層部で遺物が多く、瀬戸美濃縁釉小皿（土－１５３）
・同折縁皿（土－１５４）・同香炉（土－１５５）・かわ
らけ（土－１５６～１６１）・焙烙（土－１６２）・在地片
口鉢（土－１６３）・同火鉢（土－１６４）・鉄鏃（金－
１１）・環状製品（金－１３）・銭貨（金－７２・７３）・
砥石（石－６３・８９）・スラグ３３gが出土した。１５世
紀代か。
９号溝 北調査区の北端で、幅１７６㎝（残存）深さ
６２㎝を計る幅広の溝である。スラグ４２gが出土した。
１３号溝 幅２３０㎝（残存）深さ６０㎝を計る。５３次の
２号溝に繋がる。８溝より古い。

【井戸状遺構】
１５まで命名したが欠番により総数１１基である。重
複命名（誤記）が多く調査に混乱が見られた。南調
査区北端と北調査区の南と中央に分布している。
全て素堀で平面形はほぼ円形である。規模は、重

複などによる残存値で、多くは直径１００cm前後と思
われる。１・１３号井戸は断面上部が広がり直径１４０
cmを超える大きなものである。深さでは１０・１３号
井戸は１６０cmを超える深いものである。１・３・４
・６・７号井戸では石臼など石製品の破片など、５
号井戸では多数の木材が、４・１０号井戸では土器類
が出土した。
１号井戸 直径１４０cm深さ８６cm（残存）を計る。
全側図作成後拡張し、焙烙（土－１６７～１６９）・粉挽
臼（石－２５～２７）・五輪塔（石－１３９・１４０）・桃の
種４点・スラグ９g・板材片がまとまって出土した。
完掘図未作成。
３号井戸 直径１００cm深さ１３４cmを計り断面に段を
有する。瀬戸美濃折縁深皿（土－１４６）・焙烙（土
－１７０～１７２）・磨石（石－９０）・板碑（石－１２３）
・板材片・大型の礫・不明種子１点・スラグ１１５g
が出土した。４号井戸より新しい。
４号井戸 ９４cm×８０cm深さ９１cmを計る。かわら

け（土－１７３・１７４）・粉挽臼（石－２８・３０）・鏡（金
－１６）・銭貨（金－７４）・不明種子１点が出土した。
３号井戸より古い
５号井戸 直径１１８cm深さ１３８cmを計る。上層で棒
状・板状の木材がまとまって出土した。瀬戸美濃菊
皿（土－１７５・１７６）・肥前染付碗（土－１７７）・桃
の種９点・不明種子１点・スラグ９gが出土した。
木材の出土状況から６号溝より新しいか。
６号井戸 直径７０cm深さ１３２cmを計る。焙烙（土
－１７８）・粉挽臼（石－２９・３１）・板碑・不明種子
１点が出土した。７号井戸より古い。
７号井戸 直径５５cm（残存）深さ８７cmを計る。板
碑（石－１２４）・不明種子１点・スラグ２gが出土
した。６号井戸より新しい。
８号井戸 側溝に削平され遺存が悪いが、直径５８cm
深さ９６cmを計る。撞木状加工材（木－２７）・板碑
・板材が出土した。
９号井戸 直径９４cm深さ１４４cmを計り、下部はオ
－バ－ハングする。銭貨（金－７５）・箸（木－１６）
が出土した。
１０号井戸 直径１２７cm深さ１６８cmである。瀬戸美濃
卸皿（土－１７９）・同菊皿（土－１８０）・かわらけ（土
－１８１）・高紐鞐（金－２７）、下層から焙烙（土－１８２）
・在地火鉢（土－１８３）・桶底板（木－３）・桶側
板（木－４）・板碑が出土した。
１２号井戸 １０号井戸として重複命名（誤記）。１７６cm
×１４４cm深さ不明。
１３号井戸 直径１６０cm深さ１９４cmを計る。

【土壙】
３８まで命名したが、欠番により総数３７基である。
南調査区では北に分布し、北調査区ではまんべんな
く分布している。平面は長方形・円形・楕円形を呈
する。
１号土壙 平面長方形で１８６cm×５８cm深さ８cmを
計る。炭化米？が出土した。
１０号土壙 平面楕円形で１２４cm×９３cm深さ１８cmを
計りで浅い。中国染付皿（土－１８５）が出土した。
１４号土壙 平面隅丸長方形で１５６cm×６８cm深さ１２
cmを計る。焙烙（土－１８６）が出土した。
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１５号土壙 平面円形で直径７０cm深さ２７cmを計る。
かわらけ（土－１８７）が覆土上位で割れて出土した。
１６号土壙 平面長方形で３４０cm（残存）×１２２cm深
さ１２cmを計る。渥美壺（土－１８８）・かわらけ（土
－１８９）が出土した。
２０号土壙 平面長方形？で１０８cm（残存）×９６cm（残
存）深さ４２cmを計る。
２１号土壙 平面長方形で９４cm（残存）×８０cm（残
存）深さ５２cmを計る。磨石（石－９１）が出土した。
２３号土壙 平面楕円形で１２４cm（残存）×１２２cm深
さ５４cmを計り深い。７号溝と１８号土壙と重複する。
３０号土壙 平面円形？で１５２cm（残存）×８２cm（残
存）深さ１８cmを計る。瀬戸美濃香炉（土－１９０）・
肥前染付小坏（土－１９１）が出土した。
３１号土壙 平面円形？で１４０cm（残存）×４６cm（残
存）深さ２４cmを計る。瀬戸美濃折縁皿（土－１９２）
が出土した。
３３号土壙 平面長方形で２１８cm×１２０cm深さ１０cm
を計る。
３４号土壙 平面円形で直径８０cm深さ６４cmを計り深
い。
３５号土壙 平面円形で直径６４cm深さ５４cmを計り深
い。

遺構外出土遺物
陶磁器では、龍泉窯系青磁碗（土－１９３～１９７）・
中国染付皿（土－１９８～２０２）・渥美壺（土－２０３）
・常滑片口鉢（土－２０５～２１０）・同小壺（土－２１１）
・同甕（土－２１２）・瀬戸美濃平碗（土－２１３～２１６）
・同天目茶碗（土－２１７～２２２）・同織部碗（土－２２３）
・同鉄絵碗（土－２２４）・同志野丸碗（土－２２５）・
同丸碗（土－２２６・２２７）・縁釉小皿（土－１６６・２２８
～２４２）・同腰折皿（土－２４３）・同端反皿（土－２４４
～２４６）・同稜皿（土－２４７～２５０）・同総織部皿（土
－２５１）・同志野丸皿（土－２５２～２５５）・同菊皿（土
－２５６～２５９）２５６は略完形で正位で出土・同輪禿皿
（土－２６０）・同反皿（土－２６１・２６２）・同丸皿（土
－２６３～２６５）・同黄瀬戸皿（土－２６６）・同灯明皿
（土－２６７～２６９）・同擂鉢（土－２７０～２７４）・同鉄
絵鉢（土－２７５・２７７）・同青織部大皿（土－２７６）

・同黄瀬戸鉢（土－２７８）・同小坏（土－１８４・２７９
～２８２）・同蓋（土－２８３）・同甕（土－２８４・２８５）
・同徳利（土－２８６・２８７）・肥前陶器丸碗（土－２８８）
・唐津壺（土－２８９）・同大皿（土－２９０）・同向付
（土－２９１）・志戸呂内禿皿（土－２９２）・同丸皿（土
－２９３）・同擂鉢（土－２９４）・同向付（土－２９５・
２９６）・初山丸皿（土－２９７）・丹波擂鉢（土－２９８）
・信楽灯明皿（土－２９９）・堺擂鉢（土－３００）・東
濃小皿（土－３０１）・肥前青磁碗（土－３０２）・同染
付碗（土－３０３～３１５）・同染付小碗（土－３１６）・
同色絵碗（土－３１７・３１８）・同染付皿（土－３１９・
３２０）・同仏飯器（土－３２１・３２２）・同小坏（土－
３２３）が出土した。
在地土器では、かわらけ（土－３２４～３４８）３２８は

完形で、正位の出土状況。３２９は略完形で３２９（黒色）
・３３０（赤色）は重なって出土した。焙烙（土－３４９
～３６０）・土鍋（土－３６１）・擂鉢（土－３６２～３６６）
・片口鉢（土－１６５・３６７・３６８）・香炉（土－３６９～
３７１）・火鉢（土－３７２～３７５）・壺（土－３７６）が出
土した。
金属製品では、鉄製の火箸状製品（金－１・２）
・毛抜き（金－３）・火打金状製品（金－４）・釘
（金－６）・小札状製品（金－７）・小柄（金－９）
・鉄鏃（金－１０）・環状製品（金－１２）、銅製の毛
抜き（金－１５）・鋲（金－１７）・煙管（金－１９・２１）
・匙（金－２５）・覆輪（金－２６）・笄（金－２７）・
八双鋲（金－２９）・目貫（金－３０）・小柄（金－３１）
・鎺（金－３４）・鐺（金－３６）・吊り金具（金－４４）
・金具（金－４５）、鉛製の弾丸（金－３７～３９）・塊
状品（金－４６）・銭貨（金－７６～８６）が出土した。
石製品では、石臼片（石－２４・３２～３８）・硯（石

－５２）・砥石（石－６４～６９）・磨石（石－９２～１０３）
・火打石（石－１１１）・板碑（石－１２２・１２５～１２７）
が出土した。
他に桃の種２５点・不明種子２点・スラグ１０７８gが
出土した。
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遺構名 位置 重複 平面形 断面形 規模（cm） 深さ
（cm） 覆土 出土遺物 年代 備考

１号溝 A―２G なし 直線 箱薬研 幅☆（２５６） ☆１３２ 暗灰褐色／含 T 焙烙／磨石／炭化材／種子
（桃・不明）

１６c～１８c末

２号溝 A―２G ― ― ― ― ― ― 同安窯系青磁碗／瀬美（志
野丸皿・丸皿）／かわらけ／
種子（桃）／スラグ１２g

２a号溝 A―２G ２b溝→○／４溝 直線 ゆるやか 幅１４０ ４６ 暗灰褐色／含 T 瀬美志野丸皿／手づくねか
わらけ／焙烙

１７c前～
１８c末

５６次２号溝とつ
ながる（１６c末～）

２b号溝 A―２G ○→２a・２c溝 直線 箱堀 幅☆（１６７） ☆７２ 暗灰褐色／含 T◎ 龍泉窯系青磁碗／かわらけ １６c～１８c末
２c号溝 A―２G ２b溝→○ 直線 ほぼ直上 幅☆１６５ ☆３０ 暗灰褐色／含 T◎ ～１８末
３号溝 A―２G ○→４溝／１１壙 直線 ほぼ直上 幅１０６ ２０ 不明 瀬美ヒダ皿／かわらけ／焙

烙
１６c後～
１８c末

５６次１号溝とつ
ながる（１６c末～）

４号溝 B―２G ３溝、１１壙→○／２a
溝

直線 ほぼ直上 幅☆１１４ ☆３８ 暗灰褐色／含 T かわらけ／スラグ４７g １６c前～
１８c末

５号溝 C―４G １４溝→○／３、４井 直線 ゆるやか 幅１４３ ２２ 暗灰褐色／含 T◎ １６～１８c末
６号溝 C―４・５G ○→８溝・７井／５・９井 直線 箱薬研 幅１４０ ７０ 暗灰褐色／含 T·

LR·C·FE◎
常滑片口鉢／瀬美（縁釉小
皿・折縁深皿・卸目付大皿）
／在地片口鉢／土鍋

１６～１８c末 ５３次３号溝とつ
ながる（１４c～）

７号溝 C―４ ○→１９・２３壙 屈曲 ほぼ直上 幅４８ ４２ 暗灰褐色 常滑片口鉢 １６c中～
８号溝 C―４・５G

D―５・６G
６・１２・１３溝→○／１２
井、３２・３４・３５・３６壙

直線 ほぼ直上 幅☆６０ ☆３２ 暗灰褐色 瀬美（縁釉小皿・折縁皿・香
炉）／かわらけ／焙烙／在地
（片口鉢・火鉢）／鉄鏃／環状
製品／砥石／磨石／銭貨／ス
ラグ３３g

１７c前

９号溝 D―６G ３８壙 直線 箱堀 幅（１７６） ６２ 暗灰褐色／含 T▲ スラグ４２g ～１８末 スライドでは１０
溝と誤記

１０号溝 欠番
１１号溝 欠番
１２号溝 C―５G ８溝、５井、３５壙 直線 ゆるやか 幅４２ １０ 不明 野帳で５溝と誤記
１３号溝 C―５G ○→８溝、１０井、３６・

３７壙
直線 箱堀 幅（２３０） ６０ 暗灰褐色／含 T▲ １６c～１８c末 セクション図で

９溝と誤記 ５３
次２号溝とつな
がる（１６c？）

１４号溝 B·C―４G ○→５溝 直線 不明 幅７０ １２．５ 不明 野帳で９溝と誤記
１号井戸 B―３G なし 円形 ロート形 １４０ （８６） 不明 焙烙／粉挽臼／五輪塔／板材

片／種子（桃）／スラグ９g
１６c～

２号井戸 欠番
３号井戸 B―４G ４井→○／５溝 円形 ロート形 １００ １３４ 暗灰褐色／含LR·

C·SR
瀬美折縁深皿／焙烙／磨石／
板碑／板材片／礫／種子（不
明）／スラグ１１５g

１６c～

４号井戸 B―４G ○→３井／５溝 楕円形 ほぼ直上 ９４×８０ ９１ 暗灰褐色／含LR·
CR

かわらけ／粉挽臼／鏡縁／銭
貨／種子（不明）

５号井戸 C―５G ６・１２溝 円形 ロート形 １１８ １３８ 不明 瀬美菊皿／肥前染付碗／板
材／種子（不明・桃）／スラグ
９g

１７c前～

６号井戸 C―５G ６溝→○→７井 円形 ほぼ直上 ７０ １３２ 暗灰褐色／含 T·
FER◎

焙烙／粉挽臼／板碑／種子
（不明）

１６c～１８c末

７号井戸 C―５G ６井→○ 円形 直上 （５５） ８７ 茶褐色／含 LB◎ 板碑／種子（不明）／スラグ２g １６c～
８号井戸 C―４G ２０・２１壙 円形 ほぼ直上 ５８ ９６ 不明 撞木状加工材／板碑／板材
９号井戸 C―４G ６溝 円形 ほぼ直上

下部オー
バーハング

９４ １４４ 暗灰褐色／含 T·
LR · C · FER · S ·
BBR◎

箸／銭貨 ～１８c末 野帳で８井と誤
記

１０号井戸 C―５G １３溝→○ 円形 ほぼ直上 １２７ １６８ 暗灰褐色／含 FE
◎・S·C△

瀬美（卸皿・菊皿）／かわら
け／焙烙／在地火鉢／高紐鞐
／桶底板／桶側板／板碑

１７c前～

１１号井戸 欠番
１２号井戸 D―６G ８溝 楕円形 不明 １７６×１４４ 不明 不明 １０井重複命名
１３号井戸 C―５G ２９壙 円形 ほぼ直上 １６０ １９４ 暗灰褐色／含 LR

·LB・◎・BB△
図では９井と誤
記

１号土壙 B―３G ２壙 長方形 ほぼ直上 １８６×５８ ８ 不明 炭化米？
２号土壙 B―３G １壙 隅丸長方形 ほぼ直上 （３２５）×９２ １７ 不明
３号土壙 B―３G なし 長方形 ほぼ直上 １９５×（９５） ９ 暗灰褐色／含 BR

·SR·T
～１８c末

４号土壙 B―３G ５・２２壙 隅丸長方形 ほぼ直上 ２７８×８６ １６ 暗灰褐色／含
BBR·LR·CR·S○

５号土壙 B―３G ４壙 長方形 ほぼ直上 １６６×８２ ２５ 暗灰褐色／含 LB
·LR·BBR·S·T

～１８c末

６号土壙 B―３G なし 長方形 ゆるやか ３８２×６６ ８ 不明
７号土壙 B―３G なし 長方形 ほぼ直上 ２７４×（８８） １８ 暗灰褐色／含 LR

·T·BBB
～１８c末

８号土壙 B―３G なし 隅丸長方形 ほぼ直上 （９８）×７０ １１ 暗灰褐色／含 S·
C·T

～１８c末

９号土壙 B―３G １６壙 隅丸長方形 ゆるやか （２３６）×９０ １０ 暗灰褐色（灰色
味強）／含S 粘強

（ ）は残存値、☆はセクション図計測値 ○は当該遺構 覆土（T＝テフラ、L＝ローム、S＝焼土、C＝炭化物、Fe＝酸化物／B＝ブロック、R＝粒子）

第３表 KB８区遺構一覧表１
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調査概要と検出された遺構
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○ １溝セクション
１ 暗灰褐色／T·LR◎、CR 堅緻
２ 暗灰褐色／LR☆、LB、BBB 締良
３ 暗灰褐色／LR◎、LB☆、BBR 締良
４ 暗灰褐色／LR、BBR、T、SR▲ 締良
５ 暗灰褐色（灰色味強）／LB（ソフト） 粘有
６ 暗灰褐色（灰色味強）／LR、BBR、FER 粘有
７ 灰色粘土層
８ 灰紫色／植物質堆積層
９ 暗灰褐色（灰色味強）／LR、C·SR▲ 締良
１０ 暗灰色（粘質層）／植物根酸化物、白色粘土B、LR、CR、植物質 粘強
１１ 暗灰褐色（灰色味強）／LR、BBR、BrR、C、植物根酸化物 締良
１２ 灰黒色／LR、LB 植物質 シャキシャキ
１３ 灰褐色／LB◎、植物根酸化物

○ ２溝セクション
１ 暗灰褐色／T·LR◎、FER、SR▲ 堅緻
２ 暗灰褐色（灰色味強）／FER、LB（ソフト）、CR▲
３ 暗灰褐色／T◎・LR（１層より多）、C·SR▲ BBR 堅緻
４ 暗灰褐色／LR、C·SR▲ BBR 締良
５ 暗灰色／LR、LB、BBR BBB FER、SR 締良
６ 暗灰色（灰色味強）／LR、BBR▲ 粘有
７ 暗灰褐色／C◎、LR、T、SR
８ 暗灰褐色／LR、CR·T▲
９ 暗灰褐色／LR、FER、LB
１０ 暗灰褐色（灰色味強）／FER◎

土層説明凡例
色調／含有物

テフラ＝T 非常に多い＝☆
ローム＝L 多量＝◎
炭化物＝C 少量＝△
焼土＝S 微量＝▲
酸化鉄＝FE 万遍なく＝万
黒褐色＝BB やや明るい＝やや明
黒色＝B やや暗い＝やや暗
褐色＝Br 非常にやわらかい＝軟度高

やわらかい＝軟質
やややわらかい＝軟度低

粒子＝R かたい＝堅緻
ブロック＝B 締まり良し＝締良

締まり悪し＝締悪
粘性強し＝粘強
粘性有り＝粘有

○ ４溝セクション
１ 暗灰褐色／T、LR、C 堅緻
２ 暗灰褐色（灰色味やや強）／LR、C、FER、SR▲ 締良
３ LB（ソフト）層
４ 暗灰褐色（やや暗）／LR◎、FER△ 軟質
５ 暗灰褐色（２層に似る）／LR、T、SR 締良 ３溝の覆土
６ 暗灰褐色／LR·SR·CR▲締良

○ ５溝セクション
１ 暗灰褐色／T·LR◎、CR·FER▲ 堅緻
２ 暗灰褐色／T·LR△、CR·FER▲
３ 暗灰褐色（灰色味強）／LR、BBR、FER 締良
４ 暗灰褐色／T、LR、BBR 堅緻
５ 暗灰褐色／LB、FER

○ ８溝セクション
１ 暗灰褐色／LR、T▲ 締良
２ 暗灰褐色（上層より暗）／LR、FE▲ 締良
３ 暗灰褐色／FE、BBR、LR、S△ 軟質

○ ９溝セクション
１ 暗灰褐色／T·LR▲、FE△ 締良 堅緻
２ 暗灰褐色／FE◎、T▲ 締良 堅緻
３ 暗灰褐色／FE LB BB△ 締良 堅緻
４ 暗灰褐色／LB◎、LR BBB△ 締良 堅緻
５ 暗灰褐色／LB FE△ 締良
６ 暗灰褐色（灰色味強）／FER BB△
７ LB層 LR、LB、FE◎、BB△ 締良

第１４図 KB８区遺構１



－３０－

0 1/40 2m

L L'K K'

13号溝

Ｌ＝11.80ｍ          

1
2 2
3

34

5 5

6

6

78

9

10

11

12

13

遺構名 位置 重複 平面形 断面形 規模（cm） 深さ
（cm） 覆土 出土遺物 年代 備考

１０号土壙 B―３G ３９壙→○ 楕円形 ほぼ直上 １２４×９３ １８ 暗灰褐色／含 LR
·T·C·LB

中国染付皿 １５c中～
１８c末

１１号土壙 B―２G ３・４溝 長方形 ほぼ直上 （１０６）×１１６ １４ 不明
１２号土壙 C―４G なし 長方形？ ほぼ直上 ６６×（４４） ☆１８ 暗灰褐色／含灰

色土B·S·CR
８井の
上層か

１３号土壙 C―５G 焼土範囲→○ 円形？ ほぼ直上 ９８×（７４） ☆１５ 暗灰褐色／含 LR
·S·CR

６、７井
の上層
か

１４号土壙 C―４G なし 隅丸長方形 ほぼ直上 １５６×６８ １２ 不明 焙烙 １６c～
１５号土壙 C―４G 円形 直上 径７０ ２７ 暗灰褐色／含 LR

·C
かわらけ

１６号土壙 B―３G ９壙 長方形 ほぼ直上 （３４０）×１２２ １２ 暗灰褐色／含 T·
LR

渥美壺／かわらけ １５c中～
１８c末

１７号土壙 C―４G ○→P／１８壙 ほぼ直上 １４０×（１１０） １５ 暗灰褐色／含 LB
·LR·BBR·SR·T·
CR 締良

～１８c末

１８号土壙 C―４G １７・２３壙 長方形？ ほぼ直上 （１４０）×６０ １８ 不明
１９号土壙 C―４G ７溝→○→１５壙／２０・

２１壙
不整形 ほぼ直上 （１２０）×１００ ３２ 暗灰褐色

２０号土壙 C―４G ２１壙→○／８井・１９壙 長方形？ ほぼ直上 （１０８）×（９６） ☆４２ 暗灰褐色
２１号土壙 C―４G ○→２０壙／１９壙 長方形 ほぼ直上 （９４）×（８０） ☆５２ 暗灰褐色 磨石
２２号土壙 B―３G ４壙 長方形？ 不明 １０５×（４７） ７ 不明
２３号土壙 C―４G ○→７溝／１８壙 楕円形 オーバー

ハング
（１２４）×１２２ ５４ 不明

２４号土壙 C―４G なし 円形 ほぼ直上 径７３ １７ 暗灰褐色／含 LR
◎・T·SR·BBR△

～１８c末

２５号土壙 欠番
２６号土壙 D―６G ２７壙 隅丸長方形 ほぼ直上 （３０６）×８５ ６ 不明
２７号土壙 D―６G ２６壙 隅丸長方形 ほぼ直上 （１１２）×７７ ８ 不明
２８号土壙 D―５G なし 円形 ほぼ直上 径１０４ ２７ 不明
２９号土壙 C―５G １３井 方形 ほぼ直上 １４０×１３８ ☆１９ 不明
３０号土壙 C―５G ３１壙 円形？ ほぼ直上 （１５２）×（８２） １８ 不明 瀬美香炉／肥前染付小坏 １７c後～
３１号土壙 C―６G ３０壙 円形？ ほぼ直上 （１４０）×（４６） ２４ 不明 瀬美折縁皿 １６c後～
３２号土壙 D―５G ８溝・３３壙 長方形 ほぼ直上 ２８８×９０ １２ 不明
３３号土壙 D―５G ３２壙 長方形 ゆるやか ２１８×１２０ ☆１０ 暗灰褐色
３４号土壙 C―５G ８溝 円形 ほぼ直上 径８０ ６４ 暗灰褐色
３５号土壙 C―５G ８溝 円形 直上 径６４ ５４ 不明
３６号土壙 C―５G ８・１３溝・３７壙 長方形 ほぼ直上 （２３９）×（１０６） １１ 不明
３７号土壙 C―５G １３溝、３６壙 長方形 不明 （１５５）×（３８） １１ 不明
３８号土壙 D―６G ９溝 楕円形 ほぼ直上 （１００）×（１０６） ２３ 不明

○ １３溝セクション
１ 暗灰褐色（灰色味強）／FE、LR、LB△、T、BR▲
２ 暗灰褐色／LR、FE△、C、T▲ 締良
３ 暗灰褐色（黄色味）／LR◎、FE△ 締良
４ 暗灰褐色／FE◎ LR▲締良
５ 暗灰褐色／FE◎ LR·LB△ 軟質
６ 暗灰褐色／FE◎ T▲ 締良 堅緻

７ 暗灰褐色／LB FE△ BR▲ 締良
８ 暗灰褐色／FE◎ LR△ 締良
９ 暗灰褐色／FE◎ BR△ 締良
１０ 黄褐色／LR LB 軟質
１１ 暗灰褐色／FE LR△ 軟質
１２ 暗灰褐色／LR△ T▲ FE▲ 締良
１３ 暗灰褐色／LB△ 軟質

第１５図 KB８区遺構２

（ ）は残存値、☆はセクション図計測値 ○は当該遺構 覆土（T＝テフラ、L＝ローム、S＝焼土、C＝炭化物、Fe＝酸化物／B＝ブロック、R＝粒子）

第４表 KB８区遺構一覧表２
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５号井戸 調査風景
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○ ３３壙セクション
１ 暗灰褐色／白色B△、LR、S▲ 締良
２ 暗灰褐色（上層より暗）／FE▲
３ 暗灰褐色／LB◎ 締良
４ 暗灰褐色／S、LR、白色R▲ 締良

○ ２０・２１壙セクション
１ 暗灰色／粘土B◎、C◎、LR、SR、FER 締良
２ 暗灰褐色／T、LR、BBR、FER 締良
３ 暗灰褐色（褐色味）／LR、BBR、FER△ 粘有
４ 暗灰褐色／LR▲、FER、LB 粘やや強
４′暗褐色／FER（茶褐色R）◎ LB
５ 暗灰褐色／LB、FER 締良
５′暗灰褐色／LR◎、FER◎、C、SR 粘有
６ 暗灰褐色／L（ソフト）、LB◎ FER

○ ３４壙セクション
１ 暗灰褐色（灰色味強）／FE◎ CR△ 締良
２ 暗灰褐色（灰色味強）／LB△ FE◎ 軟度低

第１８図 KB８区遺構５
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第３節 KB１１区
（１）調査概要
調査担当 指導課 島村範久
調査期間 昭和６２年１月１２日～２月１０日
調査面積 ２３０㎡

調査の経過
騎西城武家屋敷跡西端に位置し、KB９区の北に

接する幅６m長さ４６mの調査区を１１区とした。
掘り下げは、確認面まで浅く表土から人力により

行った。遺構確認面は南側は黒色土、北側はロ－ム
層とした。降雨による滞水・湧水などが調査の支障
となるため、東側に側溝を掘り下げ水中ポンプによ
り排水した。包含層中の遺物は測量・写真撮影し取
り上げた。
遺物の取り上げ等は方位北に合わせ１０m方眼にグ
リッド設定し、その杭を基準とした。遺構の図化に
ついては調査区全体を平板測量により、各遺構を任
意に設定した水糸を基準としてメジャ－により実測
した。
最後に縄文時代遺構検出のため精査を行った。グ

リッド杭設置及び基準杭の標高は測量業者に委託し
たが、調査終了間際であった。

周辺の調査（第６図）
北にKB１２区、南に６・９区、東に６０mと離れて

いるが２３次が所在する。１２区では東西方向に溝が走
行する。

（２）遺構と遺物
【溝状遺構】溝は総数９条を数え、６・７溝が東西
方向に走行する以外は南北方向に走行する。特に１
・５号溝が長い。大規模なものは６号溝である。
１号溝 幅６０㎝深さ２５㎝を計る。南端で底面に段差
がある。別の溝か？。瀬戸美濃天目茶碗（土－３７７）
・肥前天目茶碗（土－３７８）・同染付碗（土－３７９）
・同香炉（土－３８０）・砥石（石－７０）が出土した。
５号溝 幅１６０㎝（残存）深さ４４㎝で、長さ２２mを
計る。瀬戸美濃煙硝擂（土－３８１）・志戸呂擂鉢（土

－３８２）・磨石（石－１０４）・鉛製の弾丸（金－４０）
・水平な状態で前立状製品（木－２４）が出土した。
６号溝 幅１３０㎝（残存）深さ６２㎝を計る。白木椀
（木－８）・漆椀（木－１３・１４）が出土した。
７号溝 幅１５０㎝深さ３４㎝を計る。龍泉窯系青磁碗
（土－３８３）が出土した。
９号溝 幅７０㎝深さ１５㎝を計り、５号溝の延長のよ
うだが２０cm５号溝が深い。

【土壙】土壙は総数８基を数え、北寄りに分布する。
小規模で浅いものが多いが１号土壙は方形の大きな
ものである。
１号土壙 平面不整方形で１９０cm×２２０cm深さ２６cm
を計る。２つの土壙が重複しているようである。志
戸呂大皿（土－３８４）が出土した。
２号土壙 平面不整形で２００cm×１００cm深さ２４cm
を計る。飾り金具（金－４３）が出土した。
３号土壙 平面隅丸長方形で１９４cm（残存）×１４８cm
深さ４０cmを計る。
６号土壙 平面方形で１０７cm×１１２cm深さ１９cmを
計る。５号溝に収まり付属施設の可能性もある。

遺構外出土遺物
陶磁器では、中国染付皿（土－３８５）・常滑片口

鉢（土－３８６）・同甕（土－３８７）・瀬戸美濃天目茶
碗（土－３８８・３８９）・同丸碗（土－３９０）・同湯呑
（土－３９１）・同志野丸皿（土－３９２・３９３）・同反
皿（土－３９４）・同馬の目皿（土－３９５）・同灯明皿
（土－３９６）・同陶胎染付皿（土－３９７）・同擂鉢（土
－３９８）・肥前染付碗（土－３９９～４０８）・同色絵碗
（土－４０９）・同染付蓋付鉢（土－４１０）・瀬戸美濃
染付碗（土－４１１）・同染付箱形湯呑（土－４１２）が
出土した。
在地土器では、片口鉢（土－４１３）・瓦（土－４１４
～４２７）が出土した。
木製品では、櫛・漆椀片が出土した。
金属製品では、鉛製の弾丸（金－４１）が出土した。
石製品では、砥石（石－７１・７２）が出土した。
他にスラグ２２４gが出土した。
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遺構名 位置 重複 平面形 断面形 規模（cm） 深さ
（cm） 覆土 出土遺物 年代 備考

１号溝 北 ４・９溝→○／３・５・８溝、
３壙

直線 箱薬研 幅☆６０ ２５ 暗灰褐色 瀬美天目／肥前（天目・染付碗・香炉）／
砥石

１９c～

２号溝 北 ２・５壙 直線 ゆるやか 幅６６ １１ 灰褐色／含 BB·FE
△ 締良 粘強

３号溝 北 １・４溝→○ 直線 ほぼ直上 幅☆７０ ３７ 暗灰褐色
４号溝 北 ○→３溝／１・８溝 直線 ほぼ直上 幅☆（４５） ３０ 暗灰褐色
５号溝 南 １・９溝、６壙 直線 箱薬研 幅☆（１６０） ☆４４ 暗灰褐色 瀬美煙硝擂／志戸呂擂鉢／磨石／弾丸／

前立状製品
１７c後～

６号溝 南 ７溝→○ 直線 ほぼ直上 幅☆（１３０） ☆６２ 灰褐色（粘土層） 白木椀／漆椀
７号溝 南 ○→６溝 直線 毛抜 幅１５０ ☆３４ 灰白色（粘土層） 龍泉窯系青磁碗 １２c～
８号溝 北 １・４溝 直線 薬研 幅２０ ２ 不明
９号溝 北 ○→１溝／５溝・５壙 直線 ほぼ直上 幅７０ １５ 暗灰褐色 旧８溝
１号土壙 北 ３壙 不整方形 ほぼ直上 ☆１９０×☆２２０ ☆２６ 暗灰褐色 志戸呂大皿 １６c後～
２号土壙 北 ２溝 不整形 ほぼ直上 ２００×１００ ２４ 暗灰褐色 飾り金具
３号土壙 北 １溝、１壙 隅丸長方形 ほぼ直上 （１９４）×１４８ ☆４０ 暗灰褐色
４号土壙 北 なし 楕円形 ゆるやか ８１×６２ ８ 不明
５号土壙 北 ２・９溝 長方形？ ゆるやか （１０５）×７２ １０ 不明
６号土壙 北 ５溝 方形 ほぼ直上 １０７×１１２ １９ 不明
７号土壙 不明 なし 長方形 ゆるやか （１７６）×８４ １０ 不明
８号土壙 北 なし 隅丸長方形 ほぼ直上 １９１×８０ ２６ 不明

（ ）は残存値、☆はセクション図計測値 ○は当該遺構 覆土（T＝テフラ、L＝ローム、S＝焼土、C＝炭化物、Fe＝酸化物／B＝ブロック、R＝粒子）

第５表 KB１１区遺構一覧表

調査風景

６号溝 調査風景
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○ １・３・４溝セクション
１ 暗灰褐色／FE、LB△ 軟質
２ 暗灰褐色（１層より灰色味強）／FE△ BR△ 軟質
３ 暗灰褐色／FE、LB△ 軟質
４ 暗灰褐色／FE◎ 軟質

土層説明凡例
色調／含有物

テフラ＝T 非常に多い＝☆
ローム＝L 多量＝◎
炭化物＝C 少量＝△
焼土＝S 微量＝▲
酸化鉄＝FE 万遍なく＝万
黒褐色＝BB やや明るい＝やや明
黒色＝B やや暗い＝やや暗
褐色＝Br 非常にやわらかい＝軟度高

やわらかい＝軟質
やややわらかい＝軟度低

粒子＝R かたい＝堅緻
ブロック＝B 締まり良し＝締良

締まり悪し＝締悪
粘性強し＝粘強
粘性有り＝粘有

○ ５溝セクション
１ LB層 LB◎ FE◎ 暗灰褐色B△ 堅緻
２ 暗灰褐色／FE◎ 締良
３ 暗灰褐色／T、FE△ 締良
４ 暗灰褐色／FE◎ 締良
５ 灰色（粘土層）／BB△ 軟質
６ 暗灰褐色／FE△ 軟質
７ 暗灰褐色（６層より灰色味強）／FE△ 軟質
８ 灰白色（粘土層）／FE▲ 軟質
９ 暗灰褐色／FE△ BR▲ 軟質
１０ 暗灰褐色／FE△ LR▲ BR△ 軟質
１１ 暗灰褐色／BR FE◎ 灰白色R▲ 締良
１２ 暗灰褐色／FE▲ 軟質
１３ 暗灰褐色／BR FE◎ 灰白色R▲ やや締悪
１４ 暗灰褐色／LB、FE◎ 軟質
１５ 暗灰褐色／LB、FE◎ 軟度高
１６ 暗灰褐色／BB、LB△ 軟度高

○ １・９溝セクション
１ 暗灰褐色／FE C 白色粘土R△ 締良
２ 暗灰褐色／FE◎ LB△ 上層より締良
３ 暗灰褐色／FE◎ SR▲ 軟度低
４ 暗灰褐色／BB△ FE◎ LB△ 軟質

○ ６・７溝セクション
１ 灰褐色（粘土層）／FE△ 粘強
２ 灰褐色（粘土層）／灰白色粘土△ 粘強
３ 暗灰褐色／LR、LB△ 締良
４ 灰褐色（粘土層）（１層よりやや明）
５ 灰白色（粘土層）／BB◎ FE△ 軟質

第２０図 KB１１区遺構１
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○ １壙セクション
１ 暗灰褐色／FE△ LB△ 軟質
２ 暗灰褐色／FE△ LB△ やや締良
３ 暗灰褐色（１層よりやや暗）／FE△ LB▲
４ 灰褐色（灰色味強）／FE△ 軟質
５ 灰褐色（上層に似る）／FE▲
６ 灰褐色（灰色味強）／FE△ 軟質
７ 灰褐色（灰色味強）／FE△ LB△ 軟質
８ 暗灰褐色／FE△ 軟度高

○ ２壙セクション
１ 暗灰褐色／LB、BB、灰褐色B◎ 軟質
２ 暗灰褐色／LB（１層より△）、BB万 軟質

○ ３壙セクション
１ 暗灰褐色／LR、FER△ 軟質
２ 暗灰褐色／LR、FE、白色粘土△ 軟質
３ 暗灰褐色／LR、LB、FE◎ 軟質

第２１図 KB１１区遺構２
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第４節 KB１２区
（１）調査概要
調査担当 指導課 島村範久
調査期間 昭和６２年１２月１１日～

昭和６３年１月２９日
調査面積 ５４０㎡

調査の経過
騎西城武家屋敷跡西端に位置し、KB１１区の北に
接する幅６m長さ１００mの調査区を１２区とした。
掘り下げは、確認面まで浅く表土から人力により

行った。遺構確認面は南側はローム層、北側は茶褐
色土とした。
降雨による滞水・湧水などが調査の支障となる深

い溝や井戸について個別に水中ポンプにより排水し
た。包含層中の遺物は測量・写真撮影し取り上げた。
遺構の図化については調査区全体を平板測量によ

り、各遺構を任意に設定した水糸を基準としてメジ
ャ－により実測した。
最後に縄文時代遺構検出のため精査を行った。基

準杭の標高はKB１０区の基準杭からレベルの移動を
して設定した。

周辺の調査（第６図）
南にKB１１区、東５０mに４０次が所在する。４０次で

は、障子堀が東西に走行し１２区に向かっている。

（２）遺構と遺物
【溝状遺構】溝は総数１６条を数え、南・中央・北に
分布するが、北側に多い。ほとんどが東西方向に走
行するが北側の１・２号溝はL字に屈曲する。ま
た、７～１０号溝は深さは異なるが並行し関連性を思
わせる。
１号溝 幅５０㎝深さ３６．５㎝を計り、南北に走行し直
角に屈曲し東へ向かう。粉挽臼（石－３９）・スラグ
９３gが出土した。
２号溝 幅８２㎝深さ５０㎝を計り１号溝に沿うように
屈曲する。
３号溝 幅４２０㎝（残存）深さ１３２㎝を計り、当調査

区で最大規模である。断面は緩やかに立ち上がる。
中国白磁皿（土－４２８）・瀬戸美濃天目茶碗（土－
４２９）・同灯明皿（土－４３０）・同擂鉢（土－４３１・
４３２）・志戸呂擂鉢（土－４３３）・肥前染付碗（土－
４３４～４３７）・同染付筒形碗（土－４３８）・肥前染付
蓋（土－４３９）・かわらけ（土－４４０・４４１）・焙烙
（土－４４２）・瓦（土－４４３～４４５）・粉挽臼（石－
４０）・砥石（石－７３・７４）・炭化材・桃の種１点・
スラグ４３７gが出土した。
４号溝 幅３３７㎝深さ１２０㎝を計り、断面はしっかり
とした箱薬研堀である。瀬戸美濃天目茶碗（土－
４４６）・同丸皿（土－４４７～４４９）・同内禿皿（土－
４５０）・同菊皿（土－４５１・４５２）・同擂鉢（土－４５３）
・唐津刷毛目文鉢（土－４５４）・志戸呂擂鉢（土－
４５５）・肥前染付碗（土－４５６）・かわらけ（土－４５７
～４６８）・焙烙（土－４６９～４７１）・漆椀（木－１５）
・粉挽臼（石－４１・４２）・砥石（石－７５～７７）・磨
石（石－１０６）・漆椀片・板材・桃の種２点・スラ
グ２８０gが出土した。
８号溝 幅５４㎝深さ２６㎝を計る。肥前染付碗（土－
４７２）が出土した。
１２号溝 幅５８㎝深さ４８㎝を計り、やや屈曲する。１５
号土壙と重複するが、１５号土壙が１３cm深い。中国
染付碗（土－４７４）・肥前染付碗（土－４７５）・焙烙
（土－４７６）・磨石（石－１０７）が出土した。
１６号溝 幅１１６㎝（残存）深さ６２㎝を計り４号溝と
並行する。瀬戸美濃皿（土－４７３）が出土した。

【井戸状遺構】２基を数え調査区南寄りにある。い
ずれも素堀である。
１号井戸 直径９８cm深さ８２cmを計り、やや浅い。
２号井戸 直径８２cm深さ１２０cmを計り、やや深い。
志戸呂擂鉢（土－４７７）が出土した。

【土壙】土壙は総数２０基を数え、調査区中央に分布
する。平面長方形の土壙が多いが、１号土壙は深く
２・４号土壙と縦に重複し有機的な意味を持つか。
５号土壙は北にあり、大規模なものである。
１号土壙 平面長方形で４９２cm×２６０cm深さ１２８cm
を計る。縦軸を通して南に２号土壙・北に４号土壙



－４０－

が重複する。１号土壙が新しい。完形のかわらけ（土
－４７８）・磨石（石－１０５）・スラグ７gが出土した。
２号土壙 平面長方形で２０４cm（残存）×１３６cm深
さ３０cmを計る。１号土壙と重複し浅い。
３号土壙 平面不整形で底面が溝状に西側へ延びる。
３２５cm（残存）×１８５cm（残存）深さ５８cmを計る。
４号土壙 平面長方形で２９４cm（残存）×１９８cm深
さ３６cmを計る。１号土壙と重複し浅い。
５号土壙 平面長方形？で４９０cm（残存）×１６５cm
（残存）深さ５８cmを計る大型の土壙である。唐津
刷毛目文鉢（土－４７９）・肥前染付碗（土－４８０～４８２）
・同染付皿（土－４８３）・同猪口（土－４８４）・同白
磁小坏（土－４８５）・波佐見青磁香炉（土－４８６）・
焙烙（土－４８７）・瓦（土－４８８～４９１）・スラグ２２g
が出土した。
８号土壙 平面長方形で３４６cm×１００cm深さ３２cm
を計る。シジミ１点が出土した。

遺構外出土遺物
陶磁器では、同安窯系青磁碗（土－４９２）・中国

染付碗（土－４９３）・同染付皿（土－４９４）・常滑片
口鉢（土－４９５）・瀬戸美濃折縁深皿（土－４９６）・
唐津刷毛目文鉢（土－４９７）・志戸呂小壺（土－４９８）
・信楽灯明皿（土－４９９）・波佐見青磁中皿（土－
５００）が出土した。
在地土器では、焙烙（土－５０１～５０３）が出土した。
金属製品では、銅製の煙管（金－２２）・弾丸（金
－４２）が出土した。

石製品では、砥石（石－７８）・磨石（石－１０９・
１１０）が出土した。
他にスラグ２５０gが出土した。

調査風景 ４・１６号溝 調査風景
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調査概要と検出された遺構
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遺構名 位置 重複 平面形 断面形 規模（cm） 深さ
（cm） 覆土 出土遺物 年代 備考

１号溝 北 １５溝 L字に屈曲 不明 幅５０ ３６．５ 不明 粉挽臼／スラグ９３g

２号溝 北 １５溝 L字に屈曲 不明 幅８２ ５０ 不明

３号溝 北 ５溝→○→５壙 直線 箱薬研 ☆幅（４２０） ☆１３２ 暗灰褐色／含 T▲ 中国白磁皿／瀬美（天目・灯明皿・擂
鉢）／志戸呂擂鉢／肥前（染付碗・染付
筒形碗・染付蓋）／かわらけ／焙烙／瓦／
粉挽臼／砥石／銭貨／炭化材／種子（桃）
／スラグ４３７g

１８c末

４号溝 南 １６溝→○ 直線 箱薬研 ☆幅３３７ ☆１２０ 暗灰褐色／含 T▲ 瀬美（天目・丸皿・内禿皿・菊皿・擂鉢）
／唐津刷毛目文鉢／志戸呂擂鉢／肥前
染付碗／かわらけ／土鈴／焙烙／粉挽臼
／砥石／磨石／漆椀／漆椀片／板材／銭貨
／種子（桃）／スラグ２８０g

１７c後～
１８c末

５号溝 北 ○→３溝 直線 ほぼ直上 ☆幅５２ ☆４５ 暗灰褐色

６号溝 北 ○→５壙 直線 不明 幅４０ ２５ 暗灰褐色（灰色
味強）／含 FE△

７号溝 北 なし 直線 ほぼ直上 幅４０ ７ 不明

８号溝 北 なし 直線 ほぼ直上 幅５４ ２６ 不明 肥前染付碗 １８c前～

９号溝 北 なし 直線 ほぼ直上 幅５８ ５０ 不明

１０号溝 北 なし 直線 ほぼ直上 幅５４ ３８ 不明

１１号溝 北 なし 直線 ほぼ直上 幅４８ １６ 不明

１２号溝 中央 １３・１５壙 屈曲 ほぼ直上 ☆幅５８ ☆４８ 暗灰褐色 中国染付碗／肥前染付碗／焙烙／磨石 １８c～

１３号溝 中央 １３壙 直線 不明 幅４５ ３０ 不明

１４号溝 中央 １６・１７・２０壙→○／８・
９・１０壙

直線 ほぼ直上 幅（３２） ２４ 暗灰褐色／含 LR
△・C·S▲ 軟質

磨石

１５号溝 北 １溝・２溝 屈曲 不明 幅３５ ２４ 不明

１６号溝 南 ○→４溝 直線 ほぼ直上 ☆幅（１１６） ☆６２ 暗灰褐色 瀬美皿 ～１８c末 １１溝重
複命名

１号井戸 南 円形 ほぼ直上 径９８ ８２ 不明

２号井戸 中央 なし 円形 直上 径８２ １２０ 不明 志戸呂擂鉢 １６c中～

１号土壙 中央 ２・４壙→○→１９壙 長方形 ほぼ直上 ☆４９２×２６０ ☆１２８ 暗灰褐色 かわらけ／磨石

２号土壙 中央 ○→１壙 長方形 ほぼ直上 （２０４）×１３６ ３０ 暗灰褐色

３号土壙 中央 ○→４壙 不整形 ほぼ直上 （３２５）×（１８５） ５８ 黄褐色／含 T ～１８c末

４号土壙 中央 ○→１壙／３壙 長方形 ほぼ直上 ☆（２９４）×１９８ ☆３６ 暗灰褐色／含 LR
△・C·S▲

５号土壙 北 ３・６溝→○ 長方形？ ほぼ直上 （４９０）×（１６５） ５８ 暗灰褐色／含 LB◎ 唐津刷毛目文鉢／肥前（染付碗・染付
皿・白磁小坏・猪口）／波佐見青磁香炉
／焙烙／瓦

１９c～

６号土壙 中央 なし 長方形 直上 ３０６×９６ ☆２０ 暗灰褐色／含 LB◎

７号土壙 中央 ２０壙 長方形 直上 ３２０×９６ ２８ 暗灰褐色／含 LB◎

８号土壙 中央 １０壙→○／１４溝 長方形 直上 ３４６×１００ ３２ 暗灰褐色／含 LB
◎・T▲

シジミ ～１８c末

９号土壙 中央 ○→１７・２０壙／１４溝 長方形 直上 ３１６×８６ ２０ 暗灰褐色

１０号土壙 中央 １４溝→○→８壙 隅 丸 長 方
形？

ほぼ直上 （２１６）×９８ ８ 暗灰褐色／含 LB
▲・LR 締悪

１１号土壙 中央 なし 円形 ゆるやか １２２ １２ 暗灰褐 色／含 C
◎・S△ 軟質

１２号土壙 中央 なし 長方形 ほぼ直上 １３４×８２ １０ 暗灰褐色／含 LB
·LR△ 軟質

銭貨

１３号土壙 中央 １２・１３溝 長方形 直上 ３２０×８０ ３０ 不明

１４号土壙 中央 １２溝→○ 隅丸長方形 直上 ２３０×９２ 暗灰褐色／含 LR
·LB△ 締悪

１５号土壙 中央 １２溝 隅丸長方形 ほぼ直上 （１８２）×１２８ ６４ 暗灰褐色

１６号土壙 中央 ○→１４溝、１７壙 長方形？ 不明 （１９６）×９４ １６ 不明

（ ）は残存値、☆はセクション図計測値 ○は当該遺構 覆土（T＝テフラ、L＝ローム、S＝焼土、C＝炭化物、Fe＝酸化物／B＝ブロック、R＝粒子）

第６表 KB１２区遺構一覧表１
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遺構名 位置 重複 平面形 断面形 規模（cm） 深さ
（cm） 覆土 出土遺物 年代 備考

１７号土壙 中央 １６壙→○／１４溝・９壙 長方形 ほぼ直上 １７６×８８ ２８ 暗灰褐色／含 LR
·LB◎・S·C▲
軟質

１８号土壙 中央 １９壙→○ 不整円形 ほぼ直上 （６８）×（３６） ☆８ 暗灰褐色／含 LR
△・S▲

１９号土壙 中央 １壙→○→１８壙 不整円形 ほぼ直上 ☆（４４）×（５２） ☆１０ 暗灰褐色／含 LR
·S▲

２０号土壙 中央 ９壙→○→１４溝／７壙 長方形 ほぼ直上 ２４５×１０２ １８ 不明

（ ）は残存値、☆はセクション図計測値 ○は当該遺構 覆土（T＝テフラ、L＝ローム、S＝焼土、C＝炭化物、Fe＝酸化物／B＝ブロック、R＝粒子）

第７表 KB１２区遺構一覧表２

３号溝 調査風景



調査概要と検出された遺構
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○ ３・５溝セクション
１ 耕作土
２ 暗灰褐色／T◎、S C▲ 締良
３ 暗灰褐色／T▲LR、LB△ 軟質
４ 暗灰褐色／T▲LR、FE△ 締良
５ LB層 LB、暗灰褐色B△ 軟質
６ 暗灰褐色／FE△、LB△ 軟質
７ 暗灰褐色／FE◎、LB、LR△ 軟質

８ 暗灰褐色／FE△、LR▲軟質
９ 暗灰褐色（灰色味強）／FE◎、LB△ 軟質
１０ 暗灰褐色（やや紫色味）／FE△ 軟質
１１ 暗灰褐色（灰黒色味強）／FE△ 粘強
１２ 暗灰褐色／LR、S▲ 締良
１３ 暗灰褐色／FE△、LR▲ 締良

�
�
�
�
５溝

１４ 暗灰褐色／FE LR◎ 軟質
１５ 暗灰褐色／LR△ C▲ 締良

○ ４・１６溝セクション
１ 耕作土
２ 暗灰褐色／T◎、S C△ 締良
３ 暗灰褐色／S C T▲ 締良
４ 暗灰褐色／LR、C▲ 締良
５ 暗灰褐色／LR◎ 軟質
６ 暗灰褐色／LR▲軟質
７ 暗灰褐色／LR FE▲ 軟質
８ 暗灰褐色（灰色味強）／FE△ 軟質
９ 暗灰褐色／FE◎ 軟質
１０ 暗灰褐色／LB、LR△、C▲ 締良
１１ 暗灰褐色／LR△ C▲ 締良
１２ 暗灰褐色（灰色味強）／FE◎、LR△ 軟度高
１３ 暗灰褐色／C△ LR▲ 軟質

１５ 暗灰褐色（灰色味強）／FE△ LR△ 軟質
１６ 暗灰褐色（灰色味強）／LR FE△ 軟質
１６′暗灰褐色／FE△ 軟質
１７ LB層 ボロボロ
１８ LB層
１９ 暗灰褐色／T、S C△ 締良
２０ 暗灰褐色／LR△ 軟質
２１ 暗灰褐色／LB△ 締良
２２ 暗灰褐色／T◎ C▲ 締良
２３ 暗灰褐色／LR△ 軟質
２４ 暗灰褐色／C◎ LR△ 締良
２５ C層 S▲
２６ 暗灰褐色（灰色味強）／FE、LR△ 軟質
２７ 暗灰褐色／C△ LB△ 軟質
２８ 暗灰褐色／FR、LR、C△ 軟質

土層説明凡例
色調／含有物

テフラ＝T 非常に多い＝☆
ローム＝L 多量＝◎
炭化物＝C 少量＝△
焼土＝S 微量＝▲
酸化鉄＝FE 万遍なく＝万
黒褐色＝BB やや明るい＝やや明
黒色＝B やや暗い＝やや暗
褐色＝Br 非常にやわらかい＝軟度高

やわらかい＝軟質
やややわらかい＝軟度低

粒子＝R かたい＝堅緻
ブロック＝B 締まり良し＝締良

締まり悪し＝締悪
粘性強し＝粘強
粘性有り＝粘有

第２３図 KB１２区遺構１
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○ １・２・４壙セクション
１ 暗灰褐色／LR、C▲ 軟質 パサつく
２ 暗灰褐色（灰色味強）／ FE△ 粘やや有
３ 黄褐色／LB 暗灰褐色B△ 締良
４ 暗灰褐色（灰色味強）／FE◎ LB LR△

軟質 粘強
５ 暗灰褐色（１層よりやや暗）／LR△ C▲
６ 暗灰褐色（５層より黄色味やや強）
７ 暗灰褐色／LR△ S▲ 締良
８ 暗灰褐色／LR S▲ バサつく 軟質
９ 暗灰褐色／LB LR△ T▲ バサつく
１０ LB層 暗灰褐色B△ 締良

○ ３壙セクション
１ 暗灰褐色／LB◎ LR△ バサバサ
２ 黄褐色／LR◎ FE△ 軟質
３ 黄褐色／暗灰色B△ フカフカ
４ 黄褐色／LR LB FE◎ ボロボロ
５ 黄褐色／FE△ 軟質
６ 黄褐色／LR◎ T フカフカ
７ 黄褐色／暗灰褐色B△ フカフカ
８ 黄褐色／LR◎ フカフカ
９ 黄褐色／LR◎ 締良

○ ７壙セクション
１ 暗灰褐色／LR、LB◎ 軟質
２ 暗灰褐色／LR△ 軟質

○ ６壙セクション
１ 暗灰褐色／LR、LB◎ 軟質
２ 暗灰褐色／LR▲ 軟質

第２４図 KB１２区遺構２



調査概要と検出された遺構
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○ １５壙セクション
１ 暗灰褐色／C◎、S△ LR·LB▲ フカフカ
２ 暗灰褐色／LB△ フカフカ

第２５図 KB１２区遺構３
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第５節 第１６次
（１）調査概要
調査担当 教育総務課 主事 坂本征男
調査期間 平成２年４月２７日～５月３１日
調査面積 ６２㎡

調査の経過
建築予定地は９m×７．５mの調査区を設定し、表
土を人力により掘り下げた。確認面はロ－ム層であ
る。排水は２号井戸及び１９号土壙のみ個別に水中ポ
ンプを入れて行った。
図化は調査区全体は平板測量により、各遺構は水

糸を基準としてメジャ－により実測した。
基準杭の標高は大英寺に所在する基準点から計測

し使用した。

周辺の調査（第６図）
北に８・９次・KB１６区、西に７区（本報告）が

所在する。７区では幅４mの屈曲する溝が確認され
当地点に向かっている。前立・竹束が出土している。
８・１７次では現区画に斜行する溝が走行している。

（２）遺構と遺物
【溝状遺構】２まで命名したが欠番などから、総数
１条である。調査区西に位置する。
１号溝 幅７６cm深さ４７cmを計る。

【井戸状遺構】２まで命名したが振り替えにより、
総数１基である。素堀である。
２号井戸 下位で断面形が膨らむ。直径１１６cm深さ
１５４cmを計る。粉挽臼（石－４３）・桃の種１点が出
土した。

【土壙】土壙は１９まで命名したが欠番等により総数
１４基である。調査区に万遍なく分布する。
３号土壙 平面長方形で５４０cm×７５cm深さ２５cmを
計る。非常に長い。かわらけ（土－５０４）・焙烙（土
－５０５）・土鍋（土－５０６）・在地火鉢（土－５０７）
・銭貨（金－９５）が出土した。

１４号土壙 平面円形で直径７４cm深さ６８cmを計りや
や深い。
１７号土壙 平面円形で直径６６cm深さ３２cmを計る。
１９号土壙 平面長方形で、断面下半は直上し上半は
緩やかに広がる。底面北に段を有する。２８０cm（残
存）×２０４cm深さ１４０cmを計る大規模な土壙である。
肥前染付碗（土－５０９）・かわらけ（土－５１０～５１３）
・焙烙（土－５１４・５１５）・土鍋（土－５１６）・擂鉢
（土－５１７）・在地火鉢（土－５１８）・板碑（石－１２８
・１２９）・竹・種子が出土した。

遺構外出土遺物
陶磁器では、瀬戸美濃染付碗（土－５１９）・同菊

皿（土－５２０）・同香炉（土－５２１・５２２）・志戸呂
灯明皿（土－５２３）・堺と思われる擂鉢（土－５２４）
・肥前染付碗（土－５２５・５２６）・同青磁皿（土－５２７）
・同青磁瓶（土－５２８）・同小瓶（土－５２９）が出土
した。
在地土器では、焙烙（土－５３０・５３１）が出土した。



調査概要と検出された遺構
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遺構名 重複 平面形 断面形 規模（cm） 深さ
（cm） 覆土 出土遺物 年代 備考

１号溝 ○→１９壙／２井戸 直線 ほぼ直上 幅７６ ☆４７ 暗灰褐色 板碑
２号溝 欠番
１号井戸 欠番 １９壙に振替
２号井戸 １溝 円形 オーバー

ハング
１１６ １５４ 暗灰褐色 粉挽臼／種子（桃）

１号土壙 １４壙 長方形 ほぼ直上 （３１２）×８６ ☆３０ 暗灰褐色
２号土壙 欠番
３号土壙 なし 長方形 ほぼ直上 ５４０×７５ ２５ 暗灰褐色 かわらけ／焙烙／土鍋／火鉢／銭貨 １６c～
４号土壙 ○→bピット 隅丸長方形 ほぼ直上 （１７４）×８６ ２０ 暗灰褐色
５号土壙 なし 隅 丸 長 方

形？
ゆるやか （１４８）×７２ ５ 暗灰褐色／含 T ～１８c末

６号土壙 欠番
７号土壙 欠番
８号土壙 なし 隅丸長方形 ほぼ直上 １７４×７８ １６ 暗灰褐色／含 T▲ かわらけ ～１８c末
９号土壙 なし 隅丸長方形 ゆるやか １１０×３８ １６ 不明
１０号土壙 なし 隅丸長方形 ゆるやか １４３×３８ １０ 不明
１１号土壙 欠番
１２号土壙 なし 長方形？ ほぼ直上 （２２５）×５４ ９ 暗灰褐色
１３号土壙 欠番
１４号土壙 １壙 円形 ほぼ直上 ７４ ☆６８ 暗灰褐色
１５号土壙 なし 長方形 ほぼ直上 ３３５×（５２） ３２ 暗灰褐色／含 LR·C▲

・LB△
１６号土壙 なし 長方形 不明 （８６６）×（２６） ７５ 不明 溝か
１７号土壙 なし 円形 ほぼ直上 ６６ ３２ 不明
１８号土壙 なし 長方形 ほぼ直上 （９３）×（３３） ☆１０ 暗灰褐 色／含 LR△・

LB▲
１９号土壙 １溝→○ 長方形 ロート形 （２８０）×２０４ ☆１４０ 暗灰褐色／含 T▲ 肥前染付碗／かわらけ／焙烙／土鍋／在

地擂鉢／火鉢／竹／種子（桃）／板碑
１７c前～
１８c末

１号井戸を
振替

第２６図 第１６次遺構位置図

（ ）は残存値、☆はセクション図計測値 ○は当該遺構 覆土（T＝テフラ、L＝ローム、S＝焼土、C＝炭化物、Fe＝酸化物／B＝ブロック、R＝粒子）

第８表 第１６次遺構一覧表
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土層説明凡例
色調／含有物

テフラ＝T 非常に多い＝☆
ローム＝L 多量＝◎
炭化物＝C 少量＝△
焼土＝S 微量＝▲
酸化鉄＝FE 万遍なく＝万
黒褐色＝BB やや明るい＝やや明
黒色＝B やや暗い＝やや暗
褐色＝Br 非常にやわらかい＝軟度高

やわらかい＝軟質
やややわらかい＝軟度低

粒子＝R かたい＝堅緻
ブロック＝B 締まり良し＝締良

締まり悪し＝締悪
粘性強し＝粘強
粘性有り＝粘有

○ １溝セクション
１ 表土 締良
２ 暗灰褐色／LR、LB、C、T▲ 締良
３ 暗灰褐色／LR、LB、C▲締良
４ 暗灰褐色／LR、LB、C▲ 締良
５ 暗灰褐色／LR、LB、C▲ 締良
６ 黄褐色／LR、LB◎ 締良
７ 暗灰褐色／LR、LB、T▲ 締良
８ 黄褐色／LR◎、LB◎、C▲ 締良
９ 暗灰褐色／LR、LB、C▲ 締良
１０ 暗灰褐色／LR、T、C▲ 締良
１１ 暗灰褐色／LR、LB▲ 締良

第２７図 第１６次遺構１

調査風景
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第２８図 第１６次遺構２
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○ １４・１８壙セクション
１ 暗灰褐色／LR、LB▲、T◎ 締良
２ 暗灰褐色／LR△、LB▲、T◎ 締良
３ 黄褐色／LR◎、LB◎ 締良
４ 暗灰褐色／LR△、LB▲ 締良
５ 暗灰褐色／LR、LB◎ 締良

６ 暗灰褐色／LR、LB▲ 締良
７ 暗灰褐色／LR、LB△ 締良
８ 暗灰褐色／LR、LB▲ 締やや悪
９ 暗灰褐色／LR◎ 締やや悪
１０ 暗灰褐色／LR、LB▲ 締やや悪
１１ 暗灰褐色／LR▲、LB△、C▲ 締良

○ ２井・１９壙セクション
１ 暗灰褐色（４層より黄色味強）／LR、LB△、C▲ 締良
２ 暗灰褐色（４層より黄色味強）／LR、LB◎、C▲ 締やや悪
３ 黄褐色／LR◎ 締悪
４ 暗灰褐色／LR、LB▲、C、T▲ 締やや悪
５ 暗灰褐色／LR、LB◎ 締悪
６ 暗灰褐色（５層よりやや暗）／LR、LB◎ 締悪
７ 黄色／LB 締悪
８ 黒褐色／C、LR▲ 締悪
９ 暗灰褐色／LR、LB、C▲締悪
１０ 黄褐色／LR◎、C▲ 締悪
１１ 黄褐色（１０層より黄色味弱）／LR◎、C▲ 締悪
１２ 暗灰褐色（上下層よりやや白色味強）／LR、C▲ 締悪
１３ 暗灰褐色（黄色味）／LR△、C▲締悪
１４ 黄色／LR◎ 締悪
１５ 暗灰褐色（やや白色味）／LR、LB▲、C▲ 締悪

１６ 黄褐色／LR、LB◎、C▲ 締悪
１７ 暗灰褐色／LR、LB▲、C▲ 締悪
１８ 暗灰褐色／LR、LB▲ 締悪
１９ 暗灰褐色／LR、LB▲、FE◎ 締悪
２０ 黒色（２１層より色味薄）／LR▲ 締悪
２１ 黒色／LR▲、植物根◎ 締悪
２２ 黒褐色／FE◎、LR◎ 締悪
２３ 暗灰褐色／LR、LB△、FE◎ 締悪
２４ 黄色／LR◎、LB◎、C▲ 締良
２５ 暗灰褐色／LR、LB△、C▲ 締良
２６ 暗灰褐色／LR、LB△、C▲ 締やや悪
２７ 暗灰褐色／LB 締良
２８ 白褐色／LR、LB、C▲ 締やや悪
２９ 暗灰褐色（黄色味）／LR、LB◎、C▲ 締悪
３０ 暗灰褐色／LR、LB◎、C▲ 締悪
３１ 黄色／LB 締良

第２９図 第１６次遺構３
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第３０図 第１６次遺構４



－５４－

第６節 第２３次
（１）調査概要
調査担当 社会教育課 主事 坂本征男
調査期間 平成３年６月３日～８月６日
調査面積 ２９８㎡

調査の経過
建築予定地は１４．５m×１０．５mの範囲であるが、排
土置き場確保のため西半分をA区、東半分をB区
とし順番に調査を行った。表土を人力により掘り下
げた。確認面はロ－ム層である。降雨による滞水・
湧水などが調査の支障となるため、北側に側溝を掘
り下げ水中ポンプにより排水した。B区については
東と南にトレンチを設定して遺構を確認したが、南
側で遺物が集中出土するため、土層観察用のベルト
を設定し移植ゴテにて掘り下げ、包含層中の遺物は
測量・写真撮影し取り上げた。
図化は調査区全体を平板測量により、土層等は水

糸を基準としてメジャ－により実測した。
最後に縄文時代遺構検出のため精査を行った。そ

の際、土器片が確認された。
基準杭の標高は大英寺に所在する基準点から計測し
使用した。
遺構の命名及び遺物の取り上げはA·B 区それぞ
れで行い分割調査したものがあった、本来同一の遺
構であるため、本報告では便宜上、全てT〇号（遺
構名）とする。

周辺の調査（第６図）
東に３５・３６・４１・５５・５６次、西にKB１１区（本報

告）が所在する。４１次では墓域、５５次では江戸初期
の井戸から荷札が出土、３５・３６次では武家屋敷南側
を大きく画する溝が確認されている。

（２）遺構と遺物
【溝状遺構】B区で２条確認され、T１～２号溝に
振り替えた。
T１号溝 セクション図から幅１３６cm深さ８０cmを計
るやや大きなものである。南北に走行し、北側で東

に屈曲する。
T２号溝 幅９０cm深さ４２cmを計り、確認部分は短
い。溝か。龍泉窯系青磁鉢（土－５３２）・瀬戸美濃
黄瀬戸大皿（土－５３３）・志戸呂大皿（土－５３４）・
かわらけ（土－５３５）・石臼（石－４４～４７）・砥石
（石－７９）・板碑（石－１３０～１３３）が出土した。

【井戸状遺構】A区で１基、B区で２基確認され、
総数３基で、T１～３号井戸に振り替えた。いずれ
も素堀である。
T１号井戸 直径１１０cm深さ１４９cmを計る。
T２号井戸 平面径１１５cm×９２cm深さ１３６cmを計る。
T３号井戸 直径１１７cm深さ１３２cmを計る。瀬戸美
濃鉄絵皿（土－５３６）・完形のかわらけ（土－５３７）
が出土した。

【土壙】土壙はA区で１６基、B区６基まで命名し
たが、欠番及び調査区隣接等により総数２０基で、T
１～２０号土壙に振り替えた。調査区に万遍なく分布
する。
T２号土壙 A区中央に位置する。平面不整円形で
１００cm×８０cm深さ９４cmを計り深い。
T３号土壙 平面長方形で１２４cm×６２cm深さ６２cm
と、小規模であるが深い。
T４号土壙 平面長方形で３２４cm（残存）×１０３cm
深さ１６cmを計る。合成図である。
T９号土壙 平面長方形で２２４cm×９８cm深さ１６cm
を計る。龍泉窯系青磁碗（土－５３９）が出土した。
T１７号土壙 平面長方形？で１０６cm（残存）×１０４cm
深さ２０cmを計り、T１８号土壙とつながる。
T１８号土壙 平面長方形で１５２cm×１２０cm深さ２０cm
を計り、T１７号土壙とつながる。瀬戸美濃徳利（土
－５３８）が出土した。
T２０号土壙 平面不整形で１７０cm（残存）×１０２cm（残
存）深さ８６cmを計り深い。茶臼（石－４８）・板碑
（石－１３４）が出土した。
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遺構外出土遺物
東側調査区南寄りの確認面上層で遺物が集中して

いて、志野丸皿（土－５４２）、かわらけ（土－５５５・
５５７・５５８）がある（第３２図）。
陶磁器では、常滑小甕（土－５４１）・瀬戸美濃青
織部皿（土－５４０）・同志野丸皿（土－５４２～５４５）
５４２は略完形・同丸皿（土－５４６）・同片口（土－５４７）
・同志野向付（土－５４８）・同黄瀬戸向付（土－５４９）
・同蓋（土－５５０）・同香炉（土－５５１）・志戸呂丸
碗（土－５５２）・初山天目茶碗（土－５５３）・備前茶
入（土－５５４）が出土した。
在地土器では、かわらけ（土－５５５～５６０）５５５は
略完形・焙烙（土－５６１・５６２）・火鉢（土－５６３）
・瓦（土－５６４）が出土した。
金属製品では、鉄製の環状製品（金－１４）、銅製

の煙管（金－２０・２３・２４）・小柄（金－３２）が出土
した。
石製品では、粉挽臼（石－４９～５１）・硯（石－５３）
・板碑（石－１３５～１３７）が出土した。
他に貝１点が出土した。
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※T数字のみは土壙名
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遺構名 重複 平面形 断面形 規模（cm） 深さ
（cm） 覆土 出土遺物 年代 備考

T１号溝 T２溝 屈曲 箱薬研 幅☆１３６ ☆８０ 暗灰褐色／含 LR、LB、
C、T▲

～１８c後 B区１号溝

T２号溝 T１溝、T３井 直線 箱薬研 幅９０ ４２ 暗灰褐色 龍泉窯系青磁鉢／瀬美黄瀬戸大皿／
志戸呂大皿／かわらけ／石臼／砥石／
板碑／加工石

１７c前～ B区２号溝

T１号井戸 なし 円形 ほぼ直上 １１０ １４９ 不明 A区１井
T２号井戸 T４・T１９壙 楕円形 ロート形 １１５×９２ １３６ 不明 B区１井
T３号井戸 T２溝 円形 ほぼ直上 １１７ ☆１３２ 暗灰褐色 瀬美鉄絵皿／かわらけ １６c末～ B区２井
T１号土壙 T１２壙 長方形 ほぼ直上 １３０×５４ １４ 暗灰褐色／含 LR·BBR△ A区１壙
T２号土壙 T１６壙 不整円形 直上 １００×８０ ９４ 不明 A区２壙
T３号土壙 T１６壙 長方形 ほぼ直上 １２４×６２ ６２ 不明 A区３壙
T４号土壙 T２井 長方形 ほぼ直上 （３２４）×１０３ １６ 暗灰褐色／含 LR·BBR△ A区４壙

B区５壙
T５号土壙 ○→T１１壙／T６壙 長方形 ゆるやか １９８×（１１６） ９ 暗灰褐色 A区５壙
T６号土壙 T５壙 長方形 ゆるやか １３５×１２０ ８ 暗灰褐色 A区６壙
T７号土壙 なし 長方形 ほぼ直上 （１４５）×１０５ ２４ 暗灰褐色 A区７壙
T８号土壙 ○→T９壙 長方形 ゆるやか （１６８）×８６ ☆１０ 暗灰褐色 A区８壙
T９号土壙 T８壙→○ 長方形 ほぼ直上 ２２４×９８ ☆１６ 暗灰褐色 龍泉窯系青磁碗 １３c～ A区９壙
T１０号土壙 T１１壙→○／１９壙 長方形 ほぼ直上 （３５０）×１３２ １５ 暗灰褐色 A区１０壙

B区４壙
T１１号土壙 T５壙→○→T１０壙 長方形 ほぼ直上 ２９２×９０ １２ 暗灰褐色 A区１１壙
T１２号土壙 T１壙 長方形？ ほぼ直上 （１０６）×（４６） １２ 不明 A区１２壙
T１３号土壙 T１４壙→○／１６壙 楕円形？ ほぼ直上 １３６×（１００） ☆３０ 暗灰褐色 A区１３壙
T１４号土壙 ○→T１３壙 長方形？ ほぼ直上 （１１０）×（９０） １８ 暗灰褐色 A区１４壙
T１５号土壙 １６壙 長方形？ 不明 １９０×（５０） １６ 暗灰褐色 A区１５壙
T１６号土壙 T２・３・１３・１５壙 長方形？ ほぼ直上 ３３０×１００ １４ 不明 A区１６壙
T１７号土壙 なし 長方形 ほぼ直上 （１０６）×１０４ ☆２０ 暗灰褐色 B区１壙
T１８号土壙 なし 長方形 ほぼ直上 １５２×１２０ ☆２０ 暗灰褐色 瀬美徳利 １６c前～ B区２壙
T１９号土壙 T２井、T１０壙 不整形 ゆるやか （３８６）×（１１５） ８ 不明 B区３壙
T２０号土壙 なし 不整形 オーバー

ハング
（１７０）×（１０２） ８６ 不明 茶臼／板碑 B区７壙

第３１図 第２３次遺構位置図

（ ）は残存値、☆はセクション図計測値 ○は当該遺構 覆土（T＝テフラ、L＝ローム、S＝焼土、C＝炭化物、Fe＝酸化物／B＝ブロック、R＝粒子）

第９表 第２３次遺構一覧表



調査概要と検出された遺構
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第32図の範囲
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第３２図 第２３次遺構１

遺物出土
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○ T１溝セクション
１ 暗灰褐色／LR、LB▲ 締良
２ 暗灰褐色／LR、LB▲ 締良

�
�
�
�
�

T１溝３ 暗灰褐色（やや灰色味）／LR、LB▲ 締良
４ 暗灰褐色（やや灰色味）／LR、LB、FE▲ 締良
５ 暗灰褐色／LR（B状）▲ 締良
６ 黄褐色／LR◎ 締良
７ 暗灰褐色（やや茶褐色味）／LR△ 締良

○ T２溝セクション
１ 暗灰褐色／LR、LB、FE▲ 締良
２ 暗灰褐色／LR、LB◎、FE◎ 締良
３ 暗灰褐色（やや灰色味）／LR、LB▲、FE◎ 締良

土層説明凡例
色調／含有物

テフラ＝T 非常に多い＝☆
ローム＝L 多量＝◎
炭化物＝C 少量＝△
焼土＝S 微量＝▲
酸化鉄＝FE 万遍なく＝万
黒褐色＝BB やや明るい＝やや明
黒色＝B やや暗い＝やや暗
褐色＝Br 非常にやわらかい＝軟度高

やわらかい＝軟質
やややわらかい＝軟度低

粒子＝R かたい＝堅緻
ブロック＝B 締まり良し＝締良

締まり悪し＝締悪
粘性強し＝粘強
粘性有り＝粘有

○ T３井セクション
１ 暗灰褐色／LR（B状）◎、赤色R、LR、LB、C▲ 締良
２ 暗灰褐色（やや灰色味）／LR、LB▲、C▲ 締良
３ 暗灰褐色（灰色味）／LR、LB、FE▲ 締良
４ 暗灰褐色（灰色味やや暗）／LR、LB、FE▲ 締良
５ 暗灰褐色（やや灰色味）／FE、LR（B状）△ 締良
６ 暗灰褐色（４層より灰色味暗）／FE◎、LR、LB▲ 締悪
７ 黒褐色／FE、LR、LB▲締悪
８ 暗灰褐色／LR、LB▲締良
９ 暗灰褐色（やや灰色味）／LR、LB▲ 締良
１０ 暗灰褐色（やや暗）／LR、LB、C▲、赤色R△ 締良
１１ 暗灰褐色／LR、LB、C▲、赤色R▲ 締良
１２ 暗灰褐色／LR▲、LB◎、赤色R▲ 締良
１３ 暗灰褐色（灰色味）／FE◎、LR、LB▲ 締良
１４ 暗灰褐色／LR◎ 赤色R、C▲ 締良
１５ 暗灰褐色／LR、LB▲ 締良
１６ 暗灰褐色／LR、LB▲ 締良

調査風景

第３３図 第２３次遺構２
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出土した遺物
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第Ⅳ章 出土した遺物

第１節 土器類
騎西城跡で出土している土器類は大略以下の通り

に分類できる。
胎質では磁器・陶器・土器、生産地では国外産で

ある輸入品、国内産に大別できる。また、器種は多
様である。
これらの要素により時代等を加味し、掲載順は、

輸入品では青磁・白磁・陶器・染付・朝鮮陶磁・そ
の他、国産品では渥美・常滑・瀬戸美濃・肥前系陶
器・志戸呂・初山・備前・丹波信楽・ほか・産地不
明・肥前系磁器・瀬戸美濃系磁器・在地産土器とす
る。その他で鞴の羽口や土製品を扱う。
以上、分類・年代等はいずれも暫定的なものでい

ずれ整理をしたい。さて、今回の調査で報告する土
器類は主に以下の通りで細片は省略している。

【輸入陶磁】
〈青磁〉
○同安窯系 碗が７区（５７）、８区２溝（１３５）、１２
区（４９２）で出土した。
○龍泉窯系 碗が７区１溝（１・２）・５溝（１９）
・遺構外（５４・５５）、８区２b溝（１３１）・遺構外（１９３
～１９７）、１１区７溝（３８３）、２３次 T９壙（５３９）で、
香炉が７区（５６）で、鉢が２３次T２溝（５３２）で出
土した。
〈白磁〉 碗が７区（５８）で、皿が７区（５９・６０）、
１２区３溝（４２８）で出土した。
〈染付〉 碗が７区（６１・６２）、１２区１２溝（４７４）・
遺構外（４９３）で、皿が７区（６３～６５）、８区１０壙（１８５）
・遺構外（１９８～２０２）、１１区（３８５）、１２区（４９４）で
出土した。
【国産】
〈渥美〉 壺が８区１６壙（１８８）・遺構外（２０３）で
出土した。
〈常滑〉片口鉢が７区１溝（３～６）・６溝（２０）
・遺構外（６６）、８区６溝（１４４）・７溝（１５１・１５２）
・遺構外（２０５～２１０）、１１区（３８６）、１２区（４９５）で、

小壺が８区（２１１）で、甕が８区（２１２）、１１区（３８７）
で、小甕が２３次（５４１）で、片口と思われるものが
８区（２０４）で出土した。
〈瀬戸美濃〉
古瀬戸・大窯・登窯期
出土量が多いため、調査区ごとに記載する。
７区
○古瀬戸後期の擂鉢（８）が１溝で、徳利（９０）・
祖母懐壺（９２）・瓶子（９３）が遺構外で出土した。
◎大窯前半の天目茶碗が遺構外（６７）で、稜皿（３０）
・丸皿（３１）が５井で、端反皿が６井（３５）・遺構
外（７４・７５）で、擂鉢が１溝（９）・遺構外（８９）
で出土した。
◎大窯後半の折縁皿（７）が１溝で、丸皿が５井（３２）
・遺構外（７６）で、稜皿（７７）・大皿（８１）・黄瀬
戸鉢（８２）・擂鉢（８３・８６～８８）が遺構外で出土し
た。
●登窯初期の天目茶碗が５井（２８・２９）・１７壙（５１）
・遺構外（６８）で、丸碗（７３）が遺構外で、端反坏
（１０）が１溝で出土した。
８区
○古瀬戸中期の卸皿が１０井（１７９）で出土した。
○古瀬戸後期の平碗（２１３）・天目茶碗（２１７）が遺
構外で、縁釉小皿が６溝（１４５）・８溝（１５３）・遺
構外（１６６・２３０～２３７）で、折縁深皿（１４６）・卸目
付大皿（１４７）が６溝で出土した。
◎大窯前半の縁釉小皿（２３９～２４２）・腰折皿（２４３）
・端反皿（２４４～２４６）・丸皿（２６３）が遺構外で、
香炉（１５５）が８溝で出土した。
◎大窯後半の天目茶碗が遺構外（２１８～２２１）で、ヒ
ダ皿が３溝１１壙（１３９）で、折縁皿が８溝（１５４）・
３１壙（１９２）で、志野菊皿が５井（１７６）で、稜皿が
遺構外（２４７～２５０）で出土した。
●登窯初期の織部碗（２２３）・鉄絵碗（２２４）・志野
丸碗（２２５）・丸碗（２２７）が遺構外で、志野丸皿が
２a溝（１２６）・２溝（１３６）・遺構外（２５２～２５５）
で、丸皿（１３７）が２溝で、菊皿が５井（１７５）・１０
井（１８０）・遺構外（２５６～２５９）で、総織部皿（２５１）
・輪禿皿（２６０）・反皿（２６１・２６２）・擂鉢（２７０・
２７３）・鉄絵鉢（２７５）・青織部大皿（２７６）・小坏
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（１８４・２７９～２８２）が遺構外で出土した。
●登窯中期の香炉（１９０）が３０壙で、擂鉢（２７１）・
鉄絵鉢（２７７）が遺構外で出土した。
１１区
◎大窯後半の天目茶碗（３８８）・志野丸皿（３９２）が
遺構外で出土した。
●登窯初期の天目茶碗が１溝（３７７）・遺構外（３８９）
で、志野丸皿（３９３）・擂鉢（３９８）が遺構外で出土
した。
１２区
○古瀬戸中期の折縁深皿が遺構外（４９６）で出土し
た。
○古瀬戸後期の擂鉢又は折縁深皿が４溝（４５３）で
出土した。
◎大窯前半の天目茶碗が３溝（４２９）・４溝（４４６）
で、端反又は丸皿が１６溝（４７３）で出土した。
◎大窯後半の擂鉢が３溝（４３１・４３２）で、丸皿（４４７
～４４９）・内禿皿（４５０）が４溝で出土した。
●登窯初期の志野菊皿が４溝（４５１）で出土した。
１６次
○古瀬戸後期の香炉が遺構外（５２１）で出土した。
●登窯初期の菊皿が遺構外（５２０）で出土した。
２３次
◎大窯前半の丸皿が遺構外（５４６）で、徳利がT１８
壙（５３８）で出土した。
◎大窯後半の鉄絵皿がT３井（５３６）で、志野丸皿
（５４３・５４４）・志野向付（５４８）・黄瀬戸向付（５４９）
が遺構外で出土した。
●登窯初期の黄瀬戸大皿がT２溝（５３３）で、青織
部皿がT９壙（５３９）で、志野丸皿が遺構外（５４２～
５４５）で出土した。
〈肥前系陶器〉 碗が７区（９４）、８区（２８８）で、
向付が７区（９５）、８区（２９１）で、壺（２８９）・大
皿（２９０）が８区で、刷毛目文鉢が１２区４溝（４５４）
・５壙（４７９）・遺構外（４９７）で出土した。
〈志戸呂〉 擂鉢が７区１溝（１１）・遺構外（９６）、
８区（２９４）、１１区５溝（３８２）、１２区３溝（４３３）・
４溝（４５５）・２井（４７７）で、徳利（９７）・壺（９８）
が７区で、内禿皿（２９２）・丸皿（２９３）・向付（２９５
・２９６）が８区で、大皿が１１区１壙（３８４）、２３次T

２溝（５３４）で、小壺が１２区（４９８）で、灯明皿が１６
次（５２３）で、丸碗が２３次（５５２）で出土した。
〈初山〉 丸皿が８区（２９７）で、天目茶碗が２３次
（５５３）で出土した。
〈備前〉 茶入が２３次（５５４）で出土した。
〈丹波信楽〉 丹波の擂鉢が８区（２９８）で、信楽
の灯明皿が７区（９９）、８区（２９９）で出土した。
〈ほか〉 堺の擂鉢が８区（３００）で、東濃の小皿
が８区（３０１）で出土した。
〈肥前系磁器〉 天目茶碗が１１区１溝（３７８）で、
青磁碗が８区（３０２）で、染付碗が７区（１００～１０２）、
８区５井（１７７）・遺構外（３０３～３１５）、１１区１溝（３７９）
・遺構外（３９９～４０８）、１２区３溝（４３４～４３７）・４
溝（４５６）・８溝（４７２）・１２溝（４７５）・５壙（４８０
～４８２）、１６次１９壙（５０９）・遺構外（５２５・５２６）で、
染付小碗が８区（３１６）で、染付筒形碗が１２区３溝
（４３８）で、色絵碗が８区（３１７・３１８）・１１区（４０９）
で、青磁皿が１６次（５２７）で、染付皿が７区（１０３）、
８区（３１９・３２０）、１２区５壙（４８３）で、染付蓋付鉢
が１１区（４１０）で、染付蓋が１２区３溝（４３９）で、香
炉が７区（１０４）、１１区１溝（３８０）で、猪口が７区
（１０５・１０６）・５壙（４８４）で、仏飯器が８区（３２１
・３２２）で、小坏が７区（１０７）、８区（３２３）で、染
付小坏が８区３０壙（１９１）で、白磁小坏が１２区５壙
（４８５）で、青磁瓶が１６次（５２８）で、小瓶が１６次（５２９）
で出土した。
○波佐見 青磁香炉が１２区５壙（４８６）で、青磁中
皿が１２区（５００）で出土した。
〈瀬戸美濃系磁器〉 染付碗が１１区（４１１）で、染
付箱形湯呑が１１区（４１２）で出土した。
〈在地産土器〉
○かわらけ ほぼ全ての調査区から出土した。
完形のものは７区１溝（１３）・６井（３６）・２壙
（４５）、８区（３２８）で出土した。
略完形のものは７区５井（３３）、８区（３２９）、１２
区１壙（４７８）、２３次（５５５）で出土した。
手づくねの可能性のあるものが８区２a溝（１３２

～１３４）、２３次（５６０）で出土した。
灯芯油痕が認められるものが７区７井（３８）・２
壙（４５）、８区（３２７・３２９）、１２区３溝（４４０）で 出



出土した遺物

－６３－

土した。
スス付着は８区（３３４・３４０・３４５）で出土した。
○ほうろく 各地区で破片が出土している。内耳が
残るものはいずれも底面まで掛かるものではなく体
部に収まるものである。
○香炉 ８区（３６９～３７１）で出土した。
○火鉢 角形が８区８溝（１６４）・遺構外（３７４・３７５）、
１６次１９壙（５１８）で、円形が８区１０井（１８３）・遺構
外（３７２・３７３）、１６次３壙（５０７）、２３次（５６３）で出
土した。
○擂鉢 ７区１溝（１８）・１壙（４２）、８区（３６２～
３６６）、１６次１９壙（５１７）で出土した。
○土鍋 ７区１溝（１６）・１５溝（２５・２６）・遺構外
（１２１）、８区６溝（１４９）・遺構外（３６１）、１６次３
壙（５０６）・１９壙（５１６）で出土した。
○片口鉢 ７区１溝（１７）・１５溝（２４）・３井（２７）
・８井（３９）・３壙（４６）・遺構外（１２２～１２４）、
８区６溝（１４８・１５０）・８溝（１６３）・遺構外（１６５
・３６７・３６８）、１１区（４１３）で出土した。
○壺 胎土に金雲母を含むものが８区（３７６）で出
土した。
○瓦 １１区（４１４～４２７）、１２区３溝（４４３～４４５）、５
壙（４８８～４９１）、２３次（５６４）で出土した。
【その他】
土製円盤はかわらけ・陶片を加工したものが出土

した。土鈴が１２区４溝（５８６）で出土した。

《遺物一覧表中 かわらけの形式について》
※現在までの調査で騎西城跡で最も古い遺構は騎

西城武家屋敷跡第１０区１・４溝である。この溝から
は瀬戸美濃大窯１の擂鉢が１個体確認されているが、
大窯１の特徴的な皿である端反皿は１点も確認され
ていない。こうした問題点もあるが、この遺構から
出土したかわらけ（『騎西町史』考古資料編１p４３０
の騎西城武家屋敷跡第１０区１・４溝№４０～７１）をと
りあえずは、騎西城Ⅰ期のかわらけとする。年代的
には１５C中～１６C前半としておく。
次に、同資料編１p４５７の騎西城跡第１５区の１０堀
・２５堀下層出土かわらけ№６４・６５・６７・７０・７２～７７
・７９・８１～８４がある。このうち６４・７２・８２はⅠ期の

かわらけである。この１０堀・２５堀の上層では志野や
唐津などの陶器が出土しているが、下層からは出土
せず瀬戸美濃大窯３の削りこみ高台の鉄釉皿（同資
料編１p４５２№２９・３０）と共伴している。また、騎
西城跡第１９区７堀の中位層から約２０個体のかわらけ
がまとまった形で出土しており（同資料編１p４７４
・４７５№２９～４７、写真２２２）、共伴遺物は口縁部を欠
く大窯期の擂鉢のみであるが、中位層以下からは志
野や唐津は確認されていない。そのため、このかわ
らけ群をⅡ期とし年代は１６C中～末とする。
Ⅲ期は騎西城第１９区の炭化物層出土かわらけ（同

資料編１p４９０№４７～６６）がある。この炭化物層は
前述の第１９区７堀の上層に厚さ約１mで確認され、
ここからは瀬戸美濃の連房１や２の志野丸皿、連房
１の総織部皿、肥前系陶器の唐津鉄絵皿などが共伴
している。また、騎西城武家屋敷跡４区の１壙出土
かわらけ（同資料編１p５５６№２８～３０、３３～３６、３８
～４２）がある。この土壙からは瀬戸美濃連房２の志
野丸皿・鉄絵皿、１７C前半の志戸呂香炉が共伴して
いる。そのため年代は１７世紀前半とする。
なお、Ⅳ・Ⅴ期は騎西城廃城後であるが、今回報
告のKB大英寺区１溝出土かわらけ（第２９図７～
２５）がⅣ期で１７C後半、Ⅴ期は騎西城武家屋敷跡妙
光寺１・２調査で肥前磁器の染付碗（くらわんか
碗）と共伴する１８C代のかわらけである。
（※印については 島村範久２０１１『騎西城武家屋敷
跡 KB大英寺・１・２区調査－中近世編－』加須
市埋蔵文化財調査報告書第２集 第Ⅳ章出土した遺
物 第１節土器類５４・９４pより転載した）
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出土した遺物

－９３－

図
№ 器種 産地 調査名 出土地点 口径 底径 器高 時期・

分類 年代 遺物
ID 備考 残存率

１ 磁器・碗／青磁碗 龍泉窯系
中国

KB７ １溝 C―２G№６２ ― ― ― A―４類 １２c中～１３c 青０７ 内外緑色の釉／内面
二条の沈線

１／２以下

２ 磁器・碗／青磁碗 龍泉窯系
中国

KB７ １溝 C―２G№８６ ― ― ― １３c～１４c 青０４ 内外青緑色の釉／蓮
弁文

１／２以下

３ 焼締陶器・片口鉢 常滑 KB７ １溝 ― ― ―１０形式
Ⅱ類

１４５０～１５００鉢０４ １／２以下

４ 焼締陶器・片口鉢 常滑 KB７ １溝 B―１G ― ― ―１０形式
Ⅱ類

１４５０～１５００鉢０５ １／２以下

５ 焼締陶器・片口鉢 常滑 KB７ １溝 B―２G№４２ ― ― ―１０形式
Ⅱ類

１４５０～１５００鉢０３ １／２以下

６ 焼締陶器・片口鉢 常滑 KB７ １溝 C―３G№５９ ― ― ―１０形式
Ⅱ類

１４５０～１５００鉢０２ １／２以下

７ 陶器・皿／折縁皿 瀬戸美濃 KB７ １溝、２１P、一括 ＊１０．０ ― ― 大４ 皿１２ 内外灰釉／丸ノミで
ソギ

１／２以下

８ 陶器・擂鉢 瀬戸美濃 KB７ １溝（B―２G№６１、C―２G№
８３）、１壙B―２G（№２３・２５）、
一括

＊２９．０ ― ― 古後Ⅳ
（新）

町 鉢
２７０

内外錆釉／櫛目／内外
被熱／内面磨痕

１／２以下

９ 陶器・擂鉢 瀬戸美濃 KB７ １溝 C―２G№６９ ＊２６．０ ― ― 大２、Ⅰ
類

町 鉢
２１３

内外錆釉／櫛目 １／２以下

１０ 陶器・坏／端反坏 瀬戸美濃 KB７ １溝 C―２G№１１ ７．４ ３．０ ４．２登１か２ 町他２０内外灰釉・高台周辺
露胎

３／４以上

１１ 陶器・擂鉢 志戸呂 KB７ １溝 B―２G（№３９・４３・４４・
４５）、B―２G№１９・２０４T、４T

― １０．４ ― １６c 町鉢６０内外錆釉／櫛目２８本 １／２以下

１２ 土器・かわらけ 在地 KB７ １溝 C―２G（№１・６・８・９４） ９．２ ５．６ ３．６騎西城
Ⅲ期

K０４ １／２以上

１３ 土器・かわらけ 在地 KB７ １溝 C―２G№３２ １１．０ ５．０３．０～３．７騎西城
Ⅰ期

K０６ 底部内面指頭ナデ／
底部外面板ナデ

完形

１４ 土器・ほうろく 在地 KB７ １溝（C―２G №４６・４７・５０・
５１・５４・５７・５８・６０、C―３G
№７６）

＊３５．０ ３２．０ ＊５．３ H１１ １／２以上

１５ 土器・ほうろく 在地 KB７ １溝 C―２G№７９ ― ― ＊５．０ H０５ 外面スス付着 １／２以下
１６ 土器・土鍋 在地 KB７ １溝 B―１G№３３ ― ― ― D０１ 外面スス付着 １／２以下
１７ 土器・片口鉢 在地 KB７ １溝 B―１G№３８ ― ― ― １４c 前 鉢１６ １／２以下
１８ 土器・擂鉢 在地 KB７ １溝 C―２G№５９ ― ― ― 鉢１４ １／２以下
１９ 磁器・碗／青磁碗 龍泉窯系

中国
KB７ ５溝 C―３G№７８ ― ― ― A―４類 １２c中～１３c 青０１ 内外暗緑色の釉／片

彫りで飛雲文
１／２以下

２０ 焼締陶器・片口鉢 常滑 KB７ ６溝 C―４G№２０ ― ― ―５・６a 形
式，Ⅱ類

１３c 鉢０９ 内外自然釉 １／２以下

２１ 土器・かわらけ 在地 KB７ ６溝（D―４G №２９・３１、一
括）、６・７溝、D―４G №４、一
括

１１．０ ６．８２．１～２．４騎西城
Ⅲ期

K０７ 底部内面ナデ １／２以上

２２ 土器・ほうろく 在地 KB７ ６溝 D―４G№４２ ― ― ５．４ H０９ 外面スス付着 １／２以下
２３ 土器・かわらけ 在地 KB７ １１溝 E―６G№６０、１２溝 E―

６G、E―６G№４、一括
１１．２ ６．０ ２．７騎西城

Ⅰ期カ
K０５ 底部内面ナデ／内外

口縁黒色
１／２以上

２４ 土器・片口鉢 在地 KB７ １５溝 C―２G№９６ ― ― ― １４c 前 鉢２３ １／２以下
２５ 土器・土鍋 在地 KB７ １５溝 C―２G（№９７・１００） ― ＊１８．０ ― D０４ 胎土に金雲母 １／２以下
２６ 土器・土鍋 在地 KB７ １５溝 C―２G（№１０７、一括） ― ― ― １４c 後～未 D０３ １／２以下
２７ 土器・片口鉢 在地 KB７ ３井 D―５G№５５、一括 ＊３２．０ ― ― 鉢２０ 内面剥落 １／２以下
２８ 陶器・碗／天目 瀬戸美濃 KB７ ５井 D―５G№７３ ＊１２．０ ４．３ ６．４登１ 天０９ 内外鉄釉・高台周辺

露胎
１／２以下

２９ 陶器・碗／天目 瀬戸美濃 KB７ ５井 D―５G№８２？ ＊１１．０ ― ― 登１・２ 天０６ 内外鉄釉・高台周辺
露胎

１／２以下

３０ 陶器・皿／稜皿 瀬戸美濃 KB７ ５井 D―５G ＊１１．０ ― ― 大２ 皿０７ 内外鉄釉 １／２以下
３１ 陶器・皿／丸皿 瀬戸美濃 KB７ ５井 ＊１０．０ ― ― 大２ 皿０６ 内外灰釉 １／２以下
３２ 陶器・皿／丸皿 瀬戸美濃 KB７ ５井 D―５G ＊１０．０ ― ― 大３ 皿０２ 内外灰釉 １／２以下
３３ 土器・かわらけ 在地 KB７ ５井（D―５G№７２、一括） ９．５ ６．０１．６～２．０騎西城

Ⅳ期
K１２ 内面体底部境ナデ 略完形

３４ 土器・ほうろく 在地 KB７ ５井 D―５G№７４、一括 ＊３５．０＊３０．０ ５．０ H０８ １／２以下
３５ 陶器・皿／端反皿 瀬戸美濃 KB７ ６井 ＊１２．０ ― ― 大１ 皿０５ 内外灰釉 １／２以下
３６ 土器・かわらけ 在地 KB７ ６井 E―５G№１９ １０．８ ７．８１．７～２．２騎西城

Ⅲ期
K１０ 底部内面回転ナデ／

底部外面糸切
完形

３７ 土器・ほうろく 在地 KB７ ６井 E―５G（№３４・３５） ＊３６．０＊３１．５ ５．２ H０３ １／２以下
３８ 土器・かわらけ 在地 KB７ ７井 D―４G№４５ ＊１１．０ ― ― K１６ 口唇灯芯油痕 １／２以下
３９ 土器・片口鉢 在地 KB７ ８井 E―５G ― ― ― 鉢１８ １／２以下
４０ 土器・かわらけ 在地 KB７ ９井（№５３・５４・５５・５６、一括） １２．０ ６．０ ２．９ K１３ １／２以上
４１ 陶器・擂鉢 瀬戸美濃 KB７ １壙 B―２G№３４ ― ― ― 大 鉢１３ 内外錆釉／櫛目１３本／

内外団子トチ痕
１／２以下

法量の単位は cm ＊は不確定な推定復元値 法量の単位は cm

第１０表 土器類一覧表１
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図
№ 器種 産地 調査名 出土地点 口径 底径 器高 時期・

分類 年代 遺物
ID 備考 残存率

４２ 土器・擂鉢 在地 KB７ １壙 B―２G（№３０・３５）、E―６
G№４４

＊２８．２＊１１．０ １３．１ 鉢２１ 櫛目７本 １／２以下

４３ 土器・かわらけ 在地 KB７ ２壙 C―３G（№１８・１９）、C―３
G

１１．６ ４．８ ３．０騎西城
Ⅰ期

K０３ 底部内面指頭ナデ １／２以上

４４ 土器・かわらけ 在地 KB７ ２壙 C―３G（№２１・２２・２３・
４１）

１１．４ ４．５ ３．０騎西城
Ⅰ期

K０２ 底部内面指頭ナデ／
底部外面板ナデ

１／２以上

４５ 土器・かわらけ 在地 KB７ ２壙 C―３G№２４ １１．０ ４．５３．０ ～
３．５

騎西城
Ⅰ期

K０９ 底部内面指頭ナデ／
底部外面板ナデ／口
唇灯芯油痕

完形

４６ 土器・片口鉢 在地 KB７ ３壙 C―３G№５１ ― ― ― 鉢１９ １／２以下
４７ 土器・かわらけ 在地 KB７ ８壙 E―７G№２９ ＊１２．０ ― ― 騎西城

Ⅰ期
K２０ １／２以下

４８ 土器・かわらけ 在地 KB７ ８壙、E―６G（№４・５）、一括 １２．０ ６．８ ２．７騎西城
Ⅱ期

K１１ １／２以上

４９ 土器・ほうろく 在地 KB７ １０壙（F―７G №１８・２０、一
括）

＊３６．０＊３２．０ ５．５ H０６ １／２以下

５０ 土器・ほうろく 在地 KB７ １０壙（F―７G №２３・２５・２６、
一括）、F―７G№６・１０

＊３８．０＊３４．０ ５．４ H０４ １／２以下

５１ 陶器・碗／天目 瀬戸美濃 KB７ １７壙 ― ― ― 登１ 天０７ 体部内面長石釉／口
縁内面・体部外面鉄
釉

１／２以下

５２ 陶器・擂鉢 瀬戸美濃 KB７ １７壙 C―２G№１１０ ― ― ― 町鉢
２１９

内外錆釉

５３ 土器・かわらけ 在地 KB７ ５０P ＊１１．０ ＊５．６ ２．４ K１４ １／２以下
５４ 磁器・碗／青磁碗 龍泉窯系

中国
KB７ 一括 ― ― ― A―４類 １２c中～１３c 青０２ 内外暗緑色の釉／三

条の沈線
１／２以下

５５ 磁器・碗／青磁碗 龍泉窯系
中国

KB７ 一括 ― ― ― B―０類 １３c～１４c 青０３ 内外青緑色の釉／蓮
弁文

１／２以下

５６ 磁器・香炉／青磁香炉 龍泉窯系
中国

KB７ 一括 ― ― ― １３c～ 青０５ 内外暗緑色の釉／外
面一条の沈線

１／２以下

５７ 磁器・碗／青磁碗 同安窯系
中国

KB７ 一括 ― ― ― Ⅰ類 １２c中～１３c 青０６ 黄緑色の釉／ジグザ
グ文・櫛目

１／２以下

５８ 磁器・碗／白磁碗 中国 KB７ 一括 ― ― ― １３c～１４c 白０１ 内外灰白色の釉 １／２以下
５９ 磁器・皿／白磁皿 中国 KB７ 一括 ＊１２．０ ― ― C―１類 １５c中～１６c 白０２ 内外灰白色の釉／口

禿皿
１／２以下

６０ 磁器・皿／白磁皿 中国 KB７ 一括 ― ＊５．０ ― Ⅸ類 １４c 白０３ 内外灰白色の釉・底
部外面釉ぬぐう

１／２以下

６１ 磁器・碗／染付碗 中国 KB７ 一括 ― ― ― １７c 染０４ 草花文 １／２以下
６２ 磁器・碗／染付碗 中国 KB７ 一括 ― ＊７．０ ― B群 １５c 染０５ 高台端部露胎／唐草

文・圏線
１／２以下

６３ 磁器・皿／染付皿 中国 KB７ 一括 ― ― ― E 群 １６c末～１７c 染０１ 四方襷文・唐草文 １／２以下
６４ 磁器・皿／染付皿 中国 KB７ 一括 ― ― ― E 群 １６c末～１７c 染０２ 四方襷文・圏線 １／２以下
６５ 磁器・皿／染付皿 中国 KB７ 一括 ― ― ― B―１群 １５c中～１６c 染０３ 圏線・花文 １／２以下
６６ 焼締陶器・片口鉢 常滑 KB７ ４T ― ― ―９形式、

Ⅱ類
１４００～１４５０鉢０１ １／２以下

６７ 陶器・碗／天目 瀬戸美濃 KB７ B―１G№１、F―７G№４ ＊１２．０ ― ― 大１ 天０２ 内外鉄釉・高台周辺
錆釉

１／２以下

６８ 陶器・碗／天目 瀬戸美濃 KB７ B―１G№５、№２ ― ＊４．５ ― 登１ 天０８ 内外鉄釉・高台周辺
露胎

１／２以下

６９ 陶器・碗／天目 瀬戸美濃 KB７ C―３G№１７ ＊１１．０ ― ― 大３ヵ 天０３ 内外鉄釉 １／２以下
７０ 陶器・碗／天目 瀬戸美濃 KB７ E―５G№８ ＊１０．４ ― ― 大４ヵ 天０４ 内外鉄釉 １／２以下
７１ 陶器・碗／天目 瀬戸美濃 KB７ 一括 ＊１１．０ ― ― 大２ヵ 天０１ 内外鉄釉 １／２以下
７２ 陶器・碗／天目 瀬戸美濃 KB７ 一括 ＊１２．０ ― ― 大２ヵ 天０５ 内外鉄釉 １／２以下
７３ 陶器・碗／丸碗 瀬戸美濃 KB７ 一括 ＊１０．０ ― ― 登１・２ 碗０１ 内外鉄釉 １／２以下
７４ 陶器・皿／端反皿 瀬戸美濃 KB７ E―５G№１１ ＊１１．０ ＊６．０ ２．３大１ 皿０３ 内外鉄釉／高台内輪

トチン痕
１／２以下

７５ 陶器・皿／端反皿 瀬戸美濃 KB７ E―５G№１３ ＊１０．０ ― ― 大１ 皿０４ 内外灰釉 １／２以下
７６ 陶器・皿／丸皿 瀬戸美濃 KB７ 一括 ＊１１．０ ＊６．５ ２．５大３ 皿０１ 内外灰釉 １／２以下
７７ 陶器・皿／稜皿
（ヒダ皿）

瀬戸美濃 KB７ 一括 ＊８．０ ― ― 大３ 皿０８ 内外鉄釉の上に灰釉
流し掛け／口縁部輪
花風

１／２以下

７８ 陶器・皿／灯明皿
（油皿）

瀬戸美濃 KB７ 一括 ＊１０．０ ― ― １９c 皿０９ 内外鉄釉 １／２以下

７９ 陶器・皿／灯明皿
（受皿）

瀬戸美濃 KB７ 一括 ＊１０．０ ＊４．４ ２．０ １９c 皿１０ 内面・口縁外面鉄釉／
体部外面重ね焼き痕

１／２以下

８０ 陶器・皿／灯明皿
（受皿）

瀬戸美濃 KB７ 一括 ＊１０．０ ― ― １９c 皿１１ 内面・口縁外面鉄釉／
体部外面重ね焼き痕

１／２以下

法量の単位は cm ＊は不確定な推定復元値 法量の単位は cm

第１１表 土器類一覧表２
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８１ 陶器・鉢／大皿 瀬戸美濃 KB７ B―３G№２ ― ― ― 大３ 鉢０８ 内外鉄釉・外面灰釉
流し掛け

１／２以下

８２ 陶器・鉢／黄瀬戸鉢 瀬戸美濃 KB７ B―２G№９ ＊１２．０ ― ― 大４ 鉢０７ 内外灰釉 １／２以下
８３ 陶器・擂鉢 瀬戸美濃 KB７ D―５G№５、一括 ＊３１．８ ― ― 大３前、

Ⅰ類
町鉢
２０３

内外錆釉 １／２以下

８４ 陶器・擂鉢 瀬戸美濃 KB７ E―７G№３ ― ― ― 大２ヵ、
Ⅰ類

町鉢
２３１

内外錆釉 １／２以下

８５ 陶器・擂鉢 瀬戸美濃 KB７ F―７G№１ ― ― ― 大２ヵ、
Ⅱ類

町鉢
１５０

内外錆釉 １／２以下

８６ 陶器・擂鉢 瀬戸美濃 KB７ 一括 ― ― ― 大３前、
Ⅱ類

鉢１０ 内外錆釉 １／２以下

８７ 陶器・擂鉢 瀬戸美濃 KB７ 一括 ― ― ― 大３ 鉢１１ 内外錆釉 １／２以下
８８ 陶器・擂鉢 瀬戸美濃 KB７ 一括 ― ― ― 大４ 鉢１２ 内外錆釉 １／２以下
８９ 陶器・擂鉢 瀬戸美濃 KB７ 一括 ― ― ― 大２、Ⅰ類 町鉢

２１８
内外錆釉 １／２以下

９０ 陶器・徳利 瀬戸美濃 KB７ 一括 ＊８．０ ― ― 古後Ⅳ
（新）ヵ

袋０１ 内外鉄釉／被熱 １／２以下

９１ 陶器・徳利 瀬戸美濃 KB７ 一括 ＊９．０ ― ― 大 袋０２ 内外鉄釉 １／２以下
９２ 陶器・壺／祖母懐壺 瀬戸美濃 KB７ B―１G№１８３T ― ― ― 古後～

大
袋０４ 体部外面上方鉄釉 １／２以下

９３ 陶器・瓶子 瀬戸美濃 KB７ D―５G№３４ ― ― ― 古後 袋０３ 外面灰釉 １／２以下
９４ 陶器・碗 肥前

（唐津）
KB７ 一括 ― ― ― １７c 後 碗０２ 内外灰釉 １／２以下

９５ 陶器・向付 肥前
（唐津）

KB７ F―６G№１、一括 ― ５．０ ― １６c 末～
１７c前

他０１ 内外灰釉・高台周辺
露胎／鉄で草花文・筋
文

１／２以下

９６ 陶器・擂鉢 志戸呂 KB７ 一括 ― ― ― １６c 後 鉢０６ 内外錆釉 １／２以下
９７ 陶器・徳利 志戸呂 KB７ E―６G（№６・８・１１） ― ― ― １６c中～１７c 町袋２７外面鉄釉 １／２以下
９８ 陶器・壺 志戸呂 KB７ 一括 ― ― ― １７c 他１２ 頸部内面茶褐色の釉

／口縁内面・外面鉄釉
１／２以下

９９ 陶器・皿／灯明皿（受
皿）

信楽 KB７ 一括 ＊１０．０ ＊３．６ １．７ １９c 皿１３ 内面・口縁外面灰釉・
桟端部露胎

１／２以下

１００ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB７ 一括 ― ＊３．４ ― １８c 伊０１ 高台端部露胎／梅樹
文・圏線

１／２以下

１０１ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB７ 一括 ＊１０．０ ― ― １８c 伊０３ 梅樹文 １／２以下
１０２ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB７ 一括 ― ― ― １８c 伊０４ 梅樹文 １／２以下
１０３ 磁器・皿／染付皿 肥前 KB７ 一括 ＊１０．０ ― ― １８c 伊０５ 草文・唐草文 １／２以下
１０４ 磁器・香炉 肥前 KB７ 一括 ＊１０．０ ― ― １８c～ 伊０６ 口縁内面・外面淡青

緑色の釉／縦方向に
ソギ

１／２以下

１０５ 磁器・猪口 肥前 KB７ 一括 ＊８．０ ― ― １９c 伊０８ 四方襷文・花文 １／２以下
１０６ 磁器・猪口 肥前 KB７ B―２G№２ ＊７．０ ＊５．０ ６．１ １８c 伊０２ 菊花文・氷裂文・圏線１／２以下
１０７ 磁器・小坏 肥前 KB７ B―２G№７ ― ２．４ ― １７c後～１８c 伊０７ 高台端部露胎・砂溶

着
１／２以下

１０８ 土器・かわらけ 在地 KB７ D―４G№５ ＊１０．０ ５．５ ２．５騎西城
Ⅱ期

K１７ １／２以下

１０９ 土器・かわらけ 在地 KB７ D―４G№２６ ＊１１．２ ５．０ ３．５騎西城
Ⅰ期

K０１ １／２以下

１１０ 土器・かわらけ 在地 KB７ E―６G№７ ＊１２．０ ― ― 騎西城
Ⅰ期

K２２ １／２以下

１１１ 土器・かわらけ 在地 KB７ E―６G№９ ＊１２．０ ６．８ ２．７騎西城
Ⅱ期

K１８ 底部内面ナデ／内面
体底部境ナデ

１／２以下

１１２ 土器・かわらけ 在地 KB７ E―６G（№３１・３２） １１．４ ６．８ ２．５騎西城
Ⅱ期

K０８ 内面体底部境ナデ １／２以下

１１３ 土器・かわらけ 在地 KB７ F―６G№８ ＊１２．０ ― ― 騎西城
Ⅰ期

K２１ １／２以下

１１４ 土器・かわらけ 在地 KB７ 一括 ＊１０．０ ― ― K１５ １／２以下
１１５ 土器・かわらけ 在地 KB７ 一括 ＊１１．０ ＊３．２ ２．７騎西城

Ⅰ期カ
K１９ １／２以下

１１６ 土器・かわらけ 在地 KB７ 一括 ＊１３．０ ＊８．０ ２．５騎西城
Ⅱ期

K２３ 内面体底部境ナデ １／２以下

１１７ 土器・ほうろく 在地 KB７ C―４G（№７・８） ― ― ５．４ H１０ １／２以下
１１８ 土器・ほうろく 在地 KB７ D―５G№１３ ― ― ５．６～５．８ H０１ １／２以下
１１９ 土器・ほうろく 在地 KB７ E―６G№２０ ＊３４．６＊３０．０ ５．４ H０７ １／２以下
１２０ 土器・ほうろく 在地 KB７ F―６G№４８ ― ― ４．８ H０２ 外面スス付着 １／２以下
１２１ 土器・土鍋 在地 KB７ C―３G№１６ ― ― ― １５c D０２ 素焼胎土ザラつく １／２以下
１２２ 土器・片口鉢 在地 KB７ D―５G№２３ ― ― ― １３c 後 鉢２２ 素焼胎土ザラつく １／２以下

法量の単位は cm ＊は不確定な推定復元値 法量の単位は cm

第１２表 土器類一覧表３
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№ 器種 産地 調査名 出土地点 口径 底径 器高 時期・

分類 年代 遺物
ID 備考 残存率

１２３ 土器・片口鉢 在地 KB７ E―６G№２５ ― ― ― 鉢１５ １／２以下
１２４ 土器・片口鉢 在地 KB７ E―７G№８ ― ― ― 鉢１７ １／２以下
１２５ 土器・ほうろく 在地 KB８ １溝 A―２G№６７ ― ― ― H０２ 外面スス付着
１２６ 陶器・碗／志野丸皿 瀬戸美濃 KB８ ２a 溝 A―２G№６４ ＊１４．０ ＊７．０ ２．９登１ 皿１７ 口縁内外長石釉 １／２以下
１２７ 土器・かわらけ 在地 KB８ ２a溝 ＊１０．０ ＊６．６ １．９騎西城

Ⅲ期
K３７ １／２以下

１２８ 土器・かわらけ 在地 KB８ ２a 溝 A―２G№４４ ＊１０．０ ― ― K３１ １／２以下
１２９ 土器・かわらけ 在地 KB８ ２a 溝 A―２G№６０ ＊１０．７ ＊６．６ ２．７騎西城

Ⅲ期
K２４ １／２以下

１３０ 土器・ほうろく 在地 KB８ ２a 溝 A―２G№１２ ― ― ５．５ H０６
１３１ 磁器・碗／青磁碗 龍泉窯系

中国
KB８ ２b溝底A―２G№５８ ― ― ― Ⅰ―４類 町青９ 内外淡青色の釉／内

面に文様
１／２以下

１３２ 土器・かわらけ 在地 KB８ ２b溝底A―２G№５０ ＊１４．０ ― ３．２ 町K
３０２

手づくね／焼成不良 １／２以下

１３３ 土器・かわらけ 在地 KB８ ２b溝底A―２G№５９ ＊９．５ ― ― 町 K
３０３

手づくね／焼成不良 １／２以下

１３４ 土器・かわらけ 在地 KB８ ２b溝 ＊９．５ ― ― 町 K
３０４

手づくねヵ／焼成不
良

１／２以下

１３５ 磁器・碗／青磁碗 同安窯系
中国

KB８ ２溝 ― ― ― Ⅰ類 １２c中～１３c 青０３ 内外淡灰緑色の釉・
高台周辺露胎／櫛目
の文様

１／２以下

１３６ 陶器・皿／志野丸皿 瀬戸美濃 KB８ ２溝 A―２G№３８ １１．５ ６．０ ２．８登１ 皿１５ 内外長石釉／内外円
錘ピン痕

１／２以上

１３７ 陶器・皿／丸皿 瀬戸美濃 KB８ ２溝 B―２G ＊１１．８ ― ― 登１ 皿３６ 内外灰釉・長石釉を
混ぜたような釉ヵ

１／２以下

１３８ 土器・かわらけ 在地 KB８ ２溝 A―２G№３７ ＊１０．０ ＊６．８ ２．３ K４３ １／２以下
１３９ 陶器・皿／ヒダ皿 瀬戸美濃 KB８ ３溝１１壙 B―２G№３、B―２G

№１１、一括
１０．０ ５．６ ２．５大３後 町皿

１３９
内外灰釉／内禿皿丸
ノミによるソギ／高
台内輪トチン痕

１／２以下

１４０ 土器・かわらけ 在地 KB８ ３溝１１壙 B―２G№１４ ＊１０．０ ＊５．０ ２．５騎西城
Ⅰ期

K４０ １／２以下

１４１ 土器・かわらけ 在地 KB８ ３溝 ＊１１．０ ＊７．４ ２．７ K４４ １／２以下
１４２ 土器・ほうろく 在地 KB８ ３溝 A―２G№４ ― ― ― H１０
１４３ 土器・かわらけ 在地 KB８ ４溝 B―２G№１７ ９．６ ６．８ ２．２騎西城

Ⅲ期
K４２ １／２以下

１４４ 焼締陶器・片口鉢 常滑 KB８ ６溝 C―５G№５７ ― ― ―１１型式、
Ⅱ類

１５００～１５５０鉢１３ １／２以下

１４５ 陶器・皿／縁釉小皿 瀬戸美濃 KB８ ６溝 C―４G№１４７ ＊１０．０ ― ― 古後Ⅳ（古） 皿４３ 口縁内面灰釉 １／２以下
１４６ 陶器・皿／折縁深皿 瀬戸美濃 KB８ ６溝（C―４G №１１９・C―５G

№３６）、３井 B―４G №４６、
３１壙 C―６G №５、C―５G №
１３７

＊３０．０＊１５．０ ― 古後Ⅳ
（新）

皿３４ 口縁内外灰釉／底部
内面団子トチの痕／
割れ口漆継ぎの跡ヵ

１／２以下

１４７ 陶器・鉢／卸目付大
皿

瀬戸美濃 KB８ ６溝 C―５G№５６ ― ― ― 古後Ⅲ・
Ⅳ（新）

鉢０５ 内面薄く自然釉／ヘ
ラ先で卸目／内面重
ね焼きの三足痕

１／２以下

１４８ 土器・片口鉢 在地 KB８ ６溝 C―４G№９５ ― ― ― １３c 後 鉢１４ １／２以下
１４９ 土器・土鍋 在地 KB８ ６溝 C―５G№５５ ― ― ― １５c 前 D０１ 胎土ザラつく
１５０ 土器・片口鉢 在地 KB８ ６溝 C―４G№１２２ ＊２７．０ ― ― １３c 後 鉢２４ １／２以下
１５１ 焼締陶器・片口鉢 常滑 KB８ ７溝 C―４G№１０４ ＊３６．０ ― ―１２型式、

Ⅱ類
１５５０～１６００鉢０８ 外面工具痕 １／２以下

１５２ 焼締陶器・片口鉢 常滑 KB８ ７溝 C―４G№１０５ ― ― ―８型式、
Ⅱ類

１３５０～１４００鉢１１ 内面自然釉 １／２以下

１５３ 陶器・皿／縁釉小皿 瀬戸美濃 KB８ ８溝 D―５G№７８ ＊１０．０ ＊４．５ ２．３古後Ⅳ（新） 皿３３ 口縁内面灰釉 １／２以下
１５４ 陶器・皿／折縁皿 瀬戸美濃 KB８ ８溝 D―５G№７３ ＊１２．０ ― ― 大４前 皿２０ 内外灰釉／内面ソギ １／２以下
１５５ 陶器・香炉 瀬戸美濃 KB８ ８溝 D―６G№７５ ― ＊８．０ ― 大１ １５c後 町香１７内外灰釉 １／２以下
１５６ 土器・かわらけ 在地 KB８ ８溝 D―５G№７７ ＊１１．８ ― ― 騎西城

Ⅲ期
K１４ １／２以下

１５７ 土器・かわらけ 在地 KB８ ８溝 D―６G№７３ １０．９ ６．３ ２．５騎西城
Ⅲ期

K１０ 底部内面渦巻ナデ １／２以上

１５８ 土器・かわらけ 在地 KB８ ８溝 D―６G№７６ ＊１０．３ ６．０ ２．９騎西城
Ⅲ期

K０９ １／２以上

１５９ 土器・かわらけ 在地 KB８ ８溝 D―６G（№８６・８７） １１．２ ６．８ ２．５騎西城
Ⅲ期

K１１ 底部内面渦巻ナデ １／２以上

１６０ 土器・かわらけ 在地 KB８ ８溝 D―６G（№９５・９６） ＊１０．０ ＊６．０ ２．６騎西城
Ⅲ期

K１８ １／２以下

１６１ 土器・かわらけ 在地 KB８ ８溝 D―６G№９７ ＊１０．８ ＊７．４ ２．５騎西城
Ⅲ期

K１３ １／２以下

法量の単位は cm ＊は不確定な推定復元値 法量の単位は cm

第１３表 土器類一覧表４
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１６２ 土器・ほうろく 在地 KB８ ８溝 D―５G№４３ ― ― ６．３ H０３ 外面スス付着 １／２以下
１６３ 土器・片口鉢 在地 KB８ ８溝 D―６G№７４ ＊３２．０ ― ― １４c 後 鉢１５ 堅徴 １／２以下
１６４ 土器・火鉢 在地 KB８ ８溝 C―４G№８９ ― ― ― 火鉢１ 雷文を押印／角火鉢 １／２以下
１６５ 土器・片口鉢 在地 KB８ 一括 ― ― ― 鉢１６ 内面スス付着 １／２以下
１６６ 陶器・皿／縁釉小皿 瀬戸美濃 KB８ 一括 ＊１０．０ ― ― 古後Ⅳ（古） 皿４２ 口縁内外灰釉 １／２以下
１６７ 土器・ほうろく 在地 KB８ １井 B―３G№７５ ― ― ― H１２ １／２以下
１６８ 土器・ほうろく 在地 KB８ １井 B―３G№７７ ― ― ５．０ H０５ 外面スス付着 １／２以下
１６９ 土器・ほうろく 在地 KB８ １井、B―４G№５８ ― ― ５．４ H１６ １／２以下
１７０ 土器・ほうろく 在地 KB８ ３井 B―４G№２７ ― ― ５．１ H１３ 外面スス付着 １／２以下
１７１ 土器・ほうろく 在地 KB８ ３井 B―４G№４７ ― ― ４．９ H１４ 外面スス付着 １／２以下
１７２ 土器・ほうろく 在地 KB８ ３井 B―４G（№３５・５１） ― ― ５．５ H０４ 外面スス付着 １／２以下
１７３ 土器・かわらけ 在地 KB８ ４井 B―４G№３０ ＊１１．８ ６．１ ３．４ K０４ 底部内面指頭ナデ／

底部外面板ナデ／内
面黒化

１／２以上

１７４ 土器・かわらけ 在地 KB８ ４井 B―４G№３１ ＊１１．７ ＊６．６ ２．６ K２５ 外面二条の工具痕 １／２以下
１７５ 陶器・皿／菊皿 瀬戸美濃 KB８ ５井 C―５G№８０ ― ６．７ ― 登２・３ 皿０７ 内外織部釉・高台周

辺露胎／型打皿
１／２以下

１７６ 陶器・皿／志野菊皿 瀬戸美濃 KB８ ５井、C―５G№８ ＊１２．６ ＊７．２ ２．６大４末 皿１６ 内外長石釉・高台内露
胎／内外円錘ピン痕

１／２以下

１７７ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB８ ５井、C―５G（№４２・４４）、一
括

＊１０．４ ４．５ ７．１ １７c後 伊１３ 網目文／高台端部砂
溶着

１／２以下

１７８ 土器・ほうろく 在地 KB８ ６井 C―５G №５８、C―５G №
８７、D―５G№１２、一括

＊３２．４＊３０．０ ５．２ H０７ １／２以下

１７９ 陶器・皿／卸皿 瀬戸美濃 KB８ １０井 ― ― ― 古中Ⅱ 皿５５ 内面・口縁外面薄い
灰釉

１／２以下

１８０ 陶器・皿／菊皿 瀬戸美濃 KB８ １０井 C―５G№２４３、一括 ― ６．８ ― 登２・３ 皿０６ 内外黄瀬戸釉・高台
周辺露胎／内面円錘
ピン痕／型打皿

１／２以下

１８１ 土器・かわらけ 在地 KB８ １０井 ＊８．２ ― ― K３９ １／２以下
１８２ 土器・ほうろく 在地 KB８ １０井 C―５G№２２９ ― ― ― H０１ 外面スス付着 １／２以下
１８３ 土器・火鉢 在地 KB８ １０井 C―５G（№２５１・２５３・

２５４、一括）、一括（注記は
１１・１５井）

＊４４．０＊３５．０ ― 火鉢３ 円形 １／２以下

１８４ 陶器・小坏 瀬戸美濃 KB８ 一括（注記は１１井） ＊９．０ ― ― 登１・２ 他０６ 内外鉄釉 １／２以下
１８５ 磁器・皿／染付皿 中国 KB８ １０壙 ― ＊８．０ ― B―１群 １５c中～

１６c末
染０１ 玉取獅子・唐草文／高

台端部砂溶着
１／２以下

１８６ 土器・ほうろく 在地 KB８ １４壙 C―４G（№８６・８８）、C―
４G（№３・５・１２・１８・２０・２１）、
一括

＊３８．０＊３２．０ ６．０ H０８ 底部内面・外面スス
付着／胎土金雲母含
む

１／２以下

１８７ 土器・かわらけ 在地 KB８ １５壙№１１９ １０．６ ６．４ ３．３ K３３ １／２以下
１８８ 焼締陶器・壺 渥美 KB８ １６壙 B―３G№３１ ＊１０．０ ― ― １２～１３c 袋０７ １／２以下
１８９ 土器・かわらけ 在地 KB８ １６壙 B―３G№３ １１．０ ５．６ ３．４騎西城

Ⅰ期
K０５ 底部内面ナデ／底部

外面板ナデ
１／２以上

１９０ 陶器・香炉 瀬戸美濃 KB８ ３０壙 C―５G №２４２、C―５G
№１５８

＊１３．８ ＊９．０ ５．４登４・５ １７c後 香０１ 口縁内面・体部外面
鉄釉／体部内面・高台
周辺露胎

１／２以下

１９１ 磁器・小坏／染付小坏 肥前 KB８ ３０壙 C―５G№２３８ ― ２．４ ― １７c 後 伊２５ 圏線／高台端部砂溶着１／２以下
１９２ 陶器・皿／折縁皿 瀬戸美濃 KB８ ３１壙 C―６G№４ ＊１１．０ ― ― 大３後 皿１９ 内外灰釉 １／２以下
１９３ 磁器・碗／青磁碗 龍泉窯系

中国
KB８ ５PC―４G№５２ ― ― ― Ⅰ―６類 町青２２櫛による蓮弁文・内

面片彫文
１／２以下

１９４ 磁器・碗／青磁碗 龍泉窯系
中国

KB８ B―３G№２２ ― ＊４．８ ― Ⅰ―５―C
類？

町青４９蓮弁文 １／２以下

１９５ 磁器・碗／青磁碗 龍泉窯系中国 KB８ D―５G№２４ ＊１３．２ ― ― Ⅰ―５類 １３c～１４c 町青３１蓮弁文 １／２以下
１９６ 磁器・碗／青磁碗 龍泉窯系中国 KB８ D―６G№４２ ＊１３．６ ― ― Ⅲ類 町青５１蓮弁文 １／２以下
１９７ 磁器・碗／青磁碗 龍泉窯系

中国
KB８ 一括 ― ＊４．０ ― Ⅰ―５類 １３c 青０２ 内外青緑色の釉・高

台内露胎／蓮弁文
１／２以下

１９８ 磁器・皿／染付皿 中国 KB８ A―２G№２４ ＊１０．０ ＊５．８ ２．２E群 １６c末～１７c 染０３ 二重圏線 １／２以下
１９９ 磁器・皿／染付皿 中国 KB８ 一括 ― ８．０ ― １７c 染０４ 龍文／高台内に朱書

ヵ／景徳鎮ヵ
１／２以下

２００ 磁器・皿／染付皿 中国 KB８ 一括 ― ― ― E 群 １６c末
～１７c

染０５ 草花文ヵ／高台端部
離れ砂溶着

１／２以下

２０１ 磁器・皿／染付皿 中国 KB８ 一括 ― ― ― B―１類 １６c中～
１６c末

染０６ 草花文ヵ／高台端部
離れ砂溶着

１／２以下

２０２ 磁器・皿／染付皿 中国 KB８ C―５G№１９５ ― ― ― １６c～１７c 染０７ 草花文／高台端部離
れ砂溶着

１／２以下

２０３ 焼締陶器・壺 渥美 KB８ C―４G№４３ ― ＊１４．０ ― １２～１３c 袋０８ １／２以下

法量の単位は cm ＊は不確定な推定復元値 法量の単位は cm

第１４表 土器類一覧表５
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図
№ 器種 産地 調査名 出土地点 口径 底径 器高 時期・

分類 年代 遺物
ID 備考 残存率

２０４ 焼締陶器・片口ヵ 常滑 KB８ A―２G№２３ ― ― ―５・６a
型式

鉢２０ 内外暗褐色／体部内
面・肩部自然釉

１／２以下

２０５ 焼締陶器・片口鉢 常滑 KB８ 一括 ― ― ―４型式、
Ⅰ類

１１９０～１２２０鉢１８ １／２以下

２０６ 焼締陶器・片口鉢 常滑 KB８ 一括 ― ― ―５・６a 型
式、Ⅰ類

鉢１９ 内面自然釉 １／２以下

２０７ 焼締陶器・片口鉢 常滑 KB８ C―４G№１４３ ― ― ―６a 型式、
Ⅰ類

１２５０～１２７５鉢０９ 口縁外面自然釉 １／２以下

２０８ 焼締陶器・片口鉢 常滑 KB８ 一括 ＊３４．０ ― ―８型式、
Ⅱ類

１３５０～１４００鉢１０ １／２以下

２０９ 焼締陶器・片口鉢 常滑 KB８ C―４G（№３９・４１） ＊３０．０ ― ―１０型式、
Ⅱ類

１４５０～１５００鉢０７ 内面工具痕 １／２以下

２１０ 焼締陶器・片口鉢 常滑 KB８ C―４G№６１ ― ― ―１１型式、
Ⅱ類

１５００～１５５０鉢１２ 内外工具痕 １／２以下

２１１ 焼締陶器・小壺
（水注ヵ）

常滑 KB８ C―５G（№５１・１６１）、一括 ＊５．２ ＊６．０ ― １２c 後ヵ 袋０４ 肩部自然釉 １／２以下

２１２ 焼締陶器・甕 常滑 KB８ D―６G№４４ ― ― ― 第２・３形式 袋０９ 内面自然釉 １／２以下
２１３ 陶器・碗／平碗 瀬戸美濃 KB８ D―６G№５１ ― ＊５．０ ― 古後Ⅱ 碗０９ 内面・一部外面灰釉／

内面トチン痕
１／２以下

２１４ 陶器・碗／平碗 瀬戸美濃 KB８ 一括 ― ― ― 古後Ⅲヵ 碗０５ 内外灰釉 １／２以下
２１５ 陶器・碗／平碗 瀬戸美濃 KB８ 一括 ― ― ― 古後Ⅳ

（新）ヵ
碗０６ 内外灰釉 １／２以下

２１６ 陶器・碗／平碗 瀬戸美濃 KB８ 一括 ― ― ― 古後Ⅳヵ 碗０７ 内外灰釉 １／２以下

２１７ 陶器・碗／天目 瀬戸美濃 KB８ C―４G№５８ ＊１２．０ ― ― 古後Ⅱ 天０３ 内外鉄釉・体部錆釉 １／２以下
２１８ 陶器・碗／天目 瀬戸美濃 KB８ B―３G№１０ ― ４．５ ― 大３ 天０２ 内外鉄釉・高台周辺

錆釉
１／２以下

２１９ 陶器・碗／天目 瀬戸美濃 KB８ C―５G（№９２・１６９） ＊１１．０ ― ― 大３ 天０１ 内外鉄釉 １／２以下
２２０ 陶器・碗／天目 瀬戸美濃 KB８ C―５G№１６２、一括 ＊１１．６ ― ― 大３ 天０４ 内外鉄釉・高台周辺

錆釉
１／２以下

２２１ 陶器・碗／天目 瀬戸美濃 KB８ D―５G№１４ ＊１１．０ ― ― 大３ 天０５ 内外鉄釉・高台周辺
露胎

１／２以下

２２２ 陶器・碗／天目 瀬戸美濃 KB８ C―５G№２７ ― ＊４．６ ― 登３ヵ 天０６ 内外鉄釉／高台周辺
露胎

１／２以下

２２３ 陶器・碗／織部碗 瀬戸美濃 KB８ A―２G№２５、一括 ＊１１．０ ― ― 登１ 碗０４ 内外薄い長石釉／鉄
で松葉文ヵ

１／２以下

２２４ 陶器・碗／鉄絵碗 瀬戸美濃 KB８ B―２G№１０ ― ― ― 登１ 碗０３ 内外長石釉／鉄で文
様／２２３と同一ヵ

１／２以下

２２５ 陶器・碗／志野丸碗 瀬戸美濃 KB８ C―５G№１２７、一括 ＊１１．６ ― ― 登１・２ 碗０１ 内外長石釉 １／２以下
２２６ 陶器・碗／丸碗 瀬戸美濃 KB８ 一括 ― ５．５ ― 登２ヵ 碗０８ 内外鉄釉（柿釉）・高

台周辺露胎
１／２以下

２２７ 陶器・碗／丸碗 瀬戸美濃 KB８ C―５G№１４４、一括 ＊１０．０ ― ― 登３ １７c中 碗０２ 内外鉄釉／腰部露胎 １／２以下
２２８ 陶器・皿／縁釉小皿 瀬戸美濃 KB８ 一括 ＊１０．０ ― ― 古後Ⅲヵ 皿４４ 口縁内面灰釉 １／２以下
２２９ 陶器・皿／縁釉小皿 瀬戸美濃 KB８ 一括 ＊１０．０ ― ― 古後Ⅲヵ 皿４５ 口縁内面灰釉 １／２以下

２３０ 陶器・皿／縁釉小皿 瀬戸美濃 KB８ D―５G№５ ＊１１．０ ― ― 古後Ⅳ
（古）

皿２６ 口縁内面灰釉 １／２以下

２３１ 陶器・皿／縁釉小皿 瀬戸美濃 KB８ D―６G№５、一括 ＊１０．４ ― ― 古後Ⅳ
（古）

皿３７ 口縁内面灰釉 １／２以下

２３２ 陶器・皿／縁釉小皿 瀬戸美濃 KB８ 一括 ＊１０．０ ― ― 古後Ⅳ
（古）

皿３０ 口縁内面灰釉 １／２以下

２３３ 陶器・皿／縁釉小皿 瀬戸美濃 KB８ 一括 ＊１０．０ ― ― 古後Ⅳ
（古）

皿３１ 口縁内面鉄釉 １／２以下

２３４ 陶器・皿／縁釉小皿 瀬戸美濃 KB８ 一括 ＊１０．０ ― ― 古後Ⅳ
（古）

皿４０ 口縁内面灰釉 １／２以下

２３５ 陶器・皿／縁釉小皿 瀬戸美濃 KB８ 一括 ＊１０．０ ― ― 古後Ⅳ
（古）

皿４１ 口縁内面灰釉 １／２以下

２３６ 陶器・皿／縁釉小皿 瀬戸美濃 KB８ 一括 ― ＊６．０ ― 古後Ⅳ
（古）

皿４６ １／２以下

２３７ 陶器・皿／縁釉小皿 瀬戸美濃 KB８ 一括 ＊１１．０ ― ― 古後Ⅳ
（新）

皿２５ 口縁灰釉 １／２以下

２３８ 陶器・皿／縁釉小皿 瀬戸美濃 KB８ C―４G№２７、D―６G№９ ― ４．０ ― 古後Ⅳヵ 皿３８ １／２以下

２３９ 陶器・皿／縁釉小皿 瀬戸美濃 KB８ D―６G№３３ ＊１２．０ ― ― 大１ 皿２４ 口縁内外灰釉 １／２以下
２４０ 陶器・皿／縁釉小皿 瀬戸美濃 KB８ D―６G№３４ ＊１２．０ ＊４．８ ２．０大１ 皿２７ 口縁内面灰釉 １／２以下
２４１ 陶器・皿／縁釉小皿 瀬戸美濃 KB８ D―６G№３５ ― ― ― 大１ 皿４８ 口縁内面灰釉 １／２以下
２４２ 陶器・皿／縁釉小皿 瀬戸美濃 KB８ 一括 ＊１０．０ ― ― 大１ 皿４７ 口縁内面灰釉 １／２以下

法量の単位は cm ＊は不確定な推定復元値 法量の単位は cm

第１５表 土器類一覧表６
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図
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分類 年代 遺物
ID 備考 残存率

２４３ 陶器・皿／腰折皿 瀬戸美濃 KB８ C―５G№１２４、一括 ＊１１．０ ＊５．２ ２．４大１ １５c末～
１６c初

町皿
１２９

内外灰釉／高台内輪
トチ痕

１／２以下

２４４ 陶器・皿／端反皿 瀬戸美濃 KB８ 一括 ＊１１．０ ― ― 大１ 皿２８ 内外灰釉 １／２以下
２４５ 陶器・皿／端反皿 瀬戸美濃 KB８ 一括 ＊１１．０ ― ― 大１ 皿３５ 内外灰釉 １／２以下
２４６ 陶器・皿／端反又は

丸皿
瀬戸美濃 KB８ C―４G№４９、一括 ― ６．３ ― 大１・２ 皿２９ 内外灰釉／菊花文押印

／高台内輪トチン痕
１／２以下

２４７ 陶器・皿／稜皿 瀬戸美濃 KB８ A―２G№３０ ― ― ― 大３ 皿５０ 内外鉄釉 １／２以下
２４８ 陶器・皿／稜皿 瀬戸美濃 KB８ B―４G№５９ ＊９．０ ― ― 大３ 皿４９ 内外鉄釉 １／２以下
２４９ 陶器・皿／稜皿 瀬戸美濃 KB８ 一括 ― ― ― 大３ 皿６０ 内外鉄釉 １／２以下
２５０ 陶器・皿／稜皿 瀬戸美濃 KB８ 一括 ― ― ― 大３ 皿５１ 内外鉄釉 １／２以下
２５１ 陶器・皿／総織部皿 瀬戸美濃 KB８ D―６G№１３ ― ― ― 登１ 皿５９ 内外緑釉／ウロコ状

文様沈線
１／２以下

２５２ 陶器・皿／志野丸皿 瀬戸美濃 KB８ C―６G№１ ＊１２．８ ― ― 登１ 皿０５ 内外長石釉 １／２以下
２５３ 陶器・皿／志野丸皿 瀬戸美濃 KB８ 一括 ＊１０．９ ＊６．０ ２．８登１ 皿０３ 内外長石釉 １／２以下
２５４ 陶器・皿／志野丸皿 瀬戸美濃 KB８ A―２G№５ ― ― ― 登１・２ 皿１３ 内外長石釉 １／２以下
２５５ 陶器・皿／志野丸皿 瀬戸美濃 KB８ B―２G№６ ＊１４．０ ― ― 登２ 皿１８ 内外長石釉 １／２以下
２５６ 陶器・皿／菊皿 瀬戸美濃 KB８ D―５G№２０ １４．０ ７．０ ４．２登２・３ 皿０９ 内面黄瀬戸釉・口縁

織部釉流し掛け／外
面織部釉・高台周辺
露胎／型打皿

略完形

２５７ 陶器・皿／菊皿 瀬戸美濃 KB８ C―４G№８１ ― ― ― 登２・３ 皿１２ 内外淡黄白色の釉／
型打皿

１／２以下

２５８ 陶器・皿／菊皿 瀬戸美濃 KB８ C―５G№１４８ ― ― ― 登２・３ 皿１０ 内外織部釉／型打皿 １／２以下
２５９ 陶器・皿／菊皿 瀬戸美濃 KB８ C―５G№９９、一括 ＊１３．７ ６．７ ３．８登３ 皿０８ 黄瀬戸釉・高台周辺

露胎／内面円錘ピン
痕／型打皿

１／２以上

２６０ 陶器・皿／輪禿皿 瀬戸美濃 KB８ C―４G№３２ ― ＊７．８ ― 登３ 皿０４ 内外淡青白色の釉／
高台周辺・底部内面
ドーナツ状に露胎

１／２以下

２６１ 陶器・皿／反皿 瀬戸美濃 KB８ C―５G№１３ ― ― ― 登２・３ 皿１１ 内外淡灰緑色の釉 １／２以下
２６２ 陶器・皿／反皿 瀬戸美濃 KB８ C―５G（№１４９・２１０） １３．６ ７．６ ２．６登３ 皿０１ 内外灰釉・高台周辺

露胎／底部内面・高台
内円錘ピン痕

１／２以上

２６３ 陶器・皿／丸皿 瀬戸美濃 KB８ 一括 ＊１０．０ ― ― 大２ 皿２３ 内外灰釉 １／２以下
２６４ 陶器・皿／丸皿 瀬戸美濃 KB８ 一括 ― ― ― 登３・４ヵ 皿１４ 内外淡灰緑色の釉 １／２以下
２６５ 陶器・皿／丸皿 瀬戸美濃 KB８ C―４G№１３ ＊１３．８ ＊６．６ ２．４登３・４ヵ 皿０２ 内外灰釉・高台周辺

露胎／底部内面・高台
端部重焼き痕

１／２以下

２６６ 陶器・皿／黄瀬戸皿 瀬戸美濃 KB８ 一括 ＊１２．０ ― ― 登１ヵ 皿３２ 内外黄瀬戸釉・口縁
内面織部釉流し掛け

１／２以下

２６７ 陶器・皿／灯明皿
（油皿）

瀬戸美濃 KB８ 一括 ＊１０．０ ＊５．２ １．５ １９c 皿５２ 内面・口唇外面鉄釉／
体部外面露胎

１／２以下

２６８ 陶器・皿／灯明皿
（受皿）

瀬戸美濃 KB８ 一括 ＊９．８ ― ― １８～１９c 皿５６ 内面・口縁外面鉄釉／
桟端部・体部外面重
焼き痕

１／２以下

２６９ 陶器・皿／灯明皿
（受皿）

瀬戸美濃 KB８ 一括 ＊９．０ ４．２ ２．１ １８～１９c 皿５７ 内面・口唇外面鉄釉／
桟端部・体部外面重
焼き痕

１／２以下

２７０ 陶器・擂鉢 瀬戸美濃 KB８ C―５G№１００ ＊３３．２ ― ― 登１・２、
Ⅱ類

町鉢
１０５

内外鉄釉 １／２以下

２７１ 陶器・擂鉢 瀬戸美濃 KB８ C―５G№１２８ ― ― ― 登５ 鉢０３ 内外鉄釉 １／２以下
２７２ 陶器・擂鉢 瀬戸美濃 KB８ D―５G№１ ＊３０．０ ― ― 大４後 鉢０４ 内外鉄釉／櫛目現存

１０本
１／２以下

２７３ 陶器・擂鉢 瀬戸美濃 KB８ D―５G№１８ ＊３５．４ ― ― 登１・２、
Ⅱ類

町鉢
１１０

内外鉄釉 １／２以下

２７４ 陶器・擂鉢 瀬戸美濃 KB８ 一括 ― ― ― １８c 鉢２２ 内外鉄釉 １／２以下
２７５ 陶器・鉢／鉄絵鉢 瀬戸美濃 KB８ A―２G№２６ ― ― ― 登１ 皿２１ 内外透明釉／口縁内

面櫛目／鉄で文様
１／２以下

２７６ 陶器・皿／青織部大
皿

瀬戸美濃 KB８ B―２G№８、B―４G№２４ ＊２６．８＊１０．０ ５．８登１ 皿２２ 全体に長石釉と口縁
に緑釉／口縁内面櫛
目／鉄で草花文ヵ

１／２以下

２７７ 陶器・鉢／鉄絵鉢 瀬戸美濃 KB８ C―５G№１８１ ― ― ― 登４ １７c後 鉢０２ 内外長石釉／鉄で文様１／２以下
２７８ 陶器・鉢／黄瀬戸鉢 瀬戸美濃 KB８ C―５G№２０７ ― ― ― １７c 後 鉢０１ 内面織部釉流し掛け

／３本１単位の櫛目３条
１／２以下

２７９ 陶器・小坏 瀬戸美濃 KB８ D―６G№２１ ＊８．８ ― ― 登１・２ 他０２ 内外鉄釉 １／２以下
２８０ 陶器・小坏 瀬戸美濃 KB８ 一括 ＊９．０ ― ― 登１・２ 他０１ 内外鉄釉・高台周辺

露胎
１／２以下

法量の単位は cm ＊は不確定な推定復元値 法量の単位は cm

第１６表 土器類一覧表７
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図
№ 器種 産地 調査名 出土地点 口径 底径 器高 時期・

分類 年代 遺物
ID 備考 残存率

２８１ 陶器・小坏 瀬戸美濃 KB８ 一括 ＊８．０ ― ― 登１・２ 他０７ 内外鉄釉 １／２以下
２８２ 陶器・小坏 瀬戸美濃 KB８ C―５G№１７０、一括 ＊８．４ ３．５ ３．８登３か４ 町他１２内外鉄釉／体部・高台

露胎
１／２以下

２８３ 陶器・蓋 瀬戸美濃 KB８ 一括 ＊１２．０ ― ― １６～１７c 他０８ 内外鉄釉 １／２以下
２８４ 陶器・甕 瀬戸美濃 KB８ 一括 ＊１８．４ ― ― １８～１９c 袋０１ 内外鉄釉 １／２以下
２８５ 陶器・甕 瀬戸美濃 KB８ 一括 １６．４ ― ― １８～１９c 袋０５ 内外柿釉・口縁部灰

釉流し掛け
１／２以下

２８６ 陶器・徳利 瀬戸美濃 KB８ 一括 ― ― ― １８～１９c 袋０２ 内外鉄釉 １／２以下
２８７ 陶器・徳利 瀬戸美濃 KB８ 一括 ― ＊９．０ ― １８～１９c 袋０６ 内外灰釉・高台周辺

露胎
１／２以下

２８８ 陶器・碗／丸碗 肥前 KB８ C―４G№１０ ＊１１．０ ― ― １７c末～１８c 碗１０ 内外透明釉 １／２以下
２８９ 陶器・壺 肥前

（唐津）
KB８ 一括 ― ― ― １６c 末～

１７c
袋０３ 内面鉄釉・外面灰釉 １／２以下

２９０ 陶器・鉢／大皿 肥前
（唐津）

KB８ 一括 ― ＊１２．０ ― １７c 鉢２１ 内面白土施した後鉄
絵、緑釉を流し掛け・
体部外面灰釉・高台
周辺露胎／内面砂目
積み痕

１／２以下

２９１ 陶器・向付 肥前
（唐津）

KB８ 一括 ＊１１．０ ＊４．５ ３．９ １６c末～
１７c初

他０３ 内外透明釉・高台周
辺露胎

１／２以下

２９２ 陶器・皿／内禿皿 志戸呂 KB８ 一括 ＊１１．０ ＊６．６ ２．０大３後相
当

皿５４ 口縁内外鉄釉／高台
内重焼き痕

１／２以下

２９３ 陶器・皿／丸皿 志戸呂 KB８ 一括 ― ― ― 大３後～
大４前相当

皿５３ 内外灰釉・底部周辺
露胎

１／２以下

２９４ 陶器・擂鉢 志戸呂 KB８ 一括 ― ― ― 大３後・
大４相当

鉢０６ 内外錆釉 １／２以下

２９５ 陶器・向付 志戸呂 KB８ B―２G№７ ― ＊６．０ ― １６c末～１７c 他０５ 内面鉄釉 １／２以下
２９６ 陶器・向付 志戸呂 KB８ 一括 ― ＊７．０ ― １６c末～１７c 他０４ 内面錆釉 １／２以下
２９７ 陶器・皿／丸皿 初山 KB８ C―４G№１１ ― ＊６．０ ― 大３相当 皿３９ 内面鉄釉 １／２以下
２９８ 陶器・擂鉢 丹波 KB８ C―５G№１４０、一括 ― ― ― １７c 後 鉢３１ 櫛目６本 １／２以下
２９９ 陶器・皿／灯明皿
（受皿）

信楽 KB８ 一括 ＊１２．０ ＊５．０ ２．３ １９c 皿５８ 内面・口唇外面透明釉
／口縁外面灯芯油痕

１／２以下

３００ 陶器・擂鉢 堺 KB８ 一括 ― ― ― １９c 鉢２３ １／２以下
３０１ 陶器・小皿 東濃 KB８ 一括 ＊１０．０ ― ２．１５形式 １２c後～１３c前 皿６１ １／２以下
３０２ 磁器・碗／青磁碗 肥前 KB８ C―５G（№１５０・１５１）、一括 １１．６ ４．５ ６．５ １７c中 伊０１ 内外淡青緑色の釉・

高台周辺露胎
１／２以上

３０３ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB８ C―５G№２、一括 ＊１０．８ ― ― １７c後～１８c 伊２２ 山水文ヵ １／２以下
３０４ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB８ C―５G№１４５ ＊１１．０ ― ― １７c 後～１８c前 伊２３ 鳥文 １／２以下
３０５ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB８ C―５G№１７６ ＊１２．０ ― ― １７c後～１８c 伊０９ 草花文 １／２以下
３０６ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB８ C―５G№１８８ ＊９．８ ― ― １７c後～１８c 伊１２ 山水文ヵ １／２以下
３０７ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB８ D―６G№５３ ＊１１．０ ― ― １７c後～１８c 伊１５ 草花文 １／２以下
３０８ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB８ 一括 ＊１１．６ ― ― １７c末～１８c 伊０２ 草花文・雁文 １／２以下
３０９ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB８ 一括 ＊１１．０ ― ― １７c後～１８c 伊０８ 山水文ヵ １／２以下
３１０ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB８ C―４G№９、一括 ＊１１．８ ― ― １８c 前 伊０４ 山水文 １／２以下
３１１ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB８ 一括 ＊１１．０ ― ― １８c 伊１０ こんにゃく判で丸に

桐葉文ヵ
１／２以下

３１２ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB８ 一括 ― ＊４．０ ― １９c 伊１１ 雷文ヵ １／２以下
３１３ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB８ 一括 ― ― ― １８c 伊１４ こんにゃく判で菊花文１／２以下
３１４ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB８ 一括 ― ４．０ ― １８c 伊１６ 渦文・山水文ヵ １／２以下
３１５ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB８ 一括 ― ― ― １９c 伊２４ 草花文・雷文 １／２以下
３１６ 磁器・碗／染付小碗 肥前 KB８ D―５G№１９ ７．２ ２．６ ４．２ １７c後～１８c前 伊０３ 朝顔文・「呉」の銘 １／２以上
３１７ 磁器・碗／色絵碗 肥前 KB８ 一括 ＊１１．０ ― ― １７c後～１８c 伊０６ 赤色で菊花文 １／２以下
３１８ 磁器・碗／色絵碗 肥前 KB８ C―４G№７ ＊１２．０ ― ― １７c後～１８c 伊０７ 緑色で草文 １／２以下
３１９ 磁器・皿／染付皿 肥前 KB８ 一括 ― ― ― １８c 伊１７ １／２以下
３２０ 磁器・皿／染付皿 肥前 KB８ 一括 ― ― ― １９c 伊０５ 笹文 １／２以下
３２１ 磁器・仏飯器 肥前 KB８ C―５G№１３６ ― ４．６ ― １７c 後 伊２０ 底部周辺無釉 １／２以下
３２２ 磁器・仏飯器 肥前 KB８ D―６G№２０ ― ３．９ ― １８c後～１９c 伊２１ 底部畳付無釉 １／２以下
３２３ 磁器・小坏 肥前 KB８ 一括 ＊５．０ ― ― １７c末～１８c 伊１９ 草花文 １／２以下
３２４ 土器・かわらけ 在地 KB８ B―４G№１４ ＊１０．０ ＊６．０ ３．０ K３２ １／２以下
３２５ 土器・かわらけ 在地 KB８ C―４G№２ ＊９．０ ― ― 騎西城Ⅳ期 K２６ １／２以下
３２６ 土器・かわらけ 在地 KB８ C―４G№３３ ９．５ ５．７ ２．２騎西城Ⅲ期 K０３ ３／４以上
３２７ 土器・かわらけ 在地 KB８ C―４G№４３ ＊９．７ ６．２ ２．６騎西城Ⅲ期 K０１ 口唇部灯芯油痕 １／２以上

法量の単位は cm ＊は不確定な推定復元値 法量の単位は cm

第１７表 土器類一覧表８
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図
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ID 備考 残存率

３２８ 土器・かわらけ 在地 KB８ C―４G№６９ １０．３ ６．２ ３．０騎西城Ⅲ期 K０２ 内面体底部境ナデ 完形
３２９ 土器・かわらけ 在地 KB８ C―５G№２３ １１．６ ７．４ ２．８騎西城

Ⅱ期
K０７ 底部内面指頭ナデ／

内面体底部境ナデ／
底部外面板ナデ／口
唇部灯芯油痕

略完形

３３０ 土器・かわらけ 在地 KB８ C―５G№２８ １１．２ ６．８ ２．７騎西城Ⅱ期 K０８ ３／４以上
３３１ 土器・かわらけ 在地 KB８ C―５G№１０７ ＊８．８ ― ― 騎西城Ⅲ期 K２７ １／２以下
３３２ 土器・かわらけ 在地 KB８ C―６G№３ ＊１０．４ ＊６．６ ２．５ K２８ 胎土に角閃石含む １／２以下
３３３ 土器・かわらけ 在地 KB８ D―５G№１１ ８．２ ４．６ ２．２ K２９ 小型 １／２以下
３３４ 土器・かわらけ 在地 KB８ D―５G№１５ ＊１１．７ ＊７．６ ２．０ K３４ 内面スス付着 １／２以下
３３５ 土器・かわらけ 在地 KB８ 一括 ＊１０．７ ＊６．４ ２．９騎西城Ⅰ期 K１９ １／２以下
３３６ 土器・かわらけ 在地 KB８ 一括 ＊９．８ ＊６．０ ２．３騎西城Ⅰ期 K３５ １／２以下
３３７ 土器・かわらけ 在地 KB８ 一括 ＊１０．０ ＊６．０ ２．６騎西城Ⅱ期 K２１ １／２以下
３３８ 土器・かわらけ 在地 KB８ 一括 ＊１０．１ ＊７．５ ２．７騎西城Ⅲ期 K１５ １／２以下
３３９ 土器・かわらけ 在地 KB８ 一括 ＊１０．６ ＊６．０ ２．７騎西城Ⅲ期 K２０ １／２以下
３４０ 土器・かわらけ 在地 KB８ 一括 ＊１０．６ ＊８．０ ２．６騎西城Ⅲ期 K２２ 内部全面スス付着 １／２以下
３４１ 土器・かわらけ 在地 KB８ 一括 ＊１０．６ ― ― 騎西城Ⅲ期 K２３ １／２以下
３４２ 土器・かわらけ 在地 KB８ 一括 ＊１２．０ ― ― 騎西城Ⅲ期 K３０ １／２以下
３４３ 土器・かわらけ 在地 KB８ 一括 ＊９．２ ― ― 騎西城Ⅲ期 K３８ １／２以下
３４４ 土器・かわらけ 在地 KB８ 一括 ９．０ ５．５ ２．７ K１２ 内面体底部境ナデ １／２以上
３４５ 土器・かわらけ 在地 KB８ 一括 ＊１０．０ ― ― K１６ 口縁内外スス付着 １／２以下
３４６ 土器・かわらけ 在地 KB８ 一括 ＊９．４ ― ― K１７ １／２以下
３４７ 土器・かわらけ 在地 KB８ 一括 ＊１０．０ ― ― K３６ １／２以下
３４８ 土器・かわらけ 在地 KB８ 一括 ＊７．６ ― ― K４１ １／２以下
３４９ 土器・ほうろく 在地 KB８ A―２G№２１ ― ― ― H１８ １／２以下
３５０ 土器・ほうろく 在地 KB８ B―３G№１３ ― ― ― H１７ 外面スス付着 １／２以下
３５１ 土器・ほうろく 在地 KB８ B―３G№２３ ― ― ５．６ H１１ １／２以下
３５２ 土器・ほうろく 在地 KB８ C―４G№７７ ― ― ５．５ H２２ １／２以下
３５３ 土器・ほうろく 在地 KB８ C―４G№８４ ― ― ― H２０ １／２以下
３５４ 土器・ほうろく 在地 KB８ C―５G№２０ ― ― ５．５ H２１ １／２以下
３５５ 土器・ほうろく 在地 KB８ C―５G№９７ ― ― ６．０ H２４ １／２以下
３５６ 土器・ほうろく 在地 KB８ C―５G№１０１ ― ― ５．７ H１９ １／２以下
３５７ 土器・ほうろく 在地 KB８ C―５G№１４８、一括 ― ― ４．８ H１５ １／２以下
３５８ 土器・ほうろく 在地 KB８ 一括 ― ― ― H０９ 外面スス付着 １／２以下
３５９ 土器・ほうろく 在地 KB８ 一括 ― ― ５．３ H２３ １／２以下
３６０ 土器・ほうろく 在地 KB８ D―５G№２３ ＊３８．０ ― ― 中間型 町H５８胎土焼成／ほうろく類似１／２以下
３６１ 土器・土鍋 在地 KB８ C―４G№６４ ― ― ― １５c 後 D０２ 外面スス付着 １／２以下
３６２ 土器・擂鉢 在地 KB８ B―３G№６ ― ― ― 鉢２９ １／２以下
３６３ 土器・擂鉢 在地 KB８ B―３G№２１ ― ― ― 鉢２８ １／２以下
３６４ 土器・擂鉢 在地 KB８ C―４G№４６ ― ― ― 鉢２７ １／２以下
３６５ 土器・擂鉢 在地 KB８ C―５G（№１１６・１２１）、一括 ＊２８．０ ― ― 鉢２５ １／２以下
３６６ 土器・擂鉢 在地 KB８ C―５G（№１２０・１２２・１２３） ＊３０．０ ― ― 鉢３０ 櫛目７本 １／２以下
３６７ 土器・片口鉢 在地 KB８ B―４G№１１ ― ― ― １３c 中～後 鉢１７ 小石含む １／２以下
３６８ 土器・片口鉢 在地 KB８ C―５G№１３３ ― ― ― １３c 後 鉢２６ 外面スス付着／小石含む１／２以下
３６９ 土器・香炉 在地 KB８ １T ― ― ― 素他３ 四角の中に斜線の押印１／２以下
３７０ 土器・香炉 在地 KB８ D―６G№８ ＊１４．２ ― ― 素他１ 菊花の印花文 １／２以下
３７１ 土器・香炉 在地 KB８ 一括 ― ― ― 素他２ 菊花の印花文 １／２以下
３７２ 土器・火鉢 在地 KB８ B―４G№３ ― ― ― 火鉢５ 菊花の印花文／円形 １／２以下
３７３ 土器・火鉢 在地 KB８ C―５G№１４２、一括 ＊４０．０ ― ― 火鉢４ 円形 １／２以下
３７４ 土器・火鉢 在地 KB８ 一括 ― ― ― 火鉢２ 雷文／角火鉢 １／２以下
３７５ 土器・火鉢 在地 KB８ B―４G№１、C―４G№２８ ― ― ― 角 １４c後 町鉢２８１雷文／角火鉢 １／２以下
３７６ 土器・壺 在地 KB８ B―４G№７０ ＊１２．０ ― ― １４c ヵ 袋１０ 金雲母含む栃木県産ヵ１／２以下
３７７ 陶器・碗／天目 瀬戸美濃 KB１１ １溝№２４ ― ４．４ ― 登２～ 天０３ 内面鉄釉・高台周辺露胎１／２以下
３７８ 磁器・碗／天目 肥前 KB１１ １溝№３０ ＊１１．０ ― ― １７c 中 伊０５ 口唇部鉄釉 １／２以下
３７９ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB１１ １溝№２９ ― ＊４．６ ― １８c 伊１０ 内外灰白色の釉・高

台端部露胎／圏線
１／２以下

３８０ 磁器・香炉 肥前 KB１１ １溝№２８ ― ＊７．０ ― １９c 伊０６ 底面環状露胎／圏線 １／２以下
３８１ 陶器・煙硝擂 瀬戸美濃 KB１１ ５溝№１２、一括 ＊１４．４ ７．２ ６．９ １７c後 鉢０１ 口縁内面・体部外面

鉄釉／高台周辺露胎
１／２以下

法量の単位は cm ＊は不確定な推定復元値 法量の単位は cm

第１８表 土器類一覧表９
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図
№ 器種 産地 調査名 出土地点 口径 底径 器高 時期・

分類 年代 遺物
ID 備考 残存率

３８２ 陶器・擂鉢 志戸呂 KB１１ ５溝№１９、一括 ― ― ― 大４相当 鉢０３ 内外錆釉／櫛目１２本 １／２以下
３８３ 磁器・碗／青磁碗 龍泉窯系

中国
KB１１ ７溝№７ ― ― ― A―４類 １２c～１３c 青０１ 内外暗緑色の釉／櫛

状工具で文様
１／２以下

３８４ 陶器・皿／大皿 志戸呂 KB１１ １壙 ― ― ― １６c 後 皿０５ 内外鉄釉 １／２以下
３８５ 磁器・皿／染付皿 中国 KB１１ 一括 ― ＊６．０ ― B―１群 １５c中～

１６c中
染０１ 高台端部露胎／玉取

獅子・唐草文
１／２以下

３８６ 焼締陶器・片口鉢 常滑 KB１１ 一括 ― ― ― ８形式、Ⅱ類１３５０～１４００鉢０５ １／２以下
３８７ 焼締陶器・甕 常滑 KB１１ 一括 ― ― ― ～１６c 袋０１ 外面自然釉 １／２以下
３８８ 陶器・碗／天目 瀬戸美濃 KB１１ 一括 ＊１１．４ ４．６ ５．２大４ 天０１ 内外鉄釉・高台露胎 １／２以下
３８９ 陶器・碗／天目 瀬戸美濃 KB１１ 一括 ＊１１．０ ― ― 登１ 天０２ 内外鉄釉・高台周辺露胎１／２以下
３９０ 陶器・碗／丸碗 瀬戸美濃 KB１１ 一括 ― ＊４．７ ― １８c 碗０１ 内外灰釉・高台周辺露胎１／２以下
３９１ 陶器・碗／湯呑
（せんじ）

瀬戸美濃 KB１１ 一括 ＊１０．２ ＊４．４ ＊６．２ １８c中～後 碗０２ 内外灰釉・一部鉄釉 １／２以下

３９２ 陶器・皿／志野丸皿 瀬戸美濃 KB１１ 一括 ＊１１．８ ＊６．６ ２．１大４ 皿０１ 内外長石釉・高台内
一部露胎／高台内円
錘ピン痕

１／２以下

３９３ 陶器・皿／志野丸皿 瀬戸美濃 KB１１ 一括 ＊１２．６ ― ― 登２ 皿０４ 内外長石釉 １／２以下
３９４ 陶器・皿／反皿 瀬戸美濃 KB１１ 一括 ＊１３．６ ― ― １７c 後 皿０３ 内外灰釉 １／２以下
３９５ 陶器・皿／馬の目皿 瀬戸美濃 KB１１ 一括 ― ― ― １８c末～１９c 皿０６ 口縁部鉄釉／渦文 １／２以下
３９６ 陶器・皿／灯明皿 瀬戸美濃 KB１１ 観音寺表採 ８．６ ３．６ １．９ １８c中 皿０７ 内外鉄釉・体部以下

露胎／内外重ね焼き
痕／口唇部に貼付

１／２以上

３９７ 陶器・皿／染付皿 瀬戸美濃 KB１１ 一括 ＊１４．０ ― ― １９c 前 皿０２ 呉須で文様・陶胎染付１／２以下
３９８ 陶器・擂鉢 瀬戸美濃 KB１１ 一括 ― ― ― 登１ 鉢０２ １／２以下
３９９ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB１１ 一括 ― ＊４．０ ― １７c末～１８c 伊０１ 二重の網目文 １／２以下
４００ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB１１ 一括 ― ＊４．６ ― １７c末～１８c 伊０２ 網目文／高台端部砂溶着１／２以下
４０１ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB１１ 一括 ― ＊５．１ ― １８c 前 伊０３ 花文・線書き文様を

描きダミ筆で塗る
１／２以下

４０２ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB１１ 一括 ― ＊４．６ ― １８c 前 伊０４ 草花文／高台端部砂溶着１／２以下
４０３ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB１１ 一括 ＊９．０ ― ― 伊０８ 雨降り文 １／２以下
４０４ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB１１ 一括 ＊１１．０ ― ― １８c 前 伊０９ 草花文 １／２以下
４０５ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB１１ 一括 ― ＊４．６ ― １９c 伊１１ 高台端部露胎／圏線 １／２以下
４０６ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB１１ 一括 ＊６．６ ― ― １９c 伊１２ 圏線 １／２以下
４０７ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB１１ 一括 ― ― ― １８c 後 伊１３ 圏線・草花文 １／２以下
４０８ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB１１ 一括 ― ― ― １８c 前 伊１４ 花文・格子目文 １／２以下
４０９ 磁器・碗／色絵碗 肥前 KB１１ 一括 ＊１０．０ ― ― １８c 伊１５ 赤色圏線 １／２以下
４１０ 磁器・鉢／染付蓋付鉢 肥前 KB１１ 一括 ＊９．６ ― ― １８c～１９c 伊０７ 筆と硯文 １／２以下
４１１ 磁器・碗／染付碗 瀬戸美濃 KB１１ 一括 ― ＊４．０ ― １９c 瀬美２ 花文 １／２以下
４１２ 磁器・碗／染付箱形湯呑 瀬戸美濃 KB１１ 一括 ＊５．０ ― ― １９c 瀬美１ 草花文 １／２以下
４１３ 土器・片口鉢 在地 KB１１ 一括 ― ― ― １３c後～１４c 鉢０４ 須恵質 １／２以下
４１４ 土器・平瓦 在地 KB１１ 一括 ― ― ２．０ １７c～ 瓦０１ １／２以下
４１５ 土器・平瓦 在地 KB１１ 一括 ― ― １．８ １７c～ 瓦０４ １／２以下
４１６ 土器・平瓦 在地 KB１１ 一括 ― ― １．７ １７c～ 瓦０２ １／２以下
４１７ 土器・平瓦 在地 KB１１ 一括 ― ― ２．１ １７c～ 瓦０５ １／２以下
４１８ 土器・平瓦 在地 KB１１ 一括 ― ― １．７ １７c～ 瓦１３ １／２以下
４１９ 土器・平瓦 在地 KB１１ 一括 ― ― １．７ １７c～ 瓦１１ １／２以下
４２０ 土器・丸瓦 在地 KB１１ 一括 ― ― ２．０ １７c～ 瓦０８ １／２以下
４２１ 土器・丸瓦 在地 KB１１ 一括 ― ― １．９ １７c～ 瓦０６ １／２以下
４２２ 土器・桟瓦 在地 KB１１ 一括 ― ― １．８ １７c～ 瓦０３ １／２以下
４２３ 土器・桟瓦 在地 KB１１ 一括 ― ― １．８ １７c～ 瓦１０ １／２以下
４２４ 土器・棟瓦 在地 KB１１ 一括 ― ― １．６ １７c～ 瓦０７ 焼成堅緻／白色粒子

を多量に含む
１／２以下

４２５ 土器・曲り瓦ヵ 在地 KB１１ 一括 ― ― ３．９ １７c～ 瓦０９ １／２以下
４２６ 土器・軒平瓦 在地 KB１１ 一括 ― ― １．９ １７c～ 瓦１４ １／２以下
４２７ 土器・熨斗瓦 在地 KB１１ 一括 ― ― ２．２ １７c～ 瓦１２ １／２以下
４２８ 磁器・皿／白磁皿 中国 KB１２ ３溝 ＊１２．０ ― ― C―１群 １５c後～１６c前 白０１ 内外灰白色の釉 １／２以下
４２９ 陶器・碗／天目 瀬戸美濃 KB１２ ３溝 ＊１１．０ ― ― 大１ 天０１ 内外鉄釉・腰部外面

錆釉
１／２以下

４３０ 陶器・皿／灯明皿
（受皿）

瀬戸美濃 KB１２ ３溝№１０２ ＊８．０ ＊４．０ １．５ １８c～１９c 皿０５ 内外鉄釉／外面スス
付着

１／２以下

４３１ 陶器・擂鉢 瀬戸美濃 KB１２ ３溝№１３１ ― ― ― 大３前 鉢０２ 内外錆釉 １／２以下

法量の単位は cm ＊は不確定な推定復元値 法量の単位は cm

第１９表 土器類一覧表１０
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図
№ 器種 産地 調査名 出土地点 口径 底径 器高 時期・

分類 年代 遺物
ID 備考 残存率

４３２ 陶器・擂鉢 瀬戸美濃 KB１２ ３溝 ― ― ― 大３前 鉢０１ 内外錆釉 １／２以下
４３３ 陶器・擂鉢 志戸呂 KB１２ ３溝№８７ ― ― ― 大３後～大４相当 鉢０９ 内外鉄釉 １／２以下
４３４ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB１２ ３溝№２１T ＊１０．０ ― ― １８c 伊０８ 文様 １／２以下
４３５ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB１２ ３溝№１５１T ― ４．１ ― １８c 伊０１ 圏線・文様／高台端部

砂溶着
１／２以下

４３６ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB１２ ３溝№１１７ ― ４．５ ― １８c 伊０２ 圏線・花文／高台端部
砂溶着

１／２以下

４３７ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB１２ ３溝（№１２７、一括） ＊９．０ ― ― １８c末～１９c 伊１０ 圏線・笹の葉文 １／２以下
４３８ 磁器・碗／染付筒形碗 肥前 KB１２ ３溝№９８ ― ３．５ ― １８c末～１９c初 伊１３ 外面青磁釉／五弁花 １／２以下
４３９ 磁器・蓋／染付蓋 肥前 KB１２ ３溝（№１２４、一括）、一括 ＊８．６ ＊５．０ １．９ １９c 伊１５ 海浜風景文 １／２以下
４４０ 土器・かわらけ 在地 KB１２ ３溝№１１３ ＊９．０ ＊６．４ ２．５ K１０ 口縁部灯芯油痕 １／２以下
４４１ 土器・かわらけ 在地 KB１２ ３溝 ＊１０．０ ― ― K１１ １／２以下
４４２ 土器・ほうろく 在地 KB１２ ３溝 ３７．０ ３４．０ ５．８ H０９ 外面工具痕／外面ス

ス付着
３／４以上

４４３ 土器・瓦／平瓦 在地 KB１２ ３溝№１６１T ― ― １．９ 江戸 瓦０７ １／２以下
４４４ 土器・瓦／平瓦 在地 KB１２ ３溝№１２３ ― ― １．８ 江戸 瓦０４ １／２以下
４４５ 土器・瓦／丸瓦 在地 KB１２ ３溝№９７ ― ― ２．５ 瓦０２ １／２以下
４４６ 陶器・碗／天目 瀬戸美濃 KB１２ ４溝 ＊１１．０ ― ― 大１ 天０２ 内外鉄釉 １／２以下
４４７ 陶器・皿／丸皿 瀬戸美濃 KB１２ ４溝№２８ ＊８．４ ＊５．０ ２．１大３前 皿０１ 内外灰釉／高台内輪

トチン痕
１／２以下

４４８ 陶器・皿／丸皿 瀬戸美濃 KB１２ ４溝№１７２、一括 ＊１０．４ ０ ― 大３ 皿０２ 内外灰釉 １／２以下
４４９ 陶器・皿／丸皿 瀬戸美濃 KB１２ ４溝 ＊１０．０ ― ― 大３ 皿０８ 内外鉄釉 １／２以下
４５０ 陶器・皿／内禿皿 瀬戸美濃 KB１２ ４溝№１８４ ― ＊６．０ ― 大３ 皿０６ 内外灰釉／底部内外

露胎
１／２以下

４５１ 陶器・皿／志野菊皿 瀬戸美濃 KB１２ ４溝№５１、一括 ＊１２．４ ＊７．０ ２．７登１ 皿０４ 内外長石釉 １／２以下
４５２ 陶器・皿／菊皿 瀬戸美濃 KB１２ ４溝№４８ ＊１３．４ ７．８ ２．５ １７c後 皿０３ 内外黄瀬戸釉の上に

緑釉流し掛け／内面
円錘ピン痕／型打皿

１／２以上

４５３ 陶器・鉢／擂鉢又は
折縁深皿

瀬戸美濃 KB１２ ４溝№１４８ ― ― ― 古後Ⅳ 鉢０４ 内外灰釉 １／２以下

４５４ 陶器・鉢／刷毛目文鉢 肥前（唐津）KB１２ ４溝№４０ ＊２６．０ ― ― １７c 後 鉢０６ 内面白土を施し波状
刷毛目文

１／２以下

４５５ 陶器・擂鉢 志戸呂 KB１２ ４溝№１５５ ― ＊１０．０ ― 大３後～大４相当 鉢０８ 内外錆釉／櫛目１０本 １／２以下
４５６ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB１２ ４溝（№１６５・１７８・１７９） ＊８．６ ＊３．２ ５．１ １７c中 伊０９ 圏線・唐草文／高台端

部砂溶着
１／２以下

４５７ 土器・かわらけ 在地 KB１２ ４溝№３５ ＊１１．８ ＊７．６ ２．３ K０２ １／２以下
４５８ 土器・かわらけ 在地 KB１２ ４溝（№３６、一括）、３溝 ＊１１．０ ＊５．６ ３．５ K０７ １／２以下
４５９ 土器・かわらけ 在地 KB１２ ４溝（№３７、一括） ＊１１．６ ＊４．８ ３．５ K０５ 底部内面指頭ナデ １／２以下
４６０ 土器・かわらけ 在地 KB１２ ４溝（№４５、一括）、一括 ＊１０．０ ＊６．０ ２．１ K０９ １／２以下
４６１ 土器・かわらけ 在地 KB１２ ４溝№６３ ＊１１．２ ＊８．０ ２．７ K０４ １／２以下
４６２ 土器・かわらけ 在地 KB１２ ４溝（№１５６・１５８、一括） ＊１２．２ ― ― K０８ １／２以下
４６３ 土器・かわらけ 在地 KB１２ ４溝（№１５７、一括） ＊１１．０ ― ― K０６ １／２以下
４６４ 土器・かわらけ 在地 KB１２ ４溝№１９７ ＊１２．２ ＊５．０ ３．７ K１４ 内面体底部境ナデ １／２以下
４６５ 土器・かわらけ 在地 KB１２ ４溝、一括 ＊１１．２ ― ― K０３ １／２以下
４６６ 土器・かわらけ 在地 KB１２ ４溝 ＊１１．０ ― ― K１２ １／２以下
４６７ 土器・かわらけ 在地 KB１２ ４溝 ＊１２．０ ― ― K１３ １／２以下
４６８ 土器・かわらけ 在地 KB１２ ４溝 ＊１１．６ ― ― K１６ １／２以下
４６９ 土器・ほうろく 在地 KB１２ ４溝（№５８・５９・６２・６３・６７・

６８・７０・７１・１８１・１８５、一括）
＊３４．０＊３０．０ ５．３ H０１ 外面スス付着 １／２以下

４７０ 土器・ほうろく 在地 KB１２ ４溝№６９ ＊３４．２＊２９．０ ４．８ H０８ 外面スス付着 １／２以下
４７１ 土器・ほうろく 在地 KB１２ ４溝 ＊３７．０ ― ― H０５ １／２以下
４７２ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB１２ ８溝 ― ４．２ ― １８c 前 伊０３ 圏線・文様・高台内渦

福銘／高台端部砂溶着
１／２以下

４７３ 陶器・皿／端反又は
丸皿

瀬戸美濃 KB１２ １６溝№７２ ― ＊７．０ ― 大１・２ 皿０７ 旧１１溝。内外灰釉／菊
花文が押印

１／２以下

４７４ 磁器・碗／染付碗 中国 KB１２ １２溝 ― ― ― C 群 １５c中～
１６c中

染０１ 圏線・花文 １／２以下

４７５ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB１２ １２溝 ― ４．１ ― １８c 伊０７ 圏線・草花文 １／２以下
４７６ 土器・ほうろく 在地 KB１２ １２溝 ― ― ４．９ H０４ １／２以下
４７７ 陶器・擂鉢 志戸呂 KB１２ ２井 ＊２９．０ ― ― １６c 中～後 町鉢１２６ １／２以下
４７８ 土器・かわらけ 在地 KB１２ １壙№１９８、１溝 １１．２ ７．０２．６～２．８ K０１ 内面体底部境ナデ 略完形

法量の単位は cm ＊は不確定な推定復元値 法量の単位は cm

第２０表 土器類一覧表１１
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図
№ 器種 産地 調査名 出土地点 口径 底径 器高 時期・

分類 年代 遺物
ID 備考 残存率

４７９ 陶器・鉢／刷毛目文鉢 肥前
（唐津）

KB１２ ５壙 ― ＊１１．０ ― １７c 後 鉢０５ 内面白土を施し刷毛
目文／内面重ね焼き
の砂目痕

１／２以下

４８０ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB１２ ５壙 ― ４．３ ― １７c 後 伊０４ 圏線・草花文・ぶどう文１／２以下
４８１ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB１２ ５壙 ＊１０．０ ― ― １８c 伊０５ 二重網目文 １／２以下
４８２ 磁器・碗／染付碗 肥前 KB１２ ５壙 ― ＊４．０ ― １８c 伊０６ 圏線／高台端部砂溶着１／２以下
４８３ 磁器・皿／染付皿 肥前 KB１２ ５壙 ＊１４．０ ＊８．０ ３．８ １７c末～

１８c前
伊１１ 五弁花・底部外面大

明年製
１／２以下

４８４ 磁器・猪口 肥前 KB１２ ５壙 ― ＊６．０ ― １８c 伊１２ 圏線・草花文 １／２以下
４８５ 磁器・小坏／白磁小坏 肥前 KB１２ ５壙 ＊８．０ ― ― １７c 後～

１８c中
伊１４ １／２以下

４８６ 磁器・香炉／青磁香炉 波佐見 KB１２ ５壙 ― ＊６．０ ― １７c 末～
１８c中

他０１ 内外厚い青磁釉・高
台内環状に露胎

１／２以下

４８７ 土器・ほうろく 在地 KB１２ ５壙 ― ― ２．７ １９c H０２ 外面スス付着 １／２以下
４８８ 土器・瓦／丸瓦 在地 KB１２ ５壙 ― ― １．８ 江戸 瓦０１ １／２以下
４８９ 土器・瓦／平瓦 在地 KB１２ ５壙 ― ― １．８ 江戸 瓦０３ １／２以下
４９０ 土器・瓦／平瓦 在地 KB１２ ５壙 ― ― １．９ 江戸 瓦０５ １／２以下
４９１ 土器・瓦／平瓦 在地 KB１２ ５壙 ― ― １．９ 江戸 瓦０６ １／２以下
４９２ 磁器・碗／青磁碗 同安窯系

中国
KB１２ 一括 ― ― ― Ⅰ類 １２c中～

１３c末
青０１ 黄緑色の釉／ジグザ

グ文
１／２以下

４９３ 磁器・碗／染付碗 中国 KB１２ 一括 ― ＊４．６ ― E群 １６c中～後 染０２ 圏線・花文 １／２以下
４９４ 磁器・皿／染付皿 中国 KB１２ 一括 ＊１０．０ ― ― E 群 １６c中～後 染０３ 圏線 １／２以下
４９５ 焼締陶器・片口鉢 常滑 KB１２ 一括 ― ― ―５・６a、

Ⅰ類
鉢１０ １／２以下

４９６ 陶器・鉢／折縁深皿 瀬戸美濃 KB１２ 一括 ― ― ― 古中Ⅱ 鉢０３ 内外灰釉 １／２以下
４９７ 陶器・鉢／刷毛目文鉢 肥前（唐津）KB１２ 一括 ― ― ― １７c 後 鉢０７ 内面白土を施し刷毛

目文の上に鉄釉・緑釉
流し掛け／外面灰釉

１／２以下

４９８ 陶器・小壺 志戸呂 KB１２ 一括 ＊６．８ ― ― １７c 袋０１ 内外鉄釉 １／２以下
４９９ 陶器・皿／灯明皿
（油皿）

信楽 KB１２ 一括 ＊９．０ ― ― １９c 皿０９ 内外透明釉 １／２以下

５００ 磁器・皿／青磁中皿 波佐見 KB１２ 一括 ― ― ― １７c 末～
１８c中

他０２ 内外青磁釉／片彫り
花文

１／２以下

５０１ 土器・ほうろく 在地 KB１２ １T№７ ― ― ４．８ H０３ 外面スス付着 １／２以下
５０２ 土器・ほうろく 在地 KB１２ 一括 ― ― ３．０ １９c H０６ １／２以下
５０３ 土器・ほうろく 在地 KB１２ 一括 ＊３６．０＊３１．６ ５．５ H０７ 内外スス付着 １／２以下
５０４ 土器・かわらけ 在地 第１６次 ３壙、一括 ＊１１．０ ― ― K０６ １／２以下
５０５ 土器・ほうろく 在地 第１６次 ３壙 ― ― ― H０５ １／２以下
５０６ 土器・土鍋 在地 第１６次 ３壙 ― ― ― D０１ １／２以下
５０７ 土器・火鉢 在地 第１６次 ３壙 ― ― ― 火鉢２ 円形 １／２以下
５０８ 土器・かわらけ 在地 第１６次 ８壙 ＊１０．０ ― ― K０５ １／２以下
５０９ 磁器・碗／染付碗 肥前 第１６次 １９壙 ― ― ― １８c～１９c 伊０２ 旧１井。圏線・文様 １／２以下
５１０ 土器・かわらけ 在地 第１６次 １９壙№６ ― ４．０ ― K０１ 旧１井№６ １／２以下
５１１ 土器・かわらけ 在地 第１６次 １９壙、一括 １０．２ ５．７ ２．７騎西城

Ⅲ期
K０２ 旧１井 １／２以上

５１２ 土器・かわらけ 在地 第１６次 １９壙、一括 ＊１０．０ ― ― K０３ 旧１井 １／２以下
５１３ 土器・かわらけ 在地 第１６次 １９壙 ＊１１．０ ― ― K０４ 旧１井 １／２以下
５１４ 土器・ほうろく 在地 第１６次 １９壙 ― ― ― H０２ 旧１井。外面スス付着１／２以下
５１５ 土器・ほうろく 在地 第１６次 １９壙 ＊３３．６＊３０．０ ５．６ H０３ 旧１井。外面スス付着１／２以下
５１６ 土器・土鍋 在地 第１６次 １９壙 ― ― ― D０２ 旧１井 １／２以下
５１７ 土器・擂鉢 在地 第１６次 １９壙 ― ― ― 鉢０１ 旧１井 １／２以下
５１８ 土器・火鉢 在地 第１６次 １９壙 ― ― ― 火鉢１ 旧１井。角火鉢 １／２以下
５１９ 陶器・碗／染付碗 瀬戸美濃 第１６次 一括 ― ― ― １８c 末 碗０１ 内外透明釉／文様 １／２以下
５２０ 陶器・皿／菊皿 瀬戸美濃 第１６次 一括 ― ― ― 登２ 皿０２ 内外灰釉・外面下方

露胎／型打皿
１／２以下

５２１ 陶器・香炉 瀬戸美濃 第１６次 一括 ＊８．０ ― ― 古後Ⅳ
（古）

香０１ 口縁内面・外面灰釉／
他露胎

１／２以下

５２２ 陶器・香炉 瀬戸美濃 第１６次 一括 ― ― ― １８c～１９c 香０２ 外面灰釉・底部付近
外面露胎

１／２以下

５２３ 陶器・皿／灯明皿
（油皿）

志戸呂 第１６次 一括 ＊１０．０ ― ― １９c 皿０１ 内外錆釉・外面下方
露胎

１／２以下

５２４ 陶器・擂鉢 堺ヵ 第１６次 一括 ― ― ― １９c 鉢０２ １／２以下
５２５ 磁器・碗／染付碗 肥前 第１６次 一括 ＊１０．０ ― ― １８c 中 伊０１ 雷文・草花文 １／２以下

法量の単位は cm ＊は不確定な推定復元値 法量の単位は cm

第２１表 土器類一覧表１２
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図
№ 器種 産地 調査名 出土地点 口径 底径 器高 時期・

分類 年代 遺物
ID 備考 残存率

５２６ 磁器・碗／染付碗 肥前 第１６次 一括 ＊７．０ ― ― １８c 伊０３ 笹の葉文 １／２以下
５２７ 磁器・皿／青磁皿 肥前 第１６次 一括 ＊１２．０ ― ― １７c 後 伊０６ 内外淡青緑色の釉 １／２以下
５２８ 陶器・瓶／青磁瓶 肥前 第１６次 一括 ＊６．０ ― ― １７c 末～

１８c中
伊０５ 内外淡青緑色の釉 １／２以下

５２９ 陶器・瓶／小瓶 肥前 第１６次 一括 ― ＊５．０ ― １９c 伊０４ １／２以下
５３０ 土器・ほうろく 在地 第１６次 一括 ― ― ５．２ H０１ １／２以下
５３１ 土器・ほうろく 在地 第１６次 一括 ― ― ５．０ H０４ 旧１１壙№１６ １／２以下
５３２ 磁器・鉢／青磁鉢 龍泉窯系

中国
第２３次 T２溝、B区№９１ ― ― ― １６c 中 青０２ 旧 B区２溝。内 外 緑

色の釉／沈線で文様
１／２以下

５３３ 陶器・鉢／黄瀬戸大皿 瀬戸美濃 第２３次 T２溝№１４７、B区№３１ ＊２９．０＊１８．０ ５．６登１・２ 鉢０１ 旧 B区２溝。内 外 黄
瀬戸釉・高台内一部
露胎・底部内面１ヶ所
釉ハギ痕／高台内ト
チン痕

１／２以下

５３４ 陶器・鉢／大皿 志戸呂 第２３次 T２溝№１２９ ＊２６．０ ― ― 大３後～
大４相当

鉢０２ 旧B区２溝。内 外 錆
釉

１／２以下

５３５ 土器・かわらけ 在地 第２３次 T２溝№１６６ ＊１０．４ ― ― 不明 K０７ 旧 B区２溝。 １／２以下
５３６ 陶器・皿／鉄絵皿 瀬戸美濃 第２３次 T３井№１７７ ＊１３．４ ＊８．０ ２．５大４後 皿０２ 旧 B区２井。内 外 長

石釉・高台内露胎／鉄
で文様

１／２以下

５３７ 土器・かわらけ 在地 第２３次 T３井 １０．４ ５．５ ２．５ 不明 K０１ 旧 B区２井。底 部 内
面渦巻ナデ

完形

５３８ 陶器・徳利 瀬戸美濃 第２３次 T１８壙№１０５ ― ＊１５．０ ― 大２ 袋０１ 旧 B区２壙。外 面 鉄
釉／底・腰部濃い錆釉

１／２以下

５３９ 磁器・碗／青磁碗 龍泉窯系
中国

第２３次 T９壙№８ ― ― ― B―１ １３c～ 青０１ 旧A区９壙。内 外 暗
緑色の釉／蓮弁文

１／２以下

５４０ 陶器・皿／青織部皿 瀬戸美濃 第２３次 A区№１９６ ― ― ― 登１ 皿０７ 旧６壙。内外透明釉・
口縁内面緑釉／鉄で
同心円又は渦巻文

１／２以下

５４１ 焼締陶器・小甕 常滑 第２３次 B区№８５ ― ― ―１１形式 １５００～５０ 袋０２ １／２以下
５４２ 陶器・皿／志野丸皿 瀬戸美濃 第２３次 B区№２５、一括 １１．９ ６．２２．３ ～

２．５
登２ 皿０１ 内外長石釉・高台内

一部露胎／内面・高台
内円錘ピン痕

略完形

５４３ 陶器・皿／志野丸皿 瀬戸美濃 第２３次 B区№２６ ― ＊８．０ ― 大４後 皿０３ 内外長石釉・高台内
露胎／高台内輪トチ
ン痕

１／２以下

５４４ 陶器・皿／志野丸皿 瀬戸美濃 第２３次 B区№５４ ＊１２．０ ― ― 大４後 皿０４ 内外長石釉 １／２以下
５４５ 陶器・皿／志野丸皿 瀬戸美濃 第２３次 一括 ＊１２．０ ＊６．０ ２．４登２ 皿０５ 内外長石釉・高台内

露胎
１／２以下

５４６ 陶器・皿／丸皿 瀬戸美濃 第２３次 一括 ＊１０．０ ― ― 大２ 皿０６ 内外灰釉 １／２以下
５４７ 陶器・片口 瀬戸美濃 第２３次 一括 ― ７．８ ― １７c～ 鉢０３ 内面錆釉・外面露胎／

内面団子トチ？痕
１／２以下

５４８ 陶器・向付／志野向付 瀬戸美濃 第２３次 一括 ＊１３．０ ― ― 大４後 他０１ 内外長石釉 １／２以下
５４９ 陶器・向付／黄瀬戸向付 瀬戸美濃 第２３次 B区№１０２ ― ― ― 大４ 他０２ 内外黄瀬戸釉／入隅

の四方形に型打ち整
形

１／２以下

５５０ 陶器・蓋 瀬戸美濃 第２３次 一括 ４．０ ― ― 不明 他０３ 上面錆釉の後黄瀬戸
釉・下面露胎

３／４以上

５５１ 陶器・香炉 瀬戸美濃 第２３次 一括 ― ― ― １８c～ 香０１ 内面錆釉・外面鉄釉・
腰部露胎

１／２以下

５５２ 陶器・碗／丸碗 志戸呂 第２３次 一括 ＊１０．０ ― ― 大３後～
大４相当

碗０１ 内外灰釉 １／２以下

５５３ 陶器・碗／天目 初山 第２３次 一括 ＊１１．０ ― ― 大３相当 天０１ 内外鉄釉 １／２以下
５５４ 陶器・茶入 備前 第２３次 一括 ― ― ― １６c 末 他０４ １／２以下
５５５ 土器・かわらけ 在地 第２３次 B区№４８ １０．７ ６．５２．４～２．６ 不明 K０２ 略完形
５５６ 土器・かわらけ 在地 第２３次 B区№２２・４０ ＊１１．０ ＊６．８ ２．６ 不明 K０３ １／２以下
５５７ 土器・かわらけ 在地 第２３次 B区№７４ １１．０ ６．８ ２．５ 不明 K０４ 底部外面板ナデ １／２以上
５５８ 土器・かわらけ 在地 第２３次 B区№９・１１５・１１７、西、一括 ＊１０．６ ６．８ ２．３ 不明 K０５ 底部内面渦巻ナデ １／２以上
５５９ 土器・かわらけ 在地 第２３次 B区№７９ ＊１１．０ ― ― 不明 K０６ １／２以下
５６０ 土器・かわらけ 在地 第２３次 B区№１５９ ＊１２．０ ― ― １６c 後 K０８ 手づくね整形を模倣ヵ１／２以下
５６１ 土器・ほうろく 在地 第２３次 B区№４７ ― ― ６．０ 不明 H０１ １／２以下
５６２ 土器・ほうろく 在地 第２３次 B区№４９ ― ― ― 不明 H０２ １／２以下
５６３ 土器・火鉢 在地 第２３次 一括 ― ＊１７．０ ― 不明 火鉢１ 胎土に黒雲母含む １／２以下
５６４ 土器・瓦 在地 第２３次 B区№２ ― ― ― １３c 前～ 瓦１ １／２以下
５６５ 土器・土製円盤 在地 KB７ １溝 B―１G№４６ ― ― ― つぶて

石２
かわらけ

法量の単位は cm ＊は不確定な推定復元値 法量の単位は cm

第２２表 土器類一覧表１３
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図
№ 器種 産地 調査名 出土地点 口径 底径 器高 時期・

分類 年代 遺物
ID 備考 残存率

５６６ 土器・土製円盤 在地 KB７ E―７G№１ ― ― ― つぶて
石１

かわらけ

５６７ 土器・土製円盤 在地 KB７ 一括 ― ― ― つぶて
石３

かわらけ

５６８ 陶器・土製円盤 瀬戸美濃 KB７ 一括 ― ― ― 大 つぶて
石４

徳利

５６９ 陶器・土製円盤 瀬戸美濃 KB７ 一括 ― ― ― 大１ 他０２ 端反皿
５７０ 陶器・土製円盤 瀬戸美濃 KB７ 一括 ― ― ― 大４ 他０３ 志野碗
５７１ 陶器・土製円盤 瀬戸美濃 KB７ 一括 ― ― ― 登１～ 他０４ 天目
５７２ 陶器・土製円盤 瀬戸美濃 KB７ 一括 ― ― ― 登１・２ 他０５ 志野皿
５７３ 陶器・土製円盤 瀬戸美濃 KB７ 一括 ― ― ― 登２・３ 他０６ 天目
５７４ 陶器・土製円盤 瀬戸美濃 KB７ 一括 ― ― ― 大１～３ 他０７ 天目
５７５ 陶器・土製円盤 瀬戸美濃 KB７ 一括 ― ― ― 登 他０９ 黄瀬戸鉢
５７６ 陶器・土製円盤 瀬戸美濃 KB７ 一括 ― ― ― 登～ 他１０ 碗
５７７ 陶器・土製円盤 肥前 KB７ 一括 ― ― ― １７c 後 他１１ 刷毛目碗
５７８ 陶器・土製円盤 瀬戸美濃 KB７ B―２G№１１ ― ― ― 登１～ 他０８ 天目
５７９ 陶器・土製円盤 常滑 KB８ 一括 ― ― ― つぶて

石１
甕

５８０ 磁器・土製円盤 肥前 KB８ 一括 ― ― ― 伊１８ 染付皿
５８１ 陶器・土製円盤 常滑 KB１１ 一括 ― ― ― ～１６c つぶて

石１
甕

５８２ 陶器・土製円盤 瀬戸美濃 KB１２ ３溝№１１８ ― ４．５ ― 登２～ つぶて
石１

天目

５８３ 陶器・土製円盤 瀬戸美濃 KB１２ 一括 ― ― ― １７c～ 他０３ 天目
５８４ 陶器・土製円盤 瀬戸美濃 第１６次 １９壙 ― ― ― １６c～ 他０１ 徳利
５８５ 陶器・土製円盤 志戸呂 第１６次 １９壙 ― ― ― つぶて

石１
徳利

５８６ 土器・土鈴 在地 KB１２ ４溝№５５ ３．７ ２．７ ００１２―
０００１

法量の単位は cm ＊は不確定な推定復元値 法量の単位は cm

第２３表 土器類一覧表１４
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第２節 木製品類
（１）概要
本報告のKB７・８・１１・１２区・第１６次の調査で

は生活用具、生業の道具、いくさ関係のもの、他に
加工材など広範囲な用途・状態の遺物が出土する。

【図化木製品】
○生活に関するもの
「貯蔵」では桶が出土する。
１は７区１号溝出土の側板。板目取りの非常に小

ぶりなものであるが、タガを締めた痕跡を観察でき
る。
２は７区５号井戸出土の底板であるが、厚みが０．２
～１cmとやや薄めであることから蓋板の可能性も
ある。樹種はモミ属である。
３は８区１０号井戸出土の側板。底板の小破片であ
る。板目取り。木釘痕は観察できなかった。
４は３と同じ８区１０号井戸出土の板目取りの側板。

１．３cmと厚手であるが、先端が腐食。節の周辺を丁
寧に平らになるよう整形する。
５、６は７区１号溝出土の曲物の側板片である。

非常に薄い。２点は同一個体と考えられるが接合箇
所は確認できなかった。
７は７区１号溝出土で三宝の縁と思われる。樹種

はスギ。木釘が１箇所残る。表面に黒い付着物があ
るが肉眼観察のみで詳細は不明。板目取り。極小破
片のため全体の形は明らかになっていない。
「食膳」では白木椀、漆椀、箸、杓子が出土する。
８は１１区６号溝出土。極小破片で遺物の遺存状態
も悪いことから詳細は不明であるが、ヨコギ取りの
白木椀の胴部破片と思われる。
９～１２は７区１号溝出土の内面赤色・外面黒色漆

塗りの椀である。
９は椀の破片である。外面に赤色で花文を施す。

椿の花か。口縁部付近の小破片のため全体の形は明
らかでは無い。
１０は低い高台で高台脇からゆるやかに内湾して口
縁に至る。施文は無し。ほぼ完形であるが口縁部の
一部が欠損する。

１１は高台裏に赤色で四つ菱を施す。胴部の施文の
有無については不明。含水率高く劣化進行。口縁部
周辺と高台は欠損し全体の形は明らかでは無い。
１２の樹種はハンノキ属ハンノキ亜属である。これ
も腰部から高台にかけてのみ残存で、椀の全体像は
明らかでは無いが、高台脇から腰部へ内湾して立ち
上がっている。残存部では施文は確認できなかった。
１３は１１区６号溝出土の内面赤色・外面黒色漆塗り
であるが漆の剥落が著しい。残存部分では施文は確
認できなかった。高台脇から胴部下半にかけて残る
が、劣化が進行したために全体に歪んでおり、図化
した傾き等には誤差がある可能性がある。
１４も１１区６号溝出土の漆椀であるが内外面ともに
漆が剥落。かすかに内面には赤色、高台裏には黒色
の痕跡が認められることから内面赤色・外面黒色漆
塗りの可能性が高い。高台脇からゆるやかに腰部が
立ち上がる。ヨコギ取り。
１５は１２区４号溝出土。内外面黒色漆塗りで見込み、
外面胴部、高台裏に赤色で施文した痕跡が認められ
るが、文様の意匠等は不明である。含水率が高く漆
の剥落が著しい。
１６は８区９号井戸出土。箸と思われる。樹種はウ
ツギ属。２破片に分かれる。接合箇所の確認はでき
なかったが同一個体と思われる。
１７は７区１号溝出土で白木の杓子である。器面に
多数の傷あり。俎板等に転用したものか。

○生業に関するもの
「加工」では編具の錘や竪杵が出土する。
１８～２２は７区１号溝出土の木錘で、いずれも縦に
穿孔している。
１８は樹種が広葉樹で全体に面取りを施し、中央に
一条の切り込みを入れる。
１９は樹種がニワトコで面取りの痕跡有り。
２０は樹種が広葉樹（散孔材）で面取りの痕跡有り。
２１は面取りの痕跡は見られなかった。
２２は面取りの痕跡有り。一部欠損。
２３も７区１号溝出土で竪杵である。樹種はエノキ
属。およそ半分近くが残存。含水率が高く使用痕等
は観察できなかった。



－１０８－

○いくさに関するもの
兜の前立状のものが出土する。ほかの可能性もあ

るがいくさの項で報告する。
２４は１１区５号溝出土の前立状製品である。片面に
黒漆塗りを下地に、反対面は茶褐色漆を下地にその
上から金箔を施す。厚さ０．１５mm幅４．８cmと非常に
薄く幅が広い。２箇所に小さな穿孔有り。片側端部
が欠損し全体の形は明らかではない。前立状製品と
したが、仏具の一種の可能性もあり。
２５も前立で、７区１号溝から出土である。菖蒲の
葉を象ったものと思われ、幅狭で先端が尖っている。
中央に葉脈を表したものがわずかに稜となっている。
表裏に金箔を施している。基部には布着せ後漆を塗
布しているものと思われる（口絵１４参照）。兜への
取り付けのためか。全体に大きいため後立であると
いう指摘もある。
２８は竹束で、長さ１５０cm、幅３０cmの範囲に、直
径３～５cm程で、節の間隔が同様な竹が８本程度、
水平に一段並べたように出土した。２ヶ所横位に竹
が配置され、束ねたものかもしれない。火縄銃の盾
の可能性を指摘できるが、弾丸痕などは観察できな
かった。
２５の前立及び竹束の埋没年代は伴出する土器から

１５世紀後半～１６世紀代に収まる可能性がある。

○その他
２６は７区１号溝出土のホゾ付き板材である。中央
付近に２箇所の孔有り。板目取り。用途不明。
２７は８区８号井戸出土の撞木状製品で、樹種は同
定を試みたが不明であった。用途不明。４片は図上
で接合させている。

【未図化木製品】
以上が図化できた木製品であるが、これらの他に

遺物の状態が悪く図化できなかった木製品も多数存
在した。それらについては以下の通りである。

「衣」
１１区で櫛の破片が出土した。軽量で歯の隙間が狭
く全体に薄いことから騎西城跡出土の中では新しい

可能性が強い。
「貯蔵」
７区では桶の側板と考えているものと、曲物の側
板が出土、曲物は状態が悪く計測できなかった。
「食膳」
７区では漆椀が破片を含めて５点で、いずれも含
水率が高く破片化しているため詳細は不明であるが、
内外面とも黒色漆塗りのものと内赤色・外黒色漆塗
りのものが見られた。出土地点については１号溝で
集中して出土する。
１１区では状態が悪く計測できない漆椀片が２点あ
り、いずれも内面赤色・外面黒色漆塗りで胴部外面
に赤色で施文を施す。意匠は不明である。両者とも
に含水率が高く破片化しているため詳細は不明であ
る。
１２区では状態が悪く計測できない漆椀片が１点あ
った。内面赤色・外面黒色漆塗りの小破片である。

さらに用途不明の加工製品も出土する。
７区では加工が見られる板材なども存在する。１
号溝のほか井戸や土壙からの出土もあるがいずれも
状態が悪く詳細は不明。また、竹、樺が出土する。
８区では板材片が２点あり１号井戸、３号井戸か
ら出土した。両者ともに含水率が高く劣化が進み詳
細は不明であった。
１２区では他に撞木状木製品、角材、板材が出土し
た。
１６次では実測可能な木製品は無かった。１９号土壙
から劣化が進み破片化していた竹片のみが出土した。
このように図化できなかった木製品についても、
計測した法量や特徴等のデ－タ－は一覧表に掲載し
た。

７区ではほかに、木製品ではないが葉や貝、馬の
歯なども出土する。
１６次では１９号土壙から桃の種子が出土する。
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図
No. 遺物名 出土地点 法量 特徴 備考 遺物 ID

１ 桶―側板 KB０７ １号溝
（B―２G No４８）

長さ７．８／幅３．６／
厚さ０．９

小型。板目取り ６６１―０７０５―
０００７―００１０

２ 桶―底板 KB０７ ５号井戸
（D―５GNo８７）

長さ≒２０．４／
厚さ０．２～１．０

樹種はモミ属。非常に
薄い箇所があり

６６１―０７０５―
０００７―００２２

３ 桶―底板 KB０８ １０号井戸
（C―５G No２４９）

径≒１６．８／厚さ１．０ 板目取り ６６１―０７０５―
０００８―０００４

４ 桶―側板 KB０８ １０号井戸
（C―５G No２４５）

長さ１６．８／幅１１．８／
厚さ１．３

板目取り。節の周辺を
整形

６６１―０７０５―
０００８―０００６

５ 曲物―側板 KB０７ １号溝
（B―１G No５０）

長さ（１２．６）／
高さ（２．６）／厚さ０．１

非常に薄い ３―２と同一個体と考えられるが、
接合箇所の確認は出来なかった

６６１―０７０５―
０００７―００１３

６ 曲物―側板 KB０７ １号溝
（B―１G No５０）

長さ（１３．２）／
高さ（２．８）／厚さ０．１

非常に薄い ３―１と同一個体と考えられるが、
接合箇所の確認は出来なかった

６６１―０７０５―
０００７―００１３

７ 三宝の縁 KB０７ １号溝
（B―１G No４１）

長さ（５．０）／
高さ３．４／厚さ０．３

樹種はスギ。木釘残る。
表面に黒い付着物あり

小破片のため詳細不明 ６６１―０７０５―
０００７―０００５

８ 白木椀 KB１１ ６号溝（No８） 口径、器高等不明／
厚さ０．７

胴部小破片のため詳
細不明

含水率高く。遺物の劣化が進む ６６１―０７０５―
００１１―０００４

９
漆椀片 KB０７ １号溝

（B―１G No４５）
口径≒１２．０／
器高（３．４）

内面赤色外面黒色漆
塗。外面に赤色で花文
を施文。椿か

口縁部小破片のため全体像は
不明

６６１―０７０５―
０００７―０００９

１０ 漆椀 KB０７ １号溝
（C―２G No１７）

口径１１．２／器高６．４／
底径６．４

内面赤色外面黒色漆
塗。施文は無し

口縁の一部欠損 ６６１―０７０５―
０００７―００３４

１１
漆椀 KB０７ １号溝

（B―２G No４９）
口径不明／器高（１．８）／
底径≒６．６

内赤色外黒色漆塗。高
台裏に赤色で四つ菱
を施文

高台付近のみ残存。全体像は不
明。含水率高く状態悪し

６６１―０７０５―
０００７―００１２

１２
漆椀 KB０７ １号溝

（C―２G No６４）
口径不明／器高（３．５）／
底径６．５

樹種はハンノキ属ハ
ンノキ亜属。内面赤色
外面黒色漆塗。施文の
有無は確認出来ず

高台付近のみ残存 ６６１―０７０５―
０００７―００２０

１３
漆椀 KB１１ ６号溝（No４） 口径不明／器高（５．０） 内面赤色外面黒色漆

塗か。施文の有無も確
認出来ず

漆はほとんど剥落 ６６１―０７０５―
００１１―０００１

１４
漆椀 KB１１ ６号溝（No６） 口径不明／器高（６．５） 内面赤色外面黒色漆

塗。施文の有無は確認
出来ず

漆は剥落し、劣化が進み自立は
出来ず

６６１―０７０５―
００１１―０００３

１５
漆椀 KB１２ ４号溝（No１６７） 口径不明／器高（４．５）／

高台径≒６．０
内外面黒色漆塗り。見
込み。胴部、高台裏に
赤色で施文。文様の意
匠は不明

含水率非常に高く自立出来ず。
漆の剥落も著しい

６６１―０７０５―
００１２―０００１

１６ 箸 KB０８ ９号井戸 長さ８．５／幅０．７／
厚さ０．４

樹種はウツギ属。表面
に付着物あり

小片で詳細は不明 ６６１―０７０５―
０００８―０００５

１７ 杓子 KB０７ １号溝
（B―１G No４４）

長さ２４．５／幅８．１／
厚さ０．６

器面に多数の傷あり。転
用の可能性もあるのでは

６６１―０７０５―
０００７―００２８

１８
編具―錘 KB０７ １号溝

（B―１G No６０）
長さ４．５／径≒２．９／
孔径０．６

樹種は広葉樹。全体に
面取り。中央付近に切
り込みあり

６６１―０７０５―
０００７―００１８

１９ 編具―錘 KB０７ １号溝
（B―１G No４３）

長さ５．５／径≒３．３／
孔径≒１．６

樹種はニワトコ。面取
りの痕跡あり

一部欠損 ６６１―０７０５―
０００７―０００７

２０ 編具―錘 KB０７ １号溝 長さ６．０／径２．９／
孔径１．６

樹種は広葉樹（散孔材）。
面取りの痕跡あり

一部欠損 ６６１―０７０５―
０００７―００２３

２１ 編具―錘 KB０７ １号溝
（B―１G No５８）

長さ５．２／径≒３．０／
孔径１．３

面取りの痕跡無し ６６１―０７５―
０００７―００１６

２２ 編具―錘 KB０７ １号溝 長さ５．６／径≒３．０／
孔径１．４

面取りの痕跡あり 一部欠損 ６６１―０７５―
０００７―００２４

２３ 竪杵 KB０７ １号溝
（C―２G No１８）

長さ（３８．５）／
最大径 ８．４

樹種はエノキ属 約半分残存 ６６１―０７０５―
０００７―０００２

２４
前立状製品 KB１１ ５号溝（No１） 長さ（２６．３）／幅４．８／

厚さ０．１５
表裏に金箔を施す。下２
箇所穿孔有り、取り付
け部か？非常に薄い

片側端部欠損。４破片に割れて
いる

６６１―０７０５―
００１１―０００６

２５
前立 KB０７ １号溝

（B―１G No５２）
長さ（５８．１）／幅３．０／
厚さ０．３

全体に金箔を施す。取
り付け部に漆と思わ
れる付着物あり

取り付け部の一部が欠損 ６６１―０７０５―
０００７―０００１

２６ 部材（ホゾ
付き板材）

KB０７ １号溝
（B―１G No６１）

長さ２１．６／幅２．６／
厚さ０．６

ホゾ有り。中央に長方
形の穿孔有り

用途不明 ６６１―０７０５―
０００７―００１９

２７ 材／加工材
（撞木状）

KB０８ ８号井戸
（C―４G No１４７）

長さ２８．５／幅≒１．５／
頭部径≒２．５

樹種判明せず 用途不明 ６６１―０７０５―
０００８―０００３

２８ 竹束 KB０７ １号溝 長さ１５０／幅３０

法量の単位は cm （ ）は残存値 法量の単位は cm

第２４表 木製品一覧表１



出土した遺物

－１１５－

調査名 遺物名 出土地点 法量 特徴 備考 遺物 ID

KB１１
櫛 KB１１一括 幅８．８／長さ４．６／

厚さ０．２
軽くとてもきれいで
非常に薄く棟から刃
先にかけて湾曲

騎西城跡出土の櫛としては新
しいものカ

６６１―０７０５―
００１１―０００８

KB０７ 桶―側板か KB０７ １号溝
（B―１G No３４）

長さ（８．０）／
幅７．０／厚さ１．０

板目取り。一部炭化 ６６１―０７０５―
０００７―０００４

KB０７ 曲物―側板 KB０７ １号溝
（C―２G No４８）

計測出来ず 含水率高く劣化が進み破片化 ６６１―０７０５―
０００７―００１１

KB０７
漆椀 KB０７ １号溝

（B―１G No５１、５６）
口径不明／器高（２．２）／
底径６．５

内外面黒色漆塗。胴部
外面に赤色で施文、意
匠は不明。高台裏の施
文の有無は不明

破片化して全体像は不明であ
るが、胴部破片の大きさから大
型の椀可能性あり

６６１―０７０５―
０００７―００１４

KB０７
漆椀 KB０７ １号溝

（B―２G No５９）
口径≒１１．０／
器高（６．５）／底径６．０

内外面黒色漆塗。胴部に
赤色で施文、意匠は不明。
高台裏は削平されている
ため施文の有無は不明

含水率が高く破片化が進む ６６１―０７０５―
０００７―００１７

KB０７ 漆椀片 KB０７ １号溝
（C―２G No１９）

口径、器高等不明／
厚さ０．８

内面赤色外面黒色漆塗。外面
には赤色で施文の痕跡あり

含水率が高く破片化が進む ６６１―０７０５―
０００７―０００３

KB０７ 漆椀片 KB０７ １号溝
（C―２G No４４）

口径、器高等不明／
厚さ１．０

内面赤色、外面は漆剥
落のため不明

含水率が高く破片化が進む ６６１―０７０５―
０００７―０００８

KB０７ 漆椀片 KB０７ １号溝 口径、器高等不明／
厚さ０．７

内面赤色外面黒色漆塗。外面
に赤色で施文、意匠は不明

含水率が高く破片化が進む ６６１―０７０５―
０００７―００２５

KB１１
漆椀片 KB１１ ６号溝（No５） 口径、器高等不明／

厚さ０．５
胴部破片。内面赤色外
面黒色漆塗。外面に赤
色で施文、意匠は不明

含水率高く劣化進行し破片化 ６６１―０７０５―
００１１―０００２

KB１１ 漆椀片 KB１１一括 口径、器高等不明／
厚さ０．８

胴部破片。内面赤色外面黒色漆塗
り。外面に赤色で施文、意匠は不明

含水率高く劣化が進行し破片
化したため詳細は不明

６６１―０７０５―
００１１―０００７

KB１２ 漆椀片 KB１２ ４号溝（No１６９） 口径、器高不明／
厚さ０．５

内面赤色外面黒色漆塗。
施文の有無は確認出来ず

小破片のため詳細不明。漆の剥
落も著しい

６６１―０７０５―
００１２―０００５

KB０７ 材／板材 KB０７ １号溝 長さ（９．８）／幅（５．６）／
厚さ１．６

片面炭化 含水率高く劣化進行中 ６６１―０７０５―
０００７―００２７

KB０７ 材／板材片 KB０７ １号溝 長さ（２．６）／幅（２．１）／
厚さ０．０５

柾目取りか 小破片のため詳細不明 ６６１―０７０５―
０００７―００２６

KB０７ 材／板材片 KB０７ ３号井戸
（D―５G No６９）

長さ（１１．５）／幅（９．５）／
厚さ１．５

板目取り。一部炭化 炭化していない部分の劣化が
進行中

６６１―０７０５―
０００７―００３０

KB０７ 材／板材片 KB０７ ５号井戸
（D―５G No８５）

長さ（５．０）／高さ（２．０）／
厚さ０．４

含水率高く劣化進行中 ６６１―０７０５―
０００７―００３２

KB０７ 材／木片 KB０７ １号井戸 計測出来ず 状態悪く詳細不明 含素率が非常に高い ６６１―０７０５―
０００７―００３２

KB０８ 材／板材片 KB０８ １号井戸 長さ（１５．４）／幅（８．５）／
厚さ０．４

含水率高く劣化進行中 ６６１―０７０５―
０００８―０００１

KB０８ 材／板材片 KB０８ ３号井戸
（B―４G No５２）

長さ（５．５）／幅（５．４）／
厚さ０．２

柾目取り。非常に薄い 含水率高く劣化が進行し破片
化

６６１―０７０５―
０００８―０００２

KB１２ 板材 KB１２ ４号溝№１６８ 長さ（１４．０）／幅（３．５）／
厚さ０．３

詳細不明 ６６１―０７０５―
００１２―０００２

KB１２ 角材 KB１２か 長さ（１９．３）／幅３．９／
厚さ４．１

整形痕がわずかに認
められる。板目取り

破片化が進み状態の良好な物
を計測

６６１―０７０５―
００１２―０００６

KB１２ 板材 KB１２ ４号溝（No１８９） 長さ（１３．２）／幅１．５／
厚さ０．４

柾目取り ６６１―０７０５―
００１２―０００４

KB１２ 撞木状製品 KB１２か 長さ（１４．５）／径１．７ 詳細不明 計測時には遺物が崩壊してい
て撞木部は確認出来なかった

６６１―０７０５―
００１２―０００５

KB０７ 竹片 KB０７ ４号井戸 計測出来ず 状態悪く詳細不明 含水率高く劣化進行中 ６６１―０７０５―
０００７―００３１

KB０７ 樺 KB０７ １号溝
（C―２G No６５）

計測出来ず 劣化が進行し破片化 ６６１―７０５―
０００７―００１５

KB０７ 樺 KB０７ １号溝
（C―２G No５７）

計測出来ず 劣化が進行し破片化 ６６１―０７０５―
０００７―００２１

KB０７ 馬の歯 KB０７ ３号土壙
（C―３G No５５）

計測せず 詳細不明 ６６１―０７０５―
０００７―００３３

第１６次 竹 第１６次１９号土壙 長さ（５．２）／径不明 劣化し破片化 ６６１―０７０４―
００１６―０００１

第１６次 種子 第１６次１９号土壙 未計測 桃 ２コ ６６１―０７０４―
００１６―０００１

法量の単位は cm （ ）は残存値 法量の単位は cm

第２５表 木製品一覧表２



－１１６－

（２）自然科学分析 －木製品の樹種
パリノ・サーヴェイ株式会社

１．試料
試料は KB７・８区出土の木製品８点である。KB
７区の木製品は、針葉樹２種類（スギ・モミ属）、
広葉樹５種類（エノキ属・ニワトコ・広葉樹）とし
か判明しなかった。KB８区の出土木製品はウツギ
属と判明した。試料の詳細は樹種同定結果と共に第
２６表に掲載した。

２．方法
剃刀の刃を用いて木口（横断面）・柾目（放射断

面）・板目（接線断面）の３断面の徒手切断を作成
し、ガム・クロラ－ル（抱水クロラ－ル、アラビア
ゴム粉末、グリセリン、蒸留水の混合液）で封入し、
プレパラ－トを作製する。作製したプレパラ－トは、
生物顕微鏡で観察、同定する。

３．結果
樹種同定の結果を第２６表に示す。また、主な解剖
学的特徴を以下に記す。

ウツギ属（Deutzia）ユキノシタ科
散孔材で管壁は薄く、横断面では多角形、ほぼ単

独で散在する。道管は階段穿孔を有する。放射組織
は大型の異性で、１～４細胞幅、１００細胞高以上。
鞘細胞が認められる。

スギ（Cryptomeria japonica（L.f．）D.Dom）
軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成され、仮道

管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部
の幅はやや広い。樹脂細胞が晩材部に認められる。
放射組織柔細胞のみで構成され、柔細胞の壁は滑ら
か。分野壁孔はスギ型で、１分野に１～２個。放射
組織は単列、１～１５細胞高。

ハンノキ属ハンノキ亜属（Alnus subgen Alnus）
カバノキ科
試料は板目面の切片が作製できなかった。散孔材

で管孔は単独又は２～４個が放射方向に複合する。

道管は階段穿孔を有し、壁孔は対決状に配列する。
放射組織は同性。木口面でみる限り、単列の組織と
集合組織とが認められる。

モミ属（Abies）マツ科
軸方向組織は仮道管にのみで構成される。仮道管
は早材部から晩材部への移行は比較的緩やかで、晩
材部の幅は狭い。放射組織は柔細胞のみで構成され
る。柔細胞壁は保存が悪いが、垂直壁に数珠状の肥
厚が認められる。分野壁孔はスギ型で１分野に１～
４個。放射組織は単列、１～２０細胞高。

エノキ属（Celtis）ニレ科
試料は年輪界が観察できなかったが、道管径の変
化から環孔材と判断した。孔圏外の小道管は塊状に
複合して接線・斜方向の文様をなす。道管は単穿孔
を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁には螺旋
肥厚が認められる。放射組織は異性Ⅲ型、１～１５細
胞幅、１～５０細胞高で鞘細胞が認められる。



出土した遺物

－１１７－

1

2 3

4 5 6

7
8

試料No 遺物名 樹種 遺物 ID

１ 箸 ウツギ属 ６６１―０７０５―０００８―０００５
２ 三宝の縁？ スギ ６６１―０７０５―０００７―０００５
３ 漆椀 ハンノキ属ハンノキ亜属 ６６１―０７０５―０００７―００２０
４ 編具―錘 ニワトコ ６６１―０７０５―０００７―０００７
５ 編具―錘 広葉樹 ６６１―０７０５―０００７―００１８
６ 編具―錘 広葉樹（散孔材） ６６１―０７０５―０００７―００２３
７ 桶―底板 モミ属 ６６１―０７０５―０００７―００２２
８ 竪杵 エノキ属 ６６１―０７０５―０００７―０００２

第７０図 木製品６

第２６表 木製品一覧表３



－１１８－

第３節 金属製品
金属製品は鉄製品と銅製品がある。それぞれ用途

別に記述するが、銭貨は別に扱う。

（１）鉄製品
○生活に関するもの
「衣・化粧」の毛抜き（３）は先端つまみ部分が

屈曲し、基部はコの字状である。ほぼ完形。
暖房の火箸（１・２）はいずれも把手が捻れ、溝

が螺旋を描く。２の頭部は巻かれる。体部断面は円
形あるいは方形である。１は頭部を２は下半を欠く。
「灯り」の火打金（４・５）は山形に分類され、

４は全形が三角形、５は頂部が立ち上がる。両端部
はいずれも丸い。
住の釘（６）は断面円形で、頭部は明瞭ではない。

○いくさに関するもの
小札状製品（７）は長方形と思われ厚さ３mmで、

威し穴は確認できない。
小柄（８・９）はいずれも破片で、８は刃部のみ、

９は茎および刃部先端を欠損する。刃幅１．４～１．８cm
（残存）である。
鉄鏃（１０・１１）はいずれも先端が欠損している。

１０は、平根で鏃身が６．４cmと長い。１１は雁股で、U
字状を呈する。

○ほか
１２～１４は環状製品としたが、１２には下部に付属物
がある。１３は圧着しているが本来楕円形であったも
のか。１４は不整形で上部に付属物がある。

（２）銅製品
○生活に関するもの
「衣・化粧」の毛抜き（１５）は完形であるが刃部
が屈曲している。基部はコの字状である。この毛抜
きの両側面には毛彫りで文字が刻まれている。右面
には「花はくれな井」、左面には「柳はみとり」と
あり「花は紅柳は緑」と読める。禅宗から「あるが
まま」を表していると思われるが、刻まれた由来は

不明である。鏡（１６）は欠損しており縁の部分が延
ばされたものと思われる。断面は丸みを帯びた三角
形。
鋲（１７）は頭部円形である。
「嗜好・遊び」の煙管（１８～２４）は雁首と吸口が

ある。雁首は首の形態が個体ごとに異なり１８は太く
短く、２０は細く長く、１９はその中間の形態である。
１９の小口部は段を有する。吸口も形態が異なるが、
２２は肉厚で両小口が膨らみを持つ。２１の小口は段を
有する。
匙（２５）は欠損しているが円形で中央が窪むもの

と思われ、茎状のものが付く。外面に刺突痕があり
内面は鉛色である。非常に薄く０．２～０．３mm程度で
実用に供したものか。

○いくさに関するもの
２６は断面U字状で取付穴が２か所あり一部鍍金
が残る。甲冑の覆輪か。笄（２７）は先端が屈曲して
いるが復元長１２．３cmである。頂部に耳かき、体部
に魚々子文を充填した楕円の区画（図アミ部分）が
配される。高紐鞐（２８）は紡錘形で中型、断面が反
り黒色の付着物がある。２９は八双鋲としたがあるい
は煙管火皿が潰れたものか。目貫（３０）は玉抱き龍
を象ったものであるが顔が玉に向いていない珍しい
ものと思われる。玉は欠失している。小柄（３１・３２）
は柄が欠損したもので、３２には片側のみに文様が鋳
出されている。柄頭（３３）には側面に固定用の釘穴
が、内面に２条の凹みが付く。鎺（３４・３５）はいず
れも欠損で認定に不安を残す。３５は芯に鉄を用い、
片面の銅は溶融している。３６は鐺で分解している。
弾丸（３７～４２）、いずれも窪みを有するなど不整形
である。３７～４０は鉛製、４１・４２は銅製。４６は弾丸の
溶融したものか。

〇ほか
４３は方形の箱状のもので縁部に連続するZ状の
文様を浮き出す。２か所固定用の釘穴がある。４５は
U字状のもので鉛製。４６は鉛塊と思われるが弾丸の
溶けたものか。
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（３）銭貨
総数４９枚が確認されている。うち近世の寛永通宝

が６点、文久永宝が１点、近代以降の一銭が１点、
他は中世以前の渡来銭である。
寛永通宝は新があり、KB７・８区で出土してい

る。７９・８４は「文」の背文がある。文久永宝（９５）

は背面波紋で、第１６次３号土壙で出土している。
出土状況は、５６・５７はKB７区の２壙でかわらけ
に供伴しており墓壙の副葬品であろう。また、KB
８区のC·D－５・６グリッドで寛永通宝がまとまっ
て出土している。

図№ 遺物名 材質 調査名 出土地点 長さ 幅 厚さ 遺物 ID 遺物 ID２ 備考
１ 火箸状製品 鉄 KB８ D―５G№１０ ２７．０ １．５ ０．７ ０００８―００１２
２ 火箸状製品 鉄 KB８ D―５G№１３ １５．６ １．１ ０．６ ０００８―００１３
３ 毛抜き 鉄 KB８ C―５G№２０４ ８．７ ３．４ ０．９ ０００８―０００９
４ 火打金状製品 鉄 KB８ D―５G№２１ （５．３） （２．５） ０．４ ０００８―００１４
５ 火打金状製品 鉄 KB７ 一括 ５．６ （１．７） ０．２ ０００７―００１４
６ 釘 鉄 KB８ D―６G№１１９ （４．０） １．２ ０．６ ０００８―００１７
７ 小札状製品 鉄 KB８ 一括 （３．２） （２．５） ０．３ ０００８―００２１
８ 小柄（刀身） 鉄 KB７ １溝B―１G №２４ （５．２） １．４ ０．４ ０００７―０００１
９ 小柄（刀身） 鉄 KB８ C―５G№２０８ （１３．０） （１．８） ０．４ ０００８―００１０
１０ 鉄鏃（平根） 鉄 KB８ D―５G№３０ （９．５） １．１ ０．６ ０００８―００１５
１１ 鉄鏃（雁股） 鉄 KB８ ８溝 D―５G№７１ ５．２ ３．４ ０．４ ０００８―０００２ 町金１１８
１２ 環状製品 鉄 KB８ C―４G№２５ ５．１ ４．０ ０．８ ０００８―０００５
１３ 環状製品 鉄 KB８ ８溝 D―５G№３５ ４．１ １．６ ０．５ ０００８―０００１
１４ 環状製品 鉄 第２３次 B区№３８ ４．９ （３．８） １．０ ００２３―０００１
１５ 毛抜き 銅 KB８ C―４G№５７ ６．４ ５．９ ０．１ ０００８―０００８ 町金１６５
１６ 鏡 銅 KB８ ４井 B―４G№７ ５．６ ０．８ ０．３ ０００８―０００２
１７ 鋲 銅 KB８ D―６G№４７ ０．９ １．８ ― ０００８―００１５ 町金１２３
１８ 煙管（雁首） 銅 KB７ １溝 ４．７ ０．９ ― ０００７―０００１
１９ 煙管（雁首） 銅 KB８ D―６G№１４ ５．３ １．０ ― ０００８―０００９ 町金７５
２０ 煙管（雁首） 銅 第２３次 B区 ７．４ ０．６ ― ００２３―０００１
２１ 煙管（吸口） 銅 KB８ D―６G№１ ５．８ １．１ ― ０００８―００１２ 町金８２
２２ 煙管（吸口） 銅 KB１２ 一括 ５．４ １．１ ― ００１２―０００２ 町金８９
２３ 煙管（吸口） 銅 第２３次 B区№６９ ４．７ １．０ ― ００２３―０００３
２４ 煙管（吸口） 銅 第２３次 B区№１０１ ５．４ １．０ ― ００２３―０００４
２５ 匙 銅 KB８ B―４G№２０ （９．１） （６．４） １．１ ０００８―０００６
２６ 覆輪ヵ 銅 KB８ 一括 （８．４） （０．５） ― ０００８―００１８
２７ 笄 銅 KB８ D―６G№６ １０．７ １．３ ０．２ ０００８―００１３ 町金１１４
２８ 高紐鞐 銅 KB８ １０井 ３．７ １．１ ０．３ ０００８―００２８ 町金７
２９ 八双鋲ヵ 銅 KB８ C―４G№３０ ２．２ ２．２ ０．９ ０００８―０００７ 町金１２２ 煙管火皿カ
３０ 目貫 銅 KB８ 一括 ４．０ １．８ １．５ ０００８―００２０ 町金３５
３１ 小柄（柄） 銅 KB８ 一括 １．７ １．４ ０．１ ０００８―００１７
３２ 小柄（柄） 銅 第２３次 B区№６ ５．５ １．４ ０．５ ００２３―０００２
３３ 柄頭 銅 KB７ １溝 C―２G№３３ ４．１ ２．０ ０．０８ ０００７―０００４ 町金３
３４ 鎺 銅 KB８ D―５G№２５ （２．８） （２．０） ０．１ ０００８―００１０
３５ 鎺ヵ 銅 KB７ 南表土 （３．７） （２．６） （０．７） ０００７―０００２
３６ 鐺 銅 KB８ 一括 ２．２ ３．５ ０．１ ０００８―００２６
３７ 弾丸 鉛 KB８ A―２G№８ １．１ ― ― ０００８―０００５ ６．２g
３８ 弾丸 鉛 KB８ D―５G№３２ １．３ ― ― ０００８―００１１ １１．１g
３９ 弾丸 鉛 KB８ 一括 １．２ ― ― ０００８―００２１ ８．６g
４０ 弾丸 鉛 KB１１ ５溝 №１３ １．３ ― ― ００１１―０００１ １０．５g
４１ 弾丸 銅 KB１１ 一括 １．２ ― ― ００１１―０００３ ６．７g
４２ 弾丸 銅 KB１２ 一括 １．２ ― ― ００１２―０００１ ６．４g
４３ 飾り金具ヵ 銅 KB１１ ２壙 ８．７ ２．４ ０．１ ００１１―０００２
４４ 吊り金具 銅 KB８ 一括 ３．７ ０．５ ０．１ ０００８―００２７ 町金１５８
４５ 金具 鉛 KB８ 一括 ２．６ ０．６ ０．７ ０００８―００２５
４６ 塊状品 鉛 KB８ 一括 １．５ ２．０ ０．５ ０００８―００１６ ７．２g

法量の単位は cm （ ）は残存値 法量の単位は cm

第２７表 金属類一覧表１
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第７１図 金属製品１（鉄）
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第７２図 金属製品２（銅１）
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第７３図 金属製品３（銅２・鉛）
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第７４図 金属製品４（銭貨１）
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№ 調査名 出土地点 銭種（銭貨名は番号順）
４７ KB７ １溝 B―２G№３８ 不明
４８～５３ KB７ ５溝 C―３G№８３ 開元通宝、皇宋通宝、元豊通宝、元■通宝、紹聖元宝、聖宋元宝
５４ KB７ ５井 洪武通宝
５５ KB７ ６井 大観通宝
５６ KB７ ２壙 C―３G №２５ 永楽通宝
５７ KB７ ２壙 C―３G №２７ 洪武通宝
５８ KB７ C―２G№５ 寛永通宝（新）
５９ KB７ C―３G№２ 永楽通宝
６０ KB７ C―３G№５ 永楽通宝
６１ KB７ C―３G№９８ 永楽通宝
６２ KB７ D―４G№１６ 元祐通宝
６３ KB７ D―５G№２２ 永楽通宝
６４ KB７ E―６G№４０ 開元通宝（真書）
６５ KB７ E―６G№４２ 熙寧元宝（真書）
６６ KB７ 一括 熙寧元宝（篆書）
６７～７０ KB７ 一括 永楽通宝 ４
７１ KB７ 一括 永楽通宝
７２ KB８ ８溝 C―５G №２１５ 永楽通宝
７３ KB８ ８溝 D―５G №５７ 淳化元宝（真書）
７４ KB８ ４井 永楽通宝
７５ KB８ ９井 洪武通宝
７６ KB８ B―３G№７ 熙寧元宝（篆書）
７７ KB８ C―４G№２３ 永楽通宝
７８ KB８ C―４G№７５ 永楽通宝
７９ KB８ C―５G№１０９ 寛永通宝（新） 背文「文」
８０ KB８ C―５G№１１８ 宣徳通宝
８１ KB８ D―５G№２６ 洪武通宝
８２ KB８ C―５G№１３０ 寛永通宝（古）
８３ KB８ D―６G№１９ 寛永通宝（古）
８４ KB８ D―６G№１２０ 寛永通宝（新） 背文「文」
８５ KB８ 一括 寛永通宝 波紋
８６ KB８ 一括 一銭
８７ KB１１ ５溝 №２ 聖宋元宝（篆書）
８８ KB１２ ３溝 №７６ 天聖元宝（真書）
８９ KB１２ ３溝 №７７ 元■■宝
９０ KB１２ ３溝 №７８ 永楽通宝
９１ KB１２ ３溝 №８５ 元祐通宝（篆書）
９２ KB１２ ４溝 №１５０ 開元通宝
９３・９４ KB１２ １２溝 熙寧元宝、洪武通宝
９５ 第１６次 ３壙 文久永宝 波紋

第７５図 金属製品５（銭貨２）

第２８表 金属類一覧表２
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第４節 石製品類
ここでは、成形したものを使用した石製品と使用

による損耗形態を呈す石器を石製品として、墓標・
供養塔である板碑・五輪等を石造物として扱う。
いずれの遺物も遺構出土があるが流れ込みであろ

う。
（１）石製品
石臼は１～５１で、茶臼・粉挽臼・搗臼がある。茶

臼は２・５・１３・１５・３８・４８である。４４は搗臼、他
は粉挽臼である。挽木の挿入口は、９・１２・１９・２０
・３１・４０・４１・４６・５０に見られるが、いずれも貫通
している。堅く固定するためか。１１・１２は上臼が復
元されているが、いずれも破片が接合したもので１１
は８点の破片が、１２は２０点を超える破片が接合した
ものである。いずれも３号土壙出土で意図的な破壊
によるものであろう。４４は、唯一石材はデイサイト
で、搗臼とした。各所に摩耗痕があり砥石としても
使用されたようである。
硯（５２・５３）は、いずれも陸の部分で、５２は平面

長方形、５３は不整形と思われる。５３は中央が窪み周
縁及び下側面が摩耗している。
砥石（５４～７９・８９）は直方体を基本形とし、損耗

により変形するものがある。泥岩質のものがほとん
どである。６１は小型で薄い。５４・５７は緑泥片岩製で
条線が見られ、５４は片面が摩耗している。５８は角閃
石安山岩製で磨面を各所に有する。７２・７３は泥岩製
と思われ７２は中央が窪む。５４・５７は板碑由来か。８９
は緑泥片岩製である。
磨石（８０～８８・９０～１１０）は礫の原形が残るもの

が多く、使用により形成された面が不規則に存在す
る。デイサイト製が多数を占める。８５・９０・９７はや
や大型で置き砥か。８２にはタ－ル状のススが付着す
る。名称が縄文時代のものを連想させるがいわゆる
砥石と区別するために分割しておく。
砥石・磨石共に金属を砥いだことによる線条痕が

見られ、鎌や武器類などの刃物を対象としていたも
のであろう。
１１１は石英製で擦痕・潰れが認められるもので火
打石として扱った。判別は困難であるが火打金の出

土例から当然存在するものとして想定しておくべき
ものである。

（２）石造物
【板碑】板碑は２６点を数えるが、すべて小破片で

ある。１３３は他のものより彫りが深く大型のものと
思われる。
〇銘文など 年号は１１５に文安二年（１４４５）と、１２５
には元年十一月十一日とある。キリ－クは１１３・１１４
・１１７・１１９・１２４・１３１・１３３・１３４で、１１９は月輪を
伴う。経文は１１２・１２５・１３１・１３２に刻まれる。
〇使用痕 ２次使用としては表面に摩耗痕・線条痕
が認められるものがあり（１１３・１２２・１３２・１３４）、
砥石として使用されたものであろう。潰れ（１１８・
１３２）が認められる。同様に使用によるものか。
〇付着物 廃棄以降であろうか、煤（１１２・１１３・１１５
・１１６・１３５）・黒色付着物（１１７・１２４）が認められ
る。なんらかの焼却や戦乱時の燃焼に伴うものであ
ろう。１１７は漆の可能性がある。
〇台石 １３８は抉りを有し板碑の台石と思われる。

【五輪塔】１３９・１４０は火山性の黒色の安山岩製か。
五輪塔の地輪と思われる。



－１２６－

6

3
2

1

4

5

87

0 1/4 10cm

第７６図 石製品１（石臼１）
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第７７図 石製品２（石臼２）
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第７８図 石製品３（石臼３）
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第７９図 石製品４（石臼４）
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第８０図 石製品５（石臼５）
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第８１図 石製品６（石臼６）
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第８２図 石製品７（石臼７）
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第８３図 石製品８（硯・砥石１）
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第８４図 石製品９（砥石２・磨石１）
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第８５図 石製品１０（磨石２）



－１３６－

99

100

101

102

106105
104103

108
109

110107

111

0 1/3 10cm

第８６図 石製品１１（磨石３・火打石）
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第８７図 石製品１２（板碑１）
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第８８図 石製品１３（板碑２）
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－１３９－

0 1/4 20cm

132

133

134

135

138
137

136

業 

障

キ
リ
ー
ク（
蓮
座
）

蓮  

座

（
真
言
梵
字
の
一
部
）

キ
リ
ー
クカ

キ
リ
ー
クカ

キ
リ
ー
クカ

第８９図 石製品１４（板碑３）



－１４０－

139
140

0 1/4 10cm

第９０図 石製品１５（五輪塔）



出土した遺物

－１４１－

図№ 遺物名 材質 調査名 出土地点 長さ 幅 厚さ 遺物 ID 遺物 ID２ 備考

１ 粉挽臼（上臼） 普通輝石安山岩 KB７ １溝 C―２G №７０ （７．４） （４．７）石１０
２ 茶臼（下臼） 角閃石安山岩 KB７ １溝 C―２G №７８ （１４．５） （１２．０）石１６
３ 粉挽臼（下臼） 角閃石安山岩 KB７ １溝 C―２G №８７ （１１．８） （１２．８） ０００７―０００２
４ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 KB７ １溝 D―５G№３ （１０．４） （１０．９） ０００７―０００１
５ 茶臼（下臼） 角閃石安山岩 KB７ １１溝 E―６G№６２ （１２．２） （５．９）石１１
６ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 KB７ １５溝 C―２G№９９ （１４．５） （８．５）石３０
７ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 KB７ ９井 （７．３） （５．７）石２４
８ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 KB７ １壙 B―２G №２４ （１４．０） （５．３）石９
９ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 KB７ １壙 B―２G №２７ （１４．４） （５．４）石２３
１０ 粉挽臼（下臼） 角閃石安山岩 KB７ １壙 B―２G №２９ （１２．６） （７．２）石１５
１１ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 KB７ １壙 B―２G №３２、

３壙 C―３G（№４０
・５２・６１・６３）、B―２
G№２８

（３０．６） （１６．８）石２９

１２ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 KB７ ３壙 C―３G（№２９
～３３・３７・４２～４８・
５０・５３・５８・６２・６４・
６６～７０・７７）

（３０．０） （１５．５）石３１

１３ 茶臼（下臼） 角閃石安山岩 KB７ ３壙 C―３G№３９ （２１．８） （５．４）石２１
１４ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 KB７ ３壙 C―３G№６５ （９．９） （８．６）石１４
１５ 茶臼（下臼） 角閃石安山岩 KB７ ３壙 C―３G№７１ （１４．５） （５．４）石２０
１６ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 KB７ D―４G№４０ （５．１） （１．８）石２６
１７ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 KB７ D―５G№１２ （８．７） （５．０）石２５
１８ 粉挽臼（上臼）不明 KB７ E―５G№７ （１１．７） （８．６）石１９
１９ 粉挽臼（上臼）安山岩 KB７ E―６G№１３ （１２．５） ６．７ 石１８
２０ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 KB７ E―６G№２１ （１６．２） （８．６）石１７
２１ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 KB７ E―７G№２１ （８．２） （３．５）石２７
２２ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 KB７ E―６G№４７ （１６．９） （１２．２）石２８
２３ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 KB７ 一括 （１０．３） （６．８）石１３
２４ 粉挽臼（下臼） 角閃石安山岩 KB８ 側溝北 （１１．１） （５．１）石１５
２５ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 KB８ １井 B―３G№６６ （１６．０） （６．５）石１８
２６ 粉挽臼（下臼） 角閃石安山岩 KB８ １井B―３G№７４、C―４№１４ （１４．０） （５．７）石０６
２７ 粉挽臼（上臼） 普通輝石安山岩 KB８ １井 B―３G№７０ （２０．１） （１０．８）石１２
２８ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 KB８ ４井 B―４G№５５ （１２．８） （７．５）石０９
２９ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 KB８ ６井 C―５G№６０ （１６．５） （９．２）石１１
３０ 粉挽臼（下臼） 普通輝石安山岩 KB８ ４井 B―４G№７９ （８．９） （８．０） ０００８―０００１
３１ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 KB８ ６井 C―５G№６１ （１４．０） （７．０）石１０
３２ 粉挽臼（下臼） 普通輝石安山岩 KB８ B―３G№２５ （６．１） （２．９）石８
３３ 粉挽臼（上臼） 普通輝石安山岩 KB８ B―３G№３４ （７．２） （５．３）石７
３４ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 KB８ B―４G№６ （５．６） （５．２）石５
３５ 粉挽臼（下臼） 普通輝石安山岩 KB８ C―４G№２９ （５．６） （３．２）石２
３６ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 KB８ C―４G№１３９ （７．７） （３．１）石４
３７ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 KB８ C―５G№１９ （９．２） （５．４）石１
３８ 茶臼（下臼） 普通輝石安山岩 KB８ C―５G№１５９ （１２．５） （５．１）石３
３９ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 KB１２ １溝 （８．３） （７．８）石８
４０ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 KB１２ ３溝 （２７．５） （５．３）石１１
４１ 粉挽臼（上臼） 普通輝石安山岩 KB１２ ４溝№１６１ （１２．３） （９．３）石１０
４２ 粉挽臼（上臼）安山岩 KB１２ ４溝№１７０ （８．７） （５．５）石９
４３ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 第１６次 ２井№１３ （１９．４） （４．５）石１
４４ 搗臼 デイサイト 第２３次 T２溝 №１２３ （１５．９） （１４．２）石２ 旧B区２溝
４５ 粉挽臼〈上臼）礫岩 第２３次 T２溝 №１５５ （１５．２） （８．２）石４ 旧B区２溝
４６ 粉挽臼〈上臼） 角閃石安山岩 第２３次 T２溝 №１７１ （１８．３） （１０．７）石５ 旧B区２溝
４７ 粉挽臼〈下臼） 角閃石安山岩 第２３次 T２溝 №１８１ （２７．２） （１１．５）石７ 旧B区２溝
４８ 茶臼（上臼） 角閃石安山岩 第２３次 T２０壙№１０８ （１５．０） （１２．２）石６ 旧B区７壙
４９ 粉挽臼（下臼）不明 第２３次 B区№１００ （１２．３） （１１．４）石３
５０ 粉挽臼〈上臼） 角閃石安山岩 第２３次 B区№１８９ （２５．７） （８．０）石１
５１ 粉挽臼（上臼） 角閃石安山岩 第２３次 B区№６３ （１９．３） （１２．３）石８
５２ 硯 不明 KB８ C―５G№１６０ （６．７） （１．１） ３．０ ０００８―０００２
５３ 硯 不明 第２３次 B区№６５ （１１．１） （８．６） （１．１）石１０
５４ 砥石 緑泥片岩 KB７ １溝 C―２G №８２ （８．４） （１３．１） ２．４ ０００７―０００１
５５ 砥石 泥岩 KB７ １１溝 E―６G №５８ ７．１ ４．３ ２．６ 石３

法量の単位は cm （ ）は残存値 法量の単位は cm

第２９表 石製品類一覧表１



－１４２－

図№ 遺物名 材質 調査名 出土地点 長さ 幅 厚さ 遺物 ID 遺物 ID２ 備考

５６ 砥石 泥岩 KB７ １１溝 E―６G №５９ １２．７ ５．１ ５．０ 石８
５７ 砥石 緑泥片岩 KB７ １５溝 C―２G №１０６ ９．９ （１１．７） ２．１ ０００７―０００２
５８ 砥石 角閃石安山岩 KB７ D―５G№２５ ５．９ ３．１ ２．６ 石７
５９ 砥石 泥岩 KB７ 一括 ９．８ ４．７ ２．４ 石６
６０ 砥石 泥岩 KB７ 一括 ４．０ ３．３ １．９ 石５
６１ 砥石 泥岩 KB７ 一括 ５．０ ２．０ １．０ 石４
６２ 砥石 泥岩 KB７ 一括 ３．３ ２．５ １．１ ０００７―０００３
６３ 砥石 泥岩 KB８ ８溝 C―５G№２１７ ７．１ ２．９ ２．３ 石１６
６４ 砥石 泥岩 KB８ A―２G№１１ ５．３ （２．３） （１．４）石２０
６５ 砥石 泥岩 KB８ C―４G№１１１ ５．１ ３．０ ２．６ ０００８―０００１
６６ 砥石 泥岩 KB８ C―４G№１１３ ７．４ ４．３ ２．３ 石１３
６７ 砥石 泥岩 KB８ C―５G№１１５ ３．０ ３．０ １．３ 石１９
６８ 砥石 泥岩 KB８ C―５G№１８０ ８．２ ５．３ ３．４ 石１７
６９ 砥石 泥岩 KB８ 一括 ４．６ ３．６ ２．６ 石２９
７０ 砥石 泥岩 KB１１ １溝 ４．７ ２．３ １．８ 石２
７１ 砥石 砂岩 KB１１ 一括 ７．８ ３．７ ２．３ 石１
７２ 砥石 泥岩 KB１１ 一括 ３．６ ３．３ ０．８ 石３
７３ 砥石 泥岩 KB１２ ３溝 １T№１０ ４．７ ５．８ ２．１ 石１
７４ 砥石 泥岩 KB１２ ３溝 １T№２５ ２．７ ４．０ １．４ ００１２―０００１
７５ 砥石 泥岩 KB１２ ４溝 №３０ ６．２ ４．３ ４．２ 石３
７６ 砥石 泥岩 KB１２ ４溝 №４１ ８．７ ５．０ ４．７ 石５
７７ 砥石 泥岩 KB１２ ４溝 №１９２ ８．８ ３．４ ３．３ 石２
７８ 砥石 泥岩 KB１２ 一括 ６．３ ３．１ ２．６ 石４
７９ 砥石 泥岩 第２３次 T２溝 №１３０ ７．０ ４．４ ３．２ 石９ 旧B区２溝
８０ 磨石 デイサイト KB７ １溝 B―２G№５０ ７．０ ３．７ ３．６ 石１
８１ 磨石 デイサイト KB７ ６溝 C―４G №２８ （５．６） （３．９） （２．８） ０００７―０００４
８２ 磨石 ホルンフェルス KB７ ３井 D―５G№６６ （８．０） （３．４） （６．４） ０００７―０００５ スス付着（タール状）
８３ 磨石 デイサイト KB７ ３壙 C―３G№２８ ７．２ ４．５ ２．４ 石２
８４ 磨石 デイサイト KB７ C―４G№１５ ５．５ ４．８ （２．７） ０００７―０００６
８５ 磨石 デイサイト KB７ E―６G№４５ ７．５ ８．７ ７．８ ０００７―０００７
８６ 磨石 デイサイト KB７ E―６G№７４ ７．６ ６．０ ６．９ ０００７―０００８
８７ 磨石 デイサイト KB７ 一括 ５．３ ５．３ ２．７ ０００７―０００９
８８ 磨石 デイサイト KB８ １溝 ６．１ ４．４ ３．３ ０００８―０００２
８９ 砥石 緑泥片岩 KB８ ８溝 C―４G №９３ （５．８） ５．０ ０．８ ０００８―０００７
９０ 磨石 デイサイト KB８ ３井 B―４G№５０ １５．３ ９．７ ５．７ ０００８―０００３
９１ 磨石 デイサイト KB８ ２１壙 C―９G№１３６ ５．９ ４．５ ２．４ 石２７
９２ 磨石 デイサイト KB８ B―２G№５ ８．２ ４．６ ３．６ ０００８―０００４
９３ 磨石 デイサイト KB８ C―４G№５ ６．０ ５．０ ３．３ 石２２
９４ 磨石 デイサイト KB８ C―４G№２４ ４．３ ４．１ ２．８ ０００８―０００５
９５ 磨石 デイサイト KB８ C―４G№５５ ６．４ ４．０ ３．０ 石２４
９６ 磨石 デイサイト KB８ C―４G№６５ ７．２ ５．７ ３．３ ０００８―０００６
９７ 磨石 デイサイト KB８ C―５G№１１４ １０．７ ８．６ ８．５ ０００８―０００８
９８ 磨石 デイサイト KB８ 一括 ４．８ ３．５ １．９ 石２８
９９ 磨石 デイサイト KB８ 一括 （７．３） ４．７ ２．９ ０００８―０００９
１００ 磨石 デイサイト KB８ 一括 ２．６ ２．９ ２．６ 石２１
１０１ 磨石 デイサイト KB８ 一括 ４．９ ４．４ （２．８）石２３
１０２ 磨石 デイサイト KB８ 一括 ８．９ ７．０ ３．９ 石２６
１０３ 磨石 デイサイト KB８ 一括 ５．１ （２．７） （３．４）石２５
１０４ 磨石 デイサイト KB１１ ５溝 №１６ ７．７ ４．５ １．９ ００１１―０００１
１０５ 磨石 デイサイト KB１２ １壙 P ６．３ ６．０ ２．８ ００１２―０００２
１０６ 磨石 デイサイト KB１２ ４溝 №５６ ５．４ ３．８ ２．８ ００１２―０００３
１０７ 磨石 デイサイト KB１２ １２溝 ５．６ ２．９ ２．８ 石６
１０８ 磨石 デイサイト KB１２ １４溝 ７．３ ５．６ ３．７ ００１２―０００４
１０９ 磨石 デイサイト KB１２ 一括 ８．４ ７．２ ２．４ 石７
１１０ 磨石 デイサイト KB１２ 一括 ６．６ ２．７ １．９ ００１２―０００５
１１１ 火打石 石英 KB８ 北 ３．３ ３．５ １．６ ０００８―００１０

法量の単位は cm （ ）は残存値 法量の単位は cm

第３０表 石製品類一覧表２



出土した遺物
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図№ 遺 物 名 調査名 出 土 地 点 縦×横×厚 遺物 ID 備 考

１１２ 板碑 KB７ １溝 B―１G№５４ １４×６×１ ０００７―０００１ 側面平坦、スス付着
１１３ 板碑 KB７ １溝 C―２G№６３ １８×１４×２ ０００７―０００２ 側面平坦、スス付着、砥石として使用
１１４ 板碑 KB７ １溝 D―５G№６ １６×１５×２ ０００７―０００３
１１５ 板碑 KB７ E―５G №１７ １９×９×２ ０００７―０００４ スス付着
１１６ 板碑 KB７ E―６G №２９ １８×９×２ ０００７―０００５ スス付着
１１７ 板碑 KB７ E―６G №３０ １７×１０×２ ０００７―０００６ 黒色の付着物あり 漆？
１１８ 板碑 KB７ E―６G №３４ １１×７×１ ０００７―０００７ 側面潰し加工
１１９ 板碑 KB７ 一括 ２２×１３×３ ０００７―０００８
１２０ 板碑 KB７ 一括 １５×７×２ ０００７―０００９ 側面平坦 斜め
１２１ 板碑 KB７ 一括 ９×６×１ ０００７―００１０
１２２ 板碑 KB８ 一括 １９×１４×３ ０００８―０００１ 表裏摩擦による平滑面、砥石として使用
１２３ 板碑 KB８ ３井 B―４G№２８ １４×１０×２ ０００８―０００２
１２４ 板碑 KB８ ７井 C―５G№６２ １９×１１×２ ０００８―０００３ 黒色付着物
１２５ 板碑 KB８ C―５G№９８ １８×１３×１ ０００８―０００４
１２６ 板碑 KB８ C―５G№１０２ ８×７×２ ０００８―０００５
１２７ 板碑 KB８ C―５G№１０３ １１×６×１ ０００８―０００６
１２８ 板碑 第１６次 １９壙 №４ ２０×６×２ ００１６―０００１
１２９ 板碑 第１６次 １９壙 №９ １８×８×２ 石２
１３０ 板碑 第２３次 T２溝 №１３１ １２×５×１ ００２３―０００１ 旧 B区２溝。側面平坦
１３１ 板碑 第２３次 T２溝 №１４３ １７×８×２ ００２３―０００２ 旧 B区２溝
１３２ 板碑 第２３次 T２溝 №１４５ １５×７×２ ００２３―０００３ 旧 B区２溝。裏面平滑、砥石として使用、側

面平坦、断面潰れ、使用によるもの
１３３ 板碑 第２３次 T２溝 №１５４ ２２×２０×４ ００２３―０００４ 旧 B区２溝。側面平坦斜め、断面潰れ顕著
１３４ 板碑 第２３次 T２０壙 №１０９ １９×１８×４ ００２３―０００５ 旧 B区７壙。表裏平滑、使用（砥石）によるも

の 側面平坦
１３５ 板碑 第２３次 B区№４６ １６×１２×２ ００２３―０００６ スス付着
１３６ 板碑 第２３次 B区№７０ １４×９×２ ００２３―０００７
１３７ 板碑 第２３次 B区№１５８ １１×９×１ ００２３―０００８ 側面三角
１３８ 板碑台石 KB７ １溝 B―２G№５４ ２５×１０×３ ０００７―００１１ 左右は差込口、成形時の削痕が残る
１３９ 五輪塔（地輪） KB８ １井 B―３G№７３ １０×１０×１０ ０００８―０００１
１４０ 五輪塔（地輪） KB８ １井 B―３G №７８ ８×８×５ 石１４

法量の単位は cm

第３１表 石製品類一覧表３
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第Ⅴ章 出土遺物補遺
騎武４９次 １は鉄製品で刀子の刀身部。２はスタン
プ形石器で下部を欠損し、下端周縁部が敲打により
潰れている。３～３１は石器・石製品で、縄文時代の
ものも一部含まれる可能性もあるが、ほぼ中近世の
ものと思われる。
砥石 ３～１２は扁平な石に砥面・磨り痕を残すも
ので、砥石とした。３・４・６・８・１０～１２は緑泥
片岩製。６の表面、９の裏面にノミ痕が確認でき、
板碑由来と思われる。側面に磨り痕・潰れがあるの
は３・７～１１で、手持ちによる敲打などの作業が想
定できる。５の表面には擦痕が認められる。
磨石 １３～２１は礫由来のもので本来の形態を残す
もの・近いものが多い。１３は角閃石安山岩製・１６～
２１はデイサイト製で磨り面を各所に残す。特に１６は
大型で置き砥としても使用されたと思われる。１４・
１５は礫の形態を残すもので、各所に擦痕・磨り痕が
認められ、１５は下部の刃部状の先端が良く摩耗して
いる。
敲石 ２２～２６は敲石で礫の周縁が敲打により剥離
欠損や潰れが見られる。２４の左側面に連続的な剥離
が認められる。２６は下部が欠損崩落し、両側面を横
方向に磨った跡が残されている。
２７・２８は火打石でいずれも稜部に擦痕が残る。２９
は板碑片。３０は中央に凹みを有し、台石として作業
したものと思われる。黒色付着物が認められる。角
閃石安山岩で、石臼由来か。３１は上面全体が平坦に
擦れて、条線が残る。台石と考えていたが茶臼の下
臼が妥当であろう。
『加須市埋蔵文化財調査報告書第３集』で４９次調

査区には、金粒子付着土器・坩堝等の出土や井戸・
柱穴の存在から、工房があったものと推定したが、
今回補遺した石器・石製品がその証左になるもので
ある。

騎武５１次 ３２はほうろくで、第１トレンチ出土。体
部のみ１／４周の破片で、内耳が１箇所残る。『加
須市埋蔵文化財調査報告書第７集』土器類１７４のほ
うろくと接合し、完形となる。

多賀谷氏館跡１次 ３３・３４は土製の錘。縦長で、縦
に穿孔される。３３は下半欠損、３４はほぼ完形で、表
面が平滑である。
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騎武49次
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第９１図 補遺１
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第９２図 補遺２
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騎武51次
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第９３図 補遺３
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図№ 遺物名 材質 調査名 出土地点 長さ 幅 厚さ 遺物 ID 備考

１ 刀子 鉄 騎武４９次 №１１９ ８．２ ６．５ ６．２ ００４９―０００９
２ スタンプ形石器 花崗岩 騎武４９次 №３５９ １０．２ ６．５ ６．２ ００４９―０００１
３ 砥石 緑泥片岩 騎武４９次 ２井№１３１ １６．６ １５．０ １．６ ００４９―００１０
４ 砥石 緑泥片岩 騎武４９次 №１９ １７．９ １３．１ ３．１ ００４９―００１８
５ 砥石 騎武４９次 №２１ ４．３ ４．０ ０．９ ００４９―００１４
６ 砥石 緑泥片岩 騎武４９次 №４９・１５７ １９．６ （９．８） １．６ ００４９―００１１ 被熱黒化
７ 砥石 騎武４９次 №５１ （１０．９） ９．３ ４．３ ００４９―００１５
８ 砥石 緑泥片岩 騎武４９次 №６８ ９．９ ５．４ ０．７ ００４９―００１３
９ 砥石 片岩 騎武４９次 №６９ １３．５ ９．４ ２．０ ００４９―００１２
１０ 砥石 緑泥片岩 騎武４９次 №２９９ １６．５ １２．０ １．８ ００４９―０００９
１１ 砥石 緑泥片岩 騎武４９次 №３２２ １２P ７．９ ５．６ １．５ ００４９―００１７
１２ 砥石 緑泥片岩 騎武４９次 №３８４ １５．６ １２．６ ２．７ ００４９―００１６
１３ 磨石 角閃石安山岩 騎武４９次 １溝№３７２ ９．１ ５．２ ３．５ ００４９―０００５
１４ 磨石 騎武４９次 ３井 ９．６ ４．７ ４．６ ００４９―００２５
１５ 磨石 騎武４９次 №１３６ １１．９ ４．８ ４．０ ００４９―００２６
１６ 磨石 デイサイト 騎武４９次 №２０１ １９．２ １１．４ ８．５ ００４９―００２３
１７ 磨石 デイサイト 騎武４９次 №２２２ １０P ６．５ ４．０ ３．０ ００４９―０００３
１８ 磨石 デイサイト 騎武４９次 一括 ３．７ ２．８ ２．２ ００４９―０００４
１９ 磨石 デイサイト 騎武４９次 一括 ６．４ ４．３ ３．８ ００４９―０００６
２０ 磨石 デイサイト 騎武４９次 一括 ４．１ ２．８ １．８ ００４９―０００７
２１ 磨石 デイサイト 騎武４９次 一括 ５．８ ３．４ ３．４ ００４９―０００８
２２ 敲石 騎武４９次 №４２ ８．１ ７．４ ２．２ ００４９―００１９
２３ 敲石 騎武４９次 １溝№３６２ ９．２ ５．９ ３．０ ００４９―００２１
２４ 敲石 騎武４９次 ２井№４３０ １０．８ ８．０ ２．４ ００４９―００２０
２５ 敲石 騎武４９次 №１９６土壙 ７．０ ５．７ ３．５ ００４９―００２２
２６ 敲石 騎武４９次 №３８３ １３．１ ８．０ ４．０ ００４９―００２４
２７ 火打石 石英 騎武４９次 一括 ３．０ ２．０ １．９ ００４９―０００１
２８ 火打石 石英 騎武４９次 一括 ３．０ ２．９ ２．８ ００４９―０００２
２９ 板碑 緑泥片岩 騎武４９次 №７２ （６．８） （４．９） （１．２）００４９―００２０ 枠線
３０ 台石 角閃石安山岩 騎武４９次 １井 １４．８ １３．４ ８．６ ００４９―００２８ 上面スス付着
３１ 台石 角閃石安山岩 騎武４９次 №４１１ １１．２ ６．３ ６．６ ００４９―００２７ 被熱黒化 茶臼カ
３２ 土器・ほうろく 騎武５１次 １T№４３ 口径

＊３４．０
底径
＊３０．０

高さ５．５ H０８

３３ 土器・土錘 多１次 １溝 （３．６） ０．９ ０００１―０００１
３４ 土器・土錘 多１次 №９６ ４．５ ０．９ ０００１―０００２

＊は不確定な推定復元値、（ ）は残存値 法量の単位は cm

第３２表 補遺一覧表
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第Ⅵ章 まとめ

第１節 KB７区調査
武家屋敷跡の西で南北軸の中程に位置する。『武

州騎西之絵図』（１７世紀初頭の制作か。以下絵図）
では武家屋敷を東西に貫く主要路の南にあり、「石
原善右衛門」屋敷地の東側無記名地周辺に相当する。
１号溝は、昭和５８年に開始した土地区画整理前に
東西に走行していた用水がクランクする箇所で、用
水に沿うように屈曲している。この溝の底面には僅
かに畝状の掘り残しが見られる。分割掘り下げなど
の作業工程上のものか、意図的なものか不明である。
遺物は、下層で竹束と前立が出土している。１６世紀
代までに収まると思われる。いずれもいくさに伴う
遺物と見ると、永禄・天正期の所産の可能性がある。
溝の使用時期は長く１７世紀前半の遺物が覆土中位で
出土しておりまた、近年までの用水に沿って確認さ
れたことから絵図作成当時にも所在していたことが
予想される。絵図への記載を省略したものか、石原
善右衛門屋敷の南に所在する堀につながるものかい
ずれの可能性も残す（第１集ではKB１区１２溝が相
当するとした）。

第２節 KB８区調査
武家屋敷跡の西側に７区同様南北の中程に位置す

る。『絵図』では武家屋敷を東西に貫く主要路の南
にあり、「加藤孫太夫」屋敷地周辺に相当する。
絵図の時期に相当しそうな溝は８号溝で浅く区画

を意識した溝と思われる。また、北側にピットや井
戸が多く分布し、建物が繰り返し建築されたことを
示している。遺構外であるが良好な土器類・金属製
品が出土し、当区域における１６c～１７c初めの活動
の痕跡を示している。

第３節 KB１１・１２区調査
いずれも武家屋敷跡の西端に位置する。『絵図』

では、１１区は「真言宗 観音寺」及びその北の無記

名地周辺に、１２区は「片山惣兵衛・竹藪・堀・御蔵
屋舗」周辺に相当する。
１１区は観音寺の西側で、１及び５号溝（６層）が
西端を区画するものか。
前立状製品は同遺構出土の土器から１７世紀後半以

降で、仏具関連を指摘されている。
１２区は、１・２・４号土壙の並びが特異であるが
その機能を理解できない。
また、絵図との対照では御蔵屋舗の南に巡らされ
た障子堀の延長が検出される位置に３号溝が走行す
る。最も近い調査地点である第４０次の堀と比べると
規模及び形状が３堀に似る。しかし堀が２列であり、
これについては、低地に近くなるので１列に減じた
ものか、あるいは手前で北へ屈曲あるいは掘削を止
めたものか検討の余地を残す。

第４節 騎西城跡武家屋敷跡
第１６・２３次調査

いずれも武家屋敷跡の西に位置し、１６次は南北軸
中程にあり、２３次はやや南寄りにある。『絵図』で
は、１６次は主要路の南、当区域を屈曲して走行する
堀の北側に所在する無記名地周辺に相当する。２３次
は観音寺境内周辺に相当する。
１６次では、１９号土壙がKB４区の大規模な土壙に
似るが、北壁面に階段状の段がみられ、地下室の可
能性がある。年代は廃城以後。
２３次では、土壙が多く確認されたが所属時期を確
定できなかった。T３号井戸が騎西城期に該当する
か。遺構外南寄りで集中出土した土器類は良好な資
料で廃城期前後のものである。

第５節 遺構の変遷
溝については、遺物の流れ込みや確認できなかっ
た遺構に伴う遺物がある。さらに掘り返し・長い埋
没時間など時期決定に不確実な部分を伴うが、今後
の叩き台として年代的変遷を追う。但し各段階には
他時期の遺構が共存するものと思われる。
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第９４図 絵図との対照図
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第１段階（１５c中～１６c）
７区では１号溝、２号土壙が、８区では６号溝、

３・４・６・７号井戸が相当する。１２区では３号溝
・２号井戸がこの時期まで遡る可能性がある。

第２段階（１７世紀前半）
７区では１号溝が引き続き継続し、６号溝・６号

井戸がある。北側に分布するピット群を道路に隣接
する建物跡と想定したが確認できなかった。８区で
は２a・８号溝、９・１０号井戸がある。絵図の時期
に相当する遺構であろう。

第３段階（１７世紀後半）
７区では５号井戸、KB８区では３０号土壙、１１区
では５号溝が、１２区では４・１１号溝、１号土壙が相
当する。廃城後の遺構である。

第４段階（１８世紀以降）
７区では８・１０・１１号溝、２～４号井戸が、８区

では調査区中央に分布する土壙に多く、４・５・７
・８・１０・１６・２３・２９号土壙がある。１１区では１号
溝が、１２区では小規模な溝（１・２・８・１２・１６号
溝）や５号土壙がある。

第６節 出土遺物について
〇前立
KB７区１号溝下層から出土した前立（第６８図２５）

は、当遺跡では唯一である。１１区前立は、左に傾き
１点で成立するには不自然で、現在のところ三本の
菖蒲の葉を象ったものを想定している。（下図）
〇竹束
KB７区１号溝下層から出土した竹束（第６９図２８）

も当遺跡唯一である、出土状態から結束されていた
ものと思われる。床や柵などの構造物の可能性も考
えられるが、いくさ関連で、火縄銃の盾としておく。

第９５図 前立の復元
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図版 1遺構１ KB７区１

完 掘

１号溝 完掘（北から）
同 畝状掘残し

同 畝状掘残し（左下） 同 完掘（西から）



図版 2 遺構２ KB７区２

１号溝 編具－錘（木－１９）出土 同 端反坏（土－１０）出土

同 部材（木－２６）出土 ５号溝 完掘（西から）

６（右）・７（左）・８（左上）号溝 完掘 １・１５号溝 完掘

８号溝 完掘（北から） １５号溝 完掘



図版 3遺構３ KB７区３

１井１井
２井２井

３壙３壙

１・２号井戸・３号土壙 完掘 １号井戸 完掘

１号井戸 遺物出土 ２号井戸 完掘

３（右）・４（左）号井戸 完掘 ５（右）・６（左）号井戸 完掘

５号井戸 瀬戸美濃天目（土－２８）他出土 ６号井戸 かわらけ（土－３６）出土



図版 4 遺構４ KB７区４

７号井戸 完掘 ８号井戸 完掘

９号井戸 完掘 １号土壙 完掘

１号土壙 遺物出土 ３号土壙 遺物出土

３号土壙 完掘 ８号土壙 遺物出土



図版 5遺構５ KB８区１

南区 完掘（南から）

中区 完掘（北から）

北区 完掘（北から）



図版 6 遺構６ KB８区２

１号溝 完掘

２a~c 号溝 完掘

２b号溝 完掘 ３号溝 完掘 ４号溝 完掘



図版 7遺構７ KB８区３

８号溝 瀬戸美濃香炉（土－１５５）・
かわらけ（土－１５８）出土

８号溝 遺物出土

同 かわらけ（土－１５７）出土

１３号溝 完掘

９号溝 完掘



図版 8 遺構８ KB８区４

３号井戸 遺物（未図化）出土１号井戸 完掘

５号井戸 板材（未図化）出土

３（上）・４号井戸 完掘

５号井戸 完掘 ５号井戸 遺物（未図化）出土

７７
６６

６・７号井戸 完掘 ８号井戸 完掘



図版 9遺構９ KB８区５

１０号井戸 完掘 １３号井戸 完掘

南区北端 完掘 １０号土壙 完掘

１５号土壙 完掘 １５号土壙 かわらけ（土－１８９）出土

３０・３１号土壙 完掘 ３４・３５号土壙 完掘



図版 10 遺構１０ KB８区６

かわらけ（土－３２８）出土 瀬戸美濃腰折皿（土－２４３）出土

瀬戸美濃反皿（土－２６２）出土 瀬戸美濃菊皿（土－２５６）出土

弾丸（金－３７）出土 笄（金－２６）出土

煙管（金－１９）出土



図版 11遺構１１ KB１１区

完 掘（南から）

６号溝 完掘 １号土壙 完掘

２号土壙 完掘 １・３号土壙 完掘



図版 12 遺構１２ KB１２区１

調査前風景

北区 完掘（北から）

北区 完掘（南から）



図版 13遺構１３ KB１２区２

３号溝 完掘 ３号溝 肥前染付碗（土－４３６）出土

４（右）・１６（左）号溝 完掘 ４号溝 唐津刷毛目文鉢（土－４５４）出土

４号溝 瀬戸美濃丸皿（土－４４７）出土 ７～１１（左より）号溝 完掘



図版 14 遺構１４ KB１２区３

１号井戸 完掘

１（上）・４号土壙 完掘

中央区 完掘

１～４号土壙 完掘 １号土壙 かわらけ（土－４７８）出土



図版 15遺構１５ KB１２区４

６号土壙 完掘

５号土壙 完掘

１１号土壙 完掘

８号土壙 完掘

１３号土壙 完掘
１２号土壙 完掘

４号溝 漆椀（木－１５）他出土 煙管（金－２２）出土



図版 16 遺構１６ 第１６次１

調査前風景

完 掘



図版 17遺構１７ 第１６次２

１号溝 完掘 ２号井戸 完掘

１号土壙 完掘 ３号土壙 完掘

４号土壙 完掘 ５号土壙 完掘



図版 18 遺構１８ 第１６次３

８号土壙 完掘

１２号土壙 完掘 １９号土壙 完掘

１９号土壙 遺物出土



図版 19遺構１９ 第２３次１

調査前風景

A区 完掘（北から） B区 完掘（北から）

B区 完掘（南から） A区 完掘（南から）



図版 20 遺構２０ 第２３次２

遺物出土（北から） 瀬戸美濃志野丸皿（土－５４２）出土

かわらけ（土－５５５）出土 煙管（金－２４）出土

T１号溝 完掘 T２号溝 完掘



図版 21遺構２１ 第２３次３

T３号井戸 完掘T１号井戸 完掘

T２号井戸 完掘 T２号土壙 完掘

T７号土壙 完掘T３号土壙 完掘

T２０号土壙 完掘 石臼（石－５０）他出土



図版 22 出土遺物１ 土器類１

１２ ２３

１３ ３３

２１ ３６

KB７区１ かわらけ



図版 23出土遺物２ 土器類２

４０ ４５

４３ ４８

４４ １０９

KB７区２ かわらけ



図版 24 出土遺物３ 土器類３

１１２ １５８

１５７ １５９

KB７区３・KB８区１ かわらけ



図版 25出土遺物４ 土器類４

１７３ １８９

３２６ ３２７

KB８区２ かわらけ



図版 26 出土遺物５ 土器類５

３２８ ３４４

３２９ ４７８

３３０ ５３７

KB８区３・KB１２区・第２３次 かわらけ



図版 27出土遺物６ 土器類６

５５５ ５５７

第２３次 かわらけ

１４

４４２

１８３

ほうろく



図版 28 出土遺物７ 土器類７

８

４２

擂鉢



図版 29出土遺物８ 石製品類１

１３ １５ １９

４５４４

４６ ５０

石臼



図版 30 出土遺物９ 石製品類２
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磨石・火打石



図版 31出土遺物１０ 石製品類３

１１３ １３３

１１４ １３４

１１９ １３８ １３９

板碑·五輪塔



図版 32 出土遺物１１ 補遺

７３ ４

６

１１

９
１２１０

騎武４９次 砥石

２３

２２

１４
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同 磨石・敲石
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要約

KB７区では幅４mの溝下層からいくさに関連する竹を束ねたものや両面金箔を貼った兜の前立
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ものと思われる。１２区の前立状木製品は、金箔が貼られた仏具であろうか。１２区では御蔵屋舗の
南に巡る障子堀の検出が予想されたが確認されず検討を要する。
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